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第32話　聖剣の騎士 Sacred Knight





　　　　　０



　崇めるべき対象として、帝国はそれを“〝王”〟と呼んだ。

　討伐すべき対象として、軍国はそれを“〝獣”〟と呼んだ。

　利権を生む対象として、群集列国はそれを“〝機械機構”〟と呼んだ。

　仮かり初そめの信仰対象として、独立交易都市はそれを“〝神”〟と呼んだ。



　そして──



　単なる研究対象として、初代ハウスマンはそれを“〝実験台”〟と呼んだ。

　使役すべき対象として、帝政列集国はそれを“〝魔王”〟と呼んだ。



　　　　　１



　火の塊に圧のしかかられている──ルークは正にそんな心地だった。

　とにかく背中が熱く、重い。まるで何かの罰でも受けているかのようにルークは無様に地に這はいつくばり、そこから動けずにいた。完全な死角であるため、自分の背の上で何が起こっているのか直接確認することはできなかったが、すぐそばでこちらと同じように倒れている青年を見ればおおよその予想がついた。

　軍国出身の学者、ユーイン・ベンジャミン。うつぶせに倒れる彼の背中から大小様々な刃やいばが生えていた。恐らくルークの背中で起こっているのはこれと同じ現象──鋭利な刃たちはルークやユーインの肉体を苗床にし、そこに剣の山を築いているのだ。

　あたかも人外兵器どもの背面に移植された剣山のように。

　──違う。

　自分たちの剣山も人外兵器どもの剣山も、どちらもア・レ・の模倣にすぎない。

　そう、すべてはアレに起因していたのだ。ルークは目が離せない。皮肉にもその存在は剣山の責め苦を一時的にせよ忘れさせてくれた。それほどの衝撃と圧迫感。

　ルークが這はっているのはブレア火山の麓ふもと近く──

　そこから見上げる火山の頂上付近に、そいつはいた。

　外見は蜥蜴とかげと蛇を混ぜこぜにしたような、爬は虫ちゆう類るいを思わせる生物だ。頭部は鋭角的に尖とがり、両りよう頬ほおまで大きく裂けた口から二重に並んだ歯列が覗のぞける。その牙きばはどれもこれも不ふ揃ぞろいで、土や灰、果ては正体のわからない汚物で黒ずんでいる。別の生命のようにそれらの上を這いなめずるのは分厚い舌。

　四肢を持ち、体表にびっしりと鱗うろこをまとい、胴は太く長い。そいつは麓からでも全ぜん貌ぼうがわかるほどに巨大で、長い胴体を持て余しながら火山に鎮座する様は、さながら山の上にもうひとつ山が載っているかのようだった。

　そしてその背から生え並ぶは、無数の細羽。光の筋とも見み紛まがう細く白い羽たちが天高くまで伸び、槍衾がするように火山上空に重く垂れ込む雲海を蜂はちの巣にしていた。

　剣・山・の・如・き・、細羽の束。

　人外兵器はあくまでこれの模倣にすぎない。事実、獣どもは今の今まで戦っていたはずの人間たちに見向きもせず、一体残らず火山の天てつ辺ぺんに向かって平ひれ伏ふしている。主君に頭こうべを垂れる配下のように。

　大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』。

　そいつを一言で称するならば──“〝竜”〟。

　伝説の怪物が首をもたげ、黄金色の双そう眸ぼうで下界の者どもを見下ろしていた。

　その鈍い眼光に、人間には与あずかり知れない感情を秘めて。

「…………」

　声が出なかったのはルークだけではない。自衛騎士団の団員も軍国兵もただただ茫ぼう然ぜんと巨大な竜を見上げて立ち尽くしていた。彼らを指揮する立場にある、三番街自衛騎士団副団長のレジナルド・ドラモンドや女軍人のドリスも例外ではない。

　彼らの周りには平伏している人外兵器どもがいる。これまでさんざん苦戦させられてきた相手が無防備な姿をさらしているという、千載一遇の好機。だのに誰だれひとりとしてその隙すきにつけ入るような真ま似ねはせず、それどころか身動きひとつ取ることができない。

“〝たかが一体や二体、獣を狩ったところで何になる？”〟

　そんな思いが全身から気力を奪う。だって無駄なのだ。

　人外兵器を何体屠ほふろうとも、あの竜をどうにかできないことにはすべてが無為になる。そしてどうにもできないに決まっていたからこそ、人々は絶望するよりなかった。

「終わりだ……何もかも」

　誰かの呟つぶやきが一同の心境を代弁する。それを否定しようとする者すら現れない。

　その代わりというわけでもないだろうが──

　ブレア火山を取り巻く大気が唸うなった。

　麓ふもとにいた人間や人外兵器を押し潰つぶすように強烈な風圧が降り注ぐ。竜が顎あごを大きく開き、たったそれだけの挙動で周囲の気流に影響を及ぼしたのだ。

　大口を開けた竜は歌う。呪のろいの言葉を。



「─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・。」



　言語化できない咆ほう哮こう。

　人々が悲鳴をあげて次々くずおれた。自衛騎士団や軍国兵だけでなく、帝政列集国の戦士にして魔剣の使い手、ホレーショー・ディズレーリまでもが苦く悶もんの顔で膝ひざを屈する。

　人間の中では唯一、ルークだけが正常な意識を保っていた。

　何故ならルークはこれを三年前に体験済みだったからだ。

「ほう。貴様は平気なのか」

　地べたに這はうルークは首を捻ひねってそちらを見やる。

　魔剣『フランシスカ』が金髪の女戦士の姿でこちらを見下ろしていた。

「ああ、そうか。貴様は確か死言を耳にしたことがあったな」

「…………」

　──やはり死言なのか。

　それは悪魔契約の鍵かぎとなる文言である。

　人間の手によって封印されたヴァルバニルは、ある呪いを生み出した。現在人間が祈き祷とう契けい約やくの触媒として用いている『霊体』。しかしそれは本来ヴァルバニルが自らの体内から発しているものであり、ヴァルバニルはその霊体を通して大陸中の人間の心臓に死言を刻み、彼らに肉体を必要とする契約を行わせて自滅を誘っている。その呪われたシステムが『悪魔契約』。

　死言はそれを刻まれた本人にのみ認識することができる。確認する方法は主にふたつ。胸を切り開いて直接心臓を見るか、火山洞どう窟くつに点在する“〝肉の壁”〟に強・制・的・に・教えてもらうか。ルークは四年前、幼おさな馴な染じみのリーザ・オークウッドとともに火山洞窟に迷い込んだ際、後者の方法で死言を知るに至っている。

　ヴァルバニルは今、自らの咆哮でもって人間たちに彼らの死言を教えているのだ。

　滅べ、とでも命じるように。

　ルークは力なく土を握った。

「セシリーとアリアは間に合わなかったのか……？」

　その呟つぶやきに、フランシスカは失笑するだけだった。

　シーグフリードを食い止めるため、火山洞窟には先ほどふたりが向かっていた。にもかかわらずヴァルバニルがこうして目覚めてしまったということは、彼女たちはシーグフリードを止められなかったということになる。

　──無事なのか。

　そ・も・そ・も・生・き・て・い・る・の・か・？

　焦燥と危き惧ぐはそれだけではなかった。火山の裏側──灰はい被かぶりの森に接するのとは正反対の海岸側に、今回の決戦に参加しない非戦闘の人々を集めた避難所がある。

　そこには自分の弟子もいるはずだった。

　ルークは我知らず彼女の名を呟つぶやく。

「リサ──」

　その声を塗り潰つぶすように、天変地異は起こった。





　瞼まぶたを開くとそこには土まみれの顔があった。

「セシリーさん！　大丈夫ですか!?」

「…………リ、サ？」

　リサが間近でこちらの顔を覗のぞき込んでいる。

　どうしてここに、と呟いたところで思い出したように激痛が押し寄せた。頭の天てつ辺ぺんから足の指先に至るまで全身が満遍なく痛みに支配され、覚かく醒せいしたばかりの意識が瞬またたく間まに遠のきかける。セシリーは鈍くうめき、それでも唇を噛かんで辛抱した。

　痛みをこらえつつ薄く瞼を開く。すぐ目の前には心配そうに眉まゆ尻じりを下げたリサの顔。

　彼女の頭越しに垣間見えた空は──

「あっ、ま、まだ起きちゃダメです！」

　押しとどめようとするリサを手で制し、セシリーは上体を起こした。

　一瞬ながら痛みを忘れ、愕がく然ぜんと言葉を漏らす。

「何だこれは……」

　世界が赤く染められていた。

　勾こう配ばいの角度からして、ここはブレア火山の中腹辺りだろうか。自分たちがいる場所から十数歩も行かぬ距離にぐつぐつと煮え立つ溶岩の川が流れていた。つい一か月ほど前、先の地震の影響で火山の表面から溶岩が噴出するという騒動があったが、セシリーが今見ている溶岩はそれとは別のものだ。何故それがわかるのかと言えば、溶岩の川は一・本・だ・け・で・な・く・何・本・も・の・束・を・成・し・て・い・た・からだ。黄の混じった赤は目に痛いほどの輝きを発し、セシリーたちの左右を通過し、火山の傾斜をたどって下方に流れている。

　赤は熱気を伴う。火山一帯は元より地熱で空気が暖かいが、現在の状態は“〝暖かい”〟よりも“〝熱い”〟と表したほうが正しい──明確な違いがわかるほど気温が上昇していた。掌を見れば汗で溶けた土が泥のように垂れている。

　視界を埋める赤はこれだけではない。溶岩の色を鏡で映し返すように天空が赤く染まっていたのだ。青でも黒でもない、さりとて夕焼けとも違う、時間感覚を狂わせる紅の空。

　その空に散り散りに浮かべられた雲たちが断続的に雷光を瞬またたかせている。次いで雷鳴が降り注ぐかのようにこちらまで届き、腹の膜を震わせた。

　雷雲の向こう側ではいくつもの流れ星が血塗られた空を絶え間なく横切っている。その様子は妙に美しく、幻想的ですらあった。ヒルダ・キャヴェンディッシュがかつて述べていた、遥はるか昔に旧群集列国で見られたという流星群もこのようなものだったのだろうか。

　地は灼しやく熱ねつの液体を吐き出し、天は雷と流星を降らせて赤く光る。

　この世の終わり──そう表現するに相応ふさわしい光景。

「異常気象の原因は噴火にある」

　リサのではない、何者かの声。

“〝先代”〟の聖剣だ。

「急激な気温変化が気候と霊体に影響を与え、両者に異常反応を引き起こしている。気候の歪ゆがみは雷雲を呼び、霊体の暴走は空の色を変容させ、そしてそのふたつの要素は互いに作用し合い、遥か天空にある星々をこの大陸に引き寄せて落下させる──」

　悪いが彼女の話はさっぱり頭に入ってこなかった。だってセシリーの意識は別のモノに釘くぎ付づけになっていたから。

　溶岩、落雷、流星、赤い空。それらの天変地異よりももっと衝撃的な存在──“〝竜”〟がブレア火山の頂いただきに鎮座している。竜はいっそのこと笑ってしまうくらいに巨大で、そいつの腰かける火山はただのちっぽけな小山みたいだった。ややもすると遠近感が狂いそうになり、セシリーは何度も目をこする。

　あれは何だ、とリサや先代に確認するまでもない。

「ヴァルバニル……か」

　──私たちは止められなかったんだ。

　シーグフリードが火山洞どう窟くつに向かっていると知り、セシリーとアリアは単独でそこに駆けつけた。シーグフリードと遭遇したのは、ヴァルバニルを閉じ込める“〝蓋ふた”〟の役割を果たす部屋『氷漬けの空間』。彼が魔剣の力でその部屋を破壊しようとするのを食い止めようとして、セシリーはアリアの力を発現させて──

　失敗した。目の前にある光景はそういうことなのだろう。

　ようやっと状況に理解が及んだとき、セシリーははっと気付いた。

　──アリアは？

　慌てて周囲を顧みる。傍かたわらで膝ひざを折り、そっと身体からだに手を添えてくれるリサ。そのそばには見上げるような巨体の大女──先代が太い腕をがっしりと組んで立っている。

　そのふたりからわずかに距離を取り、棒立ちする背中があった。

　先代を継ぐ“〝次代”〟の聖剣、アリアだ。

　聖剣として新しく生まれ変わった彼女は、魔剣だった頃ころの彼女と雰囲気がまるで違っていた。いつも超然とした佇たたずまいをしていて、クリスナイフの魔剣『銘めい無なし』がそうだったように表情に変化が乏しく、口数も控え目なせいか感情の露出が少ない。

　でも今、アリアの後ろ姿には彼女の感情が透けて見えた。ただそこに立ち、両腕をだらりと下げ、首をほんの少しだけ傾けて巨竜を仰ぐ様は、儚はかなげで寂しげで、何ど処こか途方に暮れているみたいだった。

「アリ……」

「次代の聖剣よ。申し開きの時間だ」

　先代がこちらの言葉を遮って言い放つ。

「手前らはお前たちの後を追って火山洞どう窟くつの中に分け入った。するとそこの女騎士が全身を切り刻まれて倒れているのを見つけた。この間にヴァルバニルは眠りから覚め、その余波で洞窟が崩落を始めたので、手前らは女騎士とお前をここまで運び出した──」

　アリアの背中を睨ねめつけながら、追及した。

「次代の聖剣よ。お前は申し開きをする義務がある。ヴァルバニルの復活を食い止められなかったこと、この女騎士の全身が切り刻まれていた理由。包み隠さず説明せよ」



　　　　　２



　反応を示さないアリアに、先代は肩をすくめた。

「そうか、語りたくないか。では滅べ」

「せ、先代さん！」

「悪魔の娘。不服ならばこの次代に述べてやれ」

　慌てるリサに素っ気なく告げて嘆息する。

「とうとうヴァルバニルの封印は解放されてしまった。かの獣に対抗するためには聖剣の存在が不可欠。しかしその肝心の聖剣がこの様ざまだ。女騎士の負傷と消耗から推察するに、大方強引に能力を発現させようとして自滅したのであろう？」

　と、確認するようにこちらを見やってきた。

　セシリーは迷いつつも頷うなずく。

「はっきりとは思い出せませんが、恐らく……」

「やはりか。つまり未いまだ次代は聖剣としての覚かく醒せいに至っていないということ。そのくせ当の本人は事態の説明すら怠る始末。お手上げだ。手前は『滅べ』としか言えない」

　あたかも彼女の言葉に同調したかのように──

　突如大気が悲鳴をあげた。

　頭上から吹きつけてくる突風、足あし許もとを強烈に揺るがす地響き。これらの異変に続き、目に見えてわかるほど周囲がぱっと明るくなったように感じられた。セシリーは反射的にリサの身体からだを抱き寄せて腕の中にかばいながら、火山の天てつ辺ぺんを見上げる。

　ヴァルバニルの頭が動き出していた。巨大な頭部の移動はそれだけで一帯の気流を激しくかき乱してしまう。周囲が明るくなったように感じたのは、それが落とす影の位置がセシリーたちの上から退いたためだ。首を巡らせて彼方かなたを見やった巨竜は、欠伸あくびでもするように鈍重な速度で顎あごを開いていき、二重の歯並びと不ふ揃ぞろいの牙きばを剥むき出しにした。

　──あ。

　猛烈な悪寒。セシリーは直感する。限りなく確信に近い予感。

　あ・れ・は・ま・ず・い・。

　だからといって今さら起こせる行動もなく、巨竜の口から閃せん光こうが迸ほとばしるのをただただ見送るよりない。

「────」

　世界は一瞬にして音と輪郭を失った。視界を隈くまなく埋め尽くしたのは膨大な質量の青白い光。奪われる五感。セシリーは肉体という隔たりがなくなり、身も心も何もかもが光に溶けてしまったかのように錯覚した。これが“〝死”〟というものか、と漠然と思う。

　光に押し潰つぶされながら、セシリーは図らずも恍こう惚こつとした感覚を抱いてしまった。絶対的強者、絶対的暴力に為なす術すべもなく圧倒されるということは、別の見方をすれば隷属することにも似ている。手も足も出ないまま、ただ相手の望み通りに滅ぼされるしかないという、完全な屈服。それは時に恐怖を飛び越えてえも言われぬ快感を生む。

　気が付けば──事は終わっていた。

　腕の中でリサが身じろぎしたことで、セシリーはようやく正気を取り戻す。彼女の小さな頭から腕を離し、自由になった手で自分の身体を検あらためた。特に変わったところはない。五感に関しても、瞼まぶたの裏に青白い光の残像がちらついていること以外に異状はなかった。

　他ほかの皆も様子に変化は見当たらない。

「い、今……何があったんですか……？」

　リサが恐々と訊たずねると、先代は腕を伸ばして彼方を指差した。

　彼女が指し示したのはヴァルバニルが頭を巡らせた方角──灰はい被かぶりの森の西部。

「何のことはない。ただの呼吸ブレスだ」

　森の西側の切れ目に『爪つめ痕あと』があった。

　それは断だん崖がいの絶壁である。底が深く横に広い、断面がほぼ垂直に切り立つ崖がけ。火山のような高所から望むと一筋の切り傷のように見える。一般に『爪痕』という名称はその形状に由来していると思われているが、実際は正真正銘の爪痕──ヴァルバニルが古い過去に残した破壊の痕こん跡せきがこの谷間だった。……のだけど。

　早鐘を打つ心臓。セシリーはふらふらと立ち上がり、視線を移す。

　灰・被・り・の・森・の・東・側・に・あ・る・『爪つめ痕あと』に。

　──やはり私の記憶違いではない。

　目の前に広がっているのは鏡合わせのような景色だった。灰はい被かぶりの森は現在セシリーたちがいる火山の中腹からでもその全景を俯ふ瞰かんすることができ、左右に伸びる森の両端にそれぞれひとつずつ、大きな亀き裂れつが走っているのがわかった。東側に見える『爪痕』が昔からある崖がけで、片や西側に見える『爪痕』が今しがた生まれた崖だ。後者は破壊の粉ふん塵じんに紛れて蜃しん気き楼ろうのように霞かすんでおり、それが余計に目の前の景色から現実感を失わせた。

　先代の証言が真実ならば、ヴァルバニルがその呼吸ひとつで大地を割ってみせたのだ。

　伝説を再現するように。

　セシリーとリサはただただ立ちすくむばかりだった。

「このようにして大陸は終わる。そこの次代が間抜けに呆ほうけている限り──」

　先代が不意に言葉を切る。アリアがようやっと振り返ったからだ。

　ゆっくりと彼女の面が自分たちに向けられたとき、セシリーは胸が軋きしむのを感じた。そこにあったのはやはり仮面の如ごとく不動の無表情。佇たたずまいはとても心こころ許もとない──全身が脱力し、なんとか立っているような体ていだった。

「手て応ごたえはあった」

　声は生気が抜けたようにか細く頼りない。

「セシリー・キャンベルの手の中で実戦を体験することで、おぼろげながらも何かを掴つかんだように感じた。だから私は彼女に、聖剣の力を使用することを指示した」

「そして封印の解放を食い止めるどころか使い手の肉体を痛めつけるだけに終わった」

　アリアは再び口を噤つぐんでしまった。

「先代ッ、アリアは──」

「女騎士は黙っておれ」

　先代は厳然たる態度で続ける。

「他者との係わりを通じて自己の立ち位置を確かめること、それ自体は決して間違いではない。さりとて正しいとも言えぬ。次代の聖剣よ、お前は生まれたときからお前なのだ。その手もその足もその目もその刃やいばもすべてはお前自身のもので、他人から与えられずともお前という存在は成立している。そのことを真の意味で理解せよ」

「…………」

「それができないのであれば、もはや大陸は滅ぶよりない」

　しん、と沈黙が下りた。

　──大陸が……滅ぶ。

　セシリーはつと頭上を振り仰ぐ。

　呼吸ブレスを吐いてから、巨竜はこれといって大きな動きを見せていない。置物のように火山の頂いただきに居座ったまま、その双そう眸ぼうを内陸側に向けるだけだ。覚かく醒せいしたばかりということもあってか、先ほどからどうにもひとつひとつの行動が鈍く感じられる。

　それでも十二分に脅威的な存在であることに変わりはなかった。こうして見上げているだけで全身の筋肉がすくみ上がったように強こわ張ばり、頭から強引に押さえつけられているかのような圧迫感に自然と息は荒あらくなる。ともすると無意味に後ずさりそうになるので、意識して足を踏ん張らなければいけない。

　絶望そのものが形を得た人外。この怪物を前にして、あの途と轍てつもない破壊を目にして心を挫くじかれない者など果たしているのか？

　答えは──

「……どうして」

　い・る・。

「どうしてアリアが聖剣の能力を使えないと私たちは負けたことになるのですか？」

　セシリーは問いを投げかけ、一同を見回す。

　先代は腕組みしながら訝いぶかしげに眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　リサは待ってましたといわんばかりに唇の端を上げていた。

　アリアは──ただぼんやりとこちらを見ていた。

















　その相棒に視線を止め、セシリーは言う。

「聖剣の力が使えないのであれば、それに頼らずに戦う方法を探せばいい」

「……私は用済みということか」

　アリアの虚うつろな声に「違う」ときっぱり答え、続けた。

「聖剣には頼らない。でも君には頼る」

「意味が……わからない」

「とにかく一緒に戦ってくれ、ということさ」

　凍りついていた無表情にわずかながら困惑の色が混ざる。

　セシリーはふっと笑い、今度は先代のほうを見やった。

「あなたの言う通り、現状は考え得うる中でも最悪なものだ。私たちはシーグフリードの凶行を止められず、ヴァルバニルは復活してしまった。その力は絶大の一言に尽き、それこそ聖剣の力なくしては太た刀ち打うちできないように思える」

「うむ。どう考えても状況は絶望的だろう」

「で・も・そ・れ・が・ど・う・し・た・？」

　きっと自分の表情は無様に引きつっているだろう。

　もしも今、こうしている間にもあの巨竜が自分たちのいる一帯に例の呼吸ブレスを吐いてきたとしたら？　という想像がずっと脳裏に棲すみついて離れない。しっかりと地面を踏み締めなければ脚は震えるし、溶岩による熱気が立ち込めているにもかかわらず寒気はやまず、いっそ座り込んでしまいたいくらいに身体からだが重い。単純に疲労が蓄積していることもあるし、アリアの風による負傷もある。精神的にも肉体的にも限界は近い。

　だからこそ、だ。

「絶望ならば今まで何度もした。そして何度も乗り越えてきた」

　今こそこの一年間の経験が活いきる。

　セシリー・キャンベルが騎士として積み上げてきた経験則。絶・望・が・絶・望・の・ま・ま・に・終・わ・っ・た・こ・と・は・こ・れ・ま・で・一・度・と・し・て・な・か・っ・た・。故に心の底から断言できる。

「これっぽっちも負ける気がしない」

　しばらく目を瞬しばたたいていた先代は隣のリサを見やった。

「……悪魔の娘よ。この女騎士はいつもこうなのか？」

「はい。あ、もちろん私もセシリーさんと同意見です」

「なんだと」

「なんだと、はこちらのセリフですよ。これくらいのピンチがなんですか」

　リサは腰に手を当てて先代に物申す。

「先代の聖剣ともあろう御お方かたが弱気になってどうするんですか」

「弱気ではなく現状把握だ」

「でしたらその把握が足りません。とても大事なものが欠けています。“〝ヴァルバニルはすごく強い”〟、“〝次代の聖剣はまだお眠り中”〟──“〝でもお前たちならきっとやれる”〟」

「……」

　先代はとうとう沈黙してしまった。憮ぶ然ぜんとした面持ちで。

　ふたりのやり取りに噴き出しそうになるのをこらえ、セシリーは相棒に語りかける。

「アリア。今ないものは、ない。だからありもので戦っていこう」

「……私は聖剣の力を使えないのだぞ」

「ちょうどいいじゃないか」

「ちょうど……いい？」

　アリアが呆あつ気けに取られたように口を開ける。場違いな感想かもしれないが、いつも無表情である彼女の顔を崩すのはなかなか楽しい。

「聖剣の力があろうがなかろうが、君は君以外の何者でもない。この状況はそれを証明するのにちょうどいい機会だとは思わないか？」

「……」

「忘れてくれるな。私は君に誓ったんだ。君がただの凶器でない、守る剣であることを証明すると。そして君も確かに言ったはずだ。己が何であり誰だれであるかを選ぶと」

　セシリーは拳こぶしを握り、それをアリアの胸に当てた。

　軟らかく、しかし真まっ直すぐに。

「逃げるなよ。相棒」

　見つめ合う時間は、こちらの言葉が彼女に沁しみるまで要した時間。

「……私が必要なのか？」

「ああ、必要だ。何よりも誰よりも」

「私もあなたが必要らしい。何よりも誰よりも」

　今度はセシリーが意表を突かれる番だった。意趣返しというわけでもなかったのだろうけど、アリアの口くち許もとが綻ほころぶ。それを見てセシリーもにっと笑った。

　気が付けば震えは止まっている。

「ともに戦ってくれるな？」

「肯定する」

　明朗快活な笑い声が割り込んできた。

　一斉にそちらを振り返ると、先代が腹を抱えて笑っていた。

「まったく愉快な奴らだ！　最後の最後まで傍観者でいるつもりでいたが、気が変わったぞ！　手前も腹を決めた。時間稼ぎをしてやる。女騎士よ、付き合え」

「それは構いませんが……時間稼ぎ？」

「左様。衰えてしまった手前でもそれくらいのことはできるかもしれない。いやしてみせよう。何せヴァルバニルは数百年前よりも弱体化しているらしいからな」

　耳を疑わずにはいられなかった。ヴァルバニルが──弱体化？

　胸を張った先代は自慢でもするみたいに根拠を述べた。

「呼吸の威力が明らかに落ちている。手前が現役のころはこんなものではなかった」

「こんなものではって……」

　唖あ然ぜんとする。当時はこれよりももっと壮絶だったというのか。

　いや、今この場において重要なのは──

「先代。つまりヴァルバニルは」

　思わずといったふうに身を乗り出すアリアに、先代は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「如い何かにも。奴にも寿命はあるというわけだ」



　　　　　３



　巨竜が行った破壊は、絶望していた皆をさらに暗あん澹たんたる気持ちにさせた。

　しかしその虚脱状態からいち早く脱した人物がいる。

　レジナルド・ドラモンドだ。

　彼は火山の頂いただきを占領するヴァルバニル、赤く塗り替えられた空、雷光を吐く曇天、幾重にも枝分かれする溶岩の川、そして──つい今しがた灰はい被かぶりの森に穿うがたれたばかりの新たな『爪つめ痕あと』をざっと見渡してから、嘆息交じりに人々に告げた。

「……作戦は終わりだ」

　帝政列集国の軍勢をヴァルバニルの封印に近寄せないようにするため、自分たちはこれまで数々の犠牲を払ってきた。市民を都市から軍国に避難させ、空っぽになった市街地に罠わなを張り巡らせ、火山の防衛に専念した──

　すべては生き残るため、一時的にせよ故郷を棄てたのだ。にもかかわらずヴァルバニルは復活してしまった。これ以上火山の防衛に努めるのは無為でしかない。

　だからレジナルドは茫ぼう然ぜん自失の体ていに陥る部下たちに命じなければいけなかった。

「各自好きにしていい。命が惜しい者は安全と思える場所まで避難しろ。大切な人間がいる者は今すぐその者のそばに行ってやれ。とにかく作戦は終わった。今この場において自衛騎士団や軍国の軍人などといった肩書きに意味はない。これは最後の命令だ。総員は肩書きを棄て、個人として行動しろ。自分の望むことだけを考えろ。俺おれも──」

　婚約者の許もとに向かう。そう続けようとした言葉を呑のみ込む。

　──パティ……。

　およそ一か月前、レジナルドは同僚のパティ・ボルドウィンにプロポーズをした。

　よりにもよってこのように大きな戦いの前にそれをしたのは、大義名分を得るためだ。自分は独立交易都市公務員三番街自衛騎士団の副団長。言わずもがな私事で行動することを許される立場ではない。だから名目がほしかった。いざとなればすべてを投げ出してでも最愛の女性の命を優先することのできる、それが許される名目。

　婚約をすれば、夫婦になれば胸を張ってパティを守りに行ける。そう判断したが故の求婚だった。

「俺おれも……」

　どう考えても今がそのときだった。パティはこの火山一帯に散らばる拠点の何ど処こかにいるはずで、今ごろは巨竜の脅威に震えているに違いない。自分は“〝副団長”〟という肩書きを打ち棄て、すぐにでも彼女の許もとに駆けつけるべきなのだ。

　婚約者として。ひとりの男として。

「……っ、俺は」

　──パティ、赦ゆるしてくれ。

　君のそばにいられない俺を。レジナルドは頂上にいる巨竜を顧みて述べた。

「俺は、あの竜と戦う」

　声高に宣言したわけではなかったが、自分を振り返る人数は存外に多かった。自衛騎士団の団員も軍国の軍人も誰だれも彼もが信じられないという顔で注視してくる。

「でも副団長には、その、パティ・ボルドウィンが……」

　団員のひとりがしどろもどろ口にする。

　──やはり皆に知られていたか。

　こんなときにもかかわらず苦笑してしまう。自分もパティも婚約については特に公表していなかったはずだが、ふたりの関係はおおよそ周囲にも勘付かれていたようだ。

「ああ、そうだ。俺にはパティがいる」

「だ、だったら……」

「だが考えてみろ。もしも俺が彼女の許に駆けつけたとして、だ」

　ひょっとしたら最初のうちは喜んでくれるかもしれない。しかしパティはすぐに自制し、そしてこう言うに決まっている。眉まゆを吊つり上げ、幼い子どもを叱しかりつけるようにして。

　どうして来たの、と。

「“〝まだ戦いは終わっていない”〟──パティならばきっとそう言う。目に浮かぶようだ」

　たとえそれが強がりにすぎないとしても、レジナルドはその強がりを無下にすることはできない。それこそひとりの男として精一杯の虚勢を張ってやろうと思う。

　腹を据え、レジナルドはにやりと笑った。

「俺はヴァルバニルに踏み潰つぶされるよりも彼女に怒られることのほうが何倍も怖い」

　普段は周りが辟へき易えきするほど生き真面目まじめな上司だが、その彼にしては珍しい軽口。部下である団員たちは笑って返すでもなく茫ぼう然ぜんと立ち尽くすばかりだった。しかし──

「おうおう、大将の言う通りだ！」

　重く沈んだ空気を吹き飛ばすかのように威勢のいい声があがった。

　軍国の女軍人、ドリスだ。彼女は声を振り立てて一同に叫ぶ。

「戦いはまだ終わっちゃいねえ。むしろ始まったばかりなんだ。なのにこのまま何もかも放ほうり投げて軍国に逃げ帰ったとあっちゃ、俺おれたちを信じて送り出してくれた少女王に、ゼノビア様に申し訳が立たねえ！　マーゴットとペネロペはそれでも女かと罵ば倒とうしてくるだろうし、シャーロット様には見損なったぞと叱しかり飛ばされるだろうよ。俺はヴァルバニルにぶっ殺されるよりもそっちのほうがずっとずっと御免だね！」

　ドリスは元々軍国の人間ではない。旧帝国出身であり、縁あって軍国に亡命した女だ。彼女が今しがた口にしたシャーロット、マーゴット、ペネロペは同じ境遇の人物たち。祖国に裏切られ、行く先のなかった彼女たちを受け入れてくれたのが軍国だった。

　──だからこそ恩義の念が強いと言える。

　口上のようにまくし立てる彼女を見ながら、レジナルドは思う。軍国の人間でないからこそ、軍国のために戦いたい、与えられたものを倍にして返したいと望むのだ。

「だから俺も行くぜ。大将」

「かたじけない」

　決意を込めた表情でこちらを振り返るドリスに、感謝を示すように大きく頷うなずきを返す。

　残念ながら彼女に続く者は出てこなかった。しかしレジナルドもドリスも強要する気はさらさらない。そもそもあのような人じん智ちを超えた生物と敵対しようとすることが正気の沙さ汰たではなく、いわばこれはレジナルドたちの酔狂も同然なのだ。

　笑う膝ひざを拳こぶしで叩たたいて黙らせ、後ずさる足を無理矢理前に行かせるという、酔狂。

「……つっても、あいつだけは引きずってでも連れて行くけどな」

　ドリスが意地の悪い笑みを浮かべて言う。レジナルドは一も二もなく賛同した。

「ああ。あの男にだけは立ってもらわないと困る」

　酷な要求かもしれないが、どのみち自分たちが求めずとも彼は自分の意志で立ち上がるだろう。だからレジナルドは呼ぶ。溶岩の川を隔てた向こう側にいる彼を。

　お前はひとりではないと訴える。

「いつまでそこで寝ているつもりだ──ルーク・エインズワースッ!!」





　──言われなくても。

「たった今起きるところだ馬ば鹿か野郎」

　背の上に生えた剣山は岩を負ぶっているかのように重く、起き上がるだけでも相当の負担を強しいられる。ルークは手を突き、腕を伸ばし、膝を立て、腰を上げ──ひとつひとつの動作を順に丁寧に行い、じっくりゆっくりと立ち上がった。

　立てば今度は背中に圧のしかかっていた重量が両脚に来る。途端に膝ひざが崩れそうになったところを、得え物ものである刀を逆さに突き立てて上体を支えた。三本の足でようやく体勢を維持し、のろのろと面を上げる。

　視線を上げた先にいたのは──黒くろ鎧よろいを着た巨漢の戦士。

　ホレーショー・ディズレーリがこちらを凝視していた。

「……？」

　不審に思い、ルークは眉まゆをひそめる。自分は今や突けば倒れるような有様だ。なのにホレーショーは特に手を出すわけでもなく、ただ佇たたずんで様子を見ているだけだった。

　次いで、気付く。いつの間にかあの女の姿が消えていたのだ。

「魔剣『フランシスカ』はどうした」

「シーグフリードの許もとに向かった。最後の仕上げをするためにな」

　ホレーショーは腹に響くような低い声で答える。

　──最後の仕上げ、か。

　それが具体的にどんなものなのか、ルークは知る由よしもない。しかし先の二国一都市会議において旧群集列国の代表であるランスロット・ダグラスが口を滑らせていたという。帝政列集国には聖剣を用いずともヴァルバニルを再封印する手段があると。そのことから察するに、帝政列集国の目もく論ろ見みは大陸史上最悪の人外をただ野に放つだけでは終わらない。

　彼らがかねてから収集していた大量の魔剣。“〝最後の仕上げ”〟と称してフランシスカがシーグフリードの許に向かったことに鑑みて、魔剣を使って何かするつもりなのだということは明らかなのだが。

「どうせ訊きいても教えちゃくれないんだろう？」

「当然だ」

「なら、俺おれは行く」

「何ど処こに」

「決まってる。嫁のところだ」

「つまり死ぬということか？」

　にわかに空気が険を帯びた。

　ただしそれは一方的なもので、ホレーショーのほうは淡々と先を続けている。

「あの女騎士はシーグフリードを止めに行った。ということは火山洞どう窟くつにいた可能性が極めて高い。あれだけ巨大な竜が火山の中から這はい出てきたのだぞ。洞窟はひとたまりもなく崩落し、女騎士はそれに巻き込まれたと考えるのが妥当だ。……それに貴様も見ただろう、今さっき巨竜が為なした破壊を。どう考えても人間が敵かなう相手ではない」

「わかっちゃいない。お前がもっともらしく何を言おうと、俺は最後まで足あ掻がく」

　吐き捨てるこちらに、相手は目を細めて呟つぶやいた。

「諦あきらめが悪いな」

「言っておくが俺おれの嫁は俺以上に諦めが悪いぞ」

　気丈に口くち許もとを歪ゆがめて告げてやる。

「すこぶる頑固な女だ。殺したって信念を曲げないし、そのくせしぶとい。お前らの国が今までさんざっぱら苦汁をなめさせられてきたようにな。……だから絶対に生きている」

　──そうだ。信じろ。

　嫁も弟子も──たとえ巨竜にあのような絶対的な力を見せつけられようとも絶対に諦めないに決まっている彼女たちを、他ほかならぬ自分が信じてやらなくてどうする？

「死んでない。だから俺は行く」

「…………やはり、か。貴様はそう言うだろうと思った」

　ルークは片かた眉まゆを上げた。

　遠くを見るような眼まな差ざし。ホレーショーは感慨を抱くようにじっとこちらを見つめている。自分の思い違いかもしれないが──それは羨せん望ぼうにも似た何かに感じられた。

「故にこそ俺が残った」

「……へえ。なら、どうしてすぐにでも仕掛けてこなかった。機会はあっただろう」

「貴様と全力で戦ってみたかった」

　と、彼は己の足あし許もとを見やった。

　そこには人外兵器が一体うつ伏せに横たわっている。右の眼がん窩かを潰つぶされ、後頭部から体液を噴いた死し骸がい。セシリーが鋒諸刃造りの直刀アリアで刺し貫いたものだろう。

　何気なく、ホレーショーはそいつへと手を伸ばした。

　何気なく伸ばされたにもかかわらず、彼の手刀は易やす々やすと死骸の肉を抉えぐった。

「なっ……」

　ルークが絶句している間にも、死骸に潜り込んだ手はその内側をまさぐり、ほどなくして飛び出す。

　ホレーショーが死骸から引き抜いた──引・き・ず・り・出・し・た・のは、その背に生えていた剣山の一部、一振りの刃やいばだった。刃の根元には通常の剣のように剥むき出しの茎なかごがあり、彼はそこを持ち手にして高々と掲げた。さらに逆の手でも同じことを行う。

　死骸から略奪した刃を両手にそれぞれ構える。形も大きさも長さも異なる二本の剣。唯一共通していたのは、切っ先から人外兵器の体液をたっぷりと滴らせていたということ。

　左右に血まみれの剣をぶら下げた、巨漢の戦士。壮絶極まりない光景だった。

「……へっ」

　呑のまれそうになる心を律するため、ルークは鼻で笑う。

「そんな凡ナマ剣クラで俺の刀に敵かなうと思ってるのか？」

「ないよりはマシだ。それより」

　ホレーショーはこちらの背後に目め配くばせし、

「その剣山が貴様の足手まといになりはしないだろうな」

　──なるに決まってるだろうが。

　という言葉は腹の奥に押しとどめた。ルークは刀の柄つかから左手を離す。

「安心しろ。言い訳はしない。俺おれも余裕がないんでね」

「重畳。それでこそ待った甲か斐いがある」

　ホレーショーがおもむろに腰を落とす。

　──何のつもりだか知らないが。

　瀕ひん死しの人間と全力で戦いたいなど、この期ごに及んでどんなつもりなのかはわからない。しかしその真意を悠長に訊たずねている場合でもないのは本当だった。自分はでき得うる限り迅速にこの男を突破し、行かねばならない。

　最愛の者たちの許もとへと。

「“〝視みろ”〟」

　ルークは左手の指先で左眼球の表面を小突いて『魔眼』の眠りを妨げる。

　またひとつ魂の欠ける音がした。
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「神はいない──」

　黒衣の男は言葉を紡ぐ。

　詠うように、憑つかれたように、呪のろいを振りまくように。

「光は腐る。愛は幻想。愛は差別。人は裏切る。お前は死ぬ。灰も残り香もいずれは無に還かえりすべては失われる。ああ、虚むなしいかな。悲しいかな。素晴らしきかな──」

　色褪あせた銀髪、若者とも老人ともつかぬ容よう貌ぼう。鋭利な刃物にも似た、冷ややかな眼光を帯びた三白眼。黒くろ鎧よろいの上に羽織っているのは漆黒の闇やみを剥はぎ取ったかのような黒衣。

　帝政列集国戦士団団長、シーグフリード・ハウスマン。

　火山の頂上付近である。シーグフリードは“〝壁”〟を背に、眼下に広がる景色を望んでいた。“〝壁”〟──果てなどないように高く広くそびえ立つそれは、正確には壁ではない。

　壁・と・見・紛・う・ほ・ど・巨・大・な・脚・。

　シーグフリードはヴァルバニルのすぐ足あし許もとに立っていた。

　巨竜の気紛れでいとも容易たやすく踏み潰つぶされかねない距離。常人ならばあまりの圧迫感に恐れ戦いて居すくまるだろう間合いで、しかしシーグフリードは至って平静な面をしていた。ただひどくつまらなそうに大陸の地平線を眺めやっている。

　第二の『爪つめ痕あと』も──その心を動かすほどのものではない。

「気配を感じます」

　そう彼の脇わきから告げてきたのは、黒ずくめの貴婦人だ。

　細長い肢体に漆黒のドレス、大量の蛇を垂らしたように波打つ黒髪、病的に白い肌に際立つ黒紫の唇。フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』の、人としての姿である。

　エヴァドニはシーグフリードと肩を並べ、静かな眼まな差ざしで下界を見下ろしていた。

「西からイライザ・イヴァとフランシスカがそれぞれ接近しています」

　実際にその目で見ているかのように述べる。

　彼女には遠距離からでも他ほかの魔剣たちの気配を感知することのできる能力がある。通常の魔剣が持たない能力──それはエヴァドニの出生に由来していると思われた。

　剣の形をした悪魔『魔剣』。

　それは悪魔契約を行う際、術者が神ならびに悪魔契約システムの創造主に対して憎悪をたぎらせることで生み出される。また、現存する魔剣はそのほとんどが過去の代理契約戦期に生まれたものと見なされていた。争いは人間の感情を負の方向に加速させる。自然、魔剣は大陸史においても大戦が最も激化していた時期に多く登場した。

　しかしエヴァドニがこの世に具現化したのは大戦期ではなく、大戦の終結後だった。そして彼女を生み出した術者は戦場の最前線に駆り出された戦士や傭よう兵へいでもない。

　あ・る・女・児・による悪魔契約が、エヴァドニを造った。魔剣『エヴァドニ』を特殊たらしめた要因はその女児の“〝幼さ”〟にある。幼いが故にこそ、女児の抱えた憎悪は成人のそれよりも純度が高く、他の魔剣にはない能力をエヴァドニに与えた──

　正面を向いたまま、シーグフリードはエヴァドニに確認する。

「フランシスカたちに俺おれたちの場所がわかるのか」

「ヴェロニカを迎えに行かせています」

「オーガスタスは？　あいつには魔剣の運搬を任せている」

「その気配も感じます。重量のある荷なので手こずっているようですが」

　エヴァドニ、フランシスカ、イライザ・イヴァ、ヴェロニカといった魔剣たちは人の姿にも変化することができる──つまり自律的に行動することが可能だということ。しかしそれ以外の魔剣に関しては当然の如ごとく人の手で運ぶ必要がある。

　此こ度たびの決戦の要かなめとして用いるため、シーグフリード率いる帝政列集国戦士団は相当数の魔剣を市内に持ち込んでいた。そしてシーグフリードは道中、その運搬を旧帝国騎士団の総団長、オーガスタス・アーサーに託していた。

　剣の悪魔を満載した荷台なのだ。それを曳ひきながらこの火山の傾斜を上るのはかなり手間がかかる。エヴァドニの言う通り、オーガスタスがここにたどり着くまでにはもう少し時間がかかるだろう。

　まあいいさ、とシーグフリードは独りごちた。肝心のヴァルバニルは復活を果たした。ならば事を急く必要はない。すべては花を手た折おるように容易たやすく終わる。終えられる。

　達成感などない。胸のうちにはただただ虚無が広がるだけ──いつものように。

「エヴァドニを生んだ女児は、その対価として己の片腕を霊体に捧ささげました。後のちに、残る肉体すべてを賭としてもう一体別の悪魔を生みました」

　藪やぶから棒だった。

　片かた眉まゆを上げたシーグフリードはエヴァドニの横顔を振り返る。

「……何だ？」

「その悪魔は人間の女と交配し、人間の女はあなたを生みました」

　今さら確認するまでもない事実だ。彼女が何を言わんとしているのかわからず、シーグフリードはただ眉み間けんに皺しわを寄せて続きを待つしかなかった。

「エヴァドニはずっとあなたとともにいました。あなたが今まで見聞きしてきたものを、エヴァドニも同じようにそばで見聞きしてきました。だから記憶しています」

「記憶？」

　エヴァドニは面おもてをこちらに向け、ひたと眼まな差ざしを据える。

「あなたが今しがた口にした言葉。あれはかつてあなた自身が言われたものだったはず」

「何のことだ」

「神はいない、という件くだりのことです」

「そんなことは口にした覚えがない」

「いいえ、確かに──」

　言いかけて、はたと口を噤つぐんだ。エヴァドニはぱちぱちと瞬まばたきを繰り返す。

「……本当に覚えがないのですか？」

「くどい。お前はさっきから何を言っているんだ？」

　顔をしかめるこちらを、彼女はじっと見つめてきた。

　やがて理解を得たらしく、すっと目を細める。

「無意識に出た言葉、でしたか」

「……俺おれが言ったのか？　神はいないだなんだと」

　ええ、と首肯。

「か・つ・て・初・代・ハ・ウ・ス・マ・ン・が・あ・な・た・に・告・げ・た・内・容・を、一言一句違たがえず、です」

　シーグフリードは一瞬虚を突かれた。その直後に自じ嘲ちよう気味に失笑する。

「俺も相当頭がいかれてきているらしいな」

　人間と悪魔の異種交配によって造られた肉体。それは不完全にして欠陥品だった。人間の形をしているくせに、人間が当たり前に持っている生殖機能を持たなかったのだ。子をもうけることができない、たった一代に限られた、欠陥を抱えた生命。

　成長の速度についても普通の人間とはまったく違い、生を受けて十年と経たたずこの姿になった。それは言い換えれば“〝老いが早い”〟ということでもある。その異常成長もとうに停滞しており、どうやら異端の肉体はいよいよ死期を迎えようとしているらしかった。

　なれば心もまた、同様に壊れつつあると考えてもおかしくはない。我知らず戯ざれ言ごとを呟つぶやいてしまうくらいに。

　──しかもよりにもよってあの男の言葉を、か。

　初代ハウスマン。大陸史や悪魔契約などの研究の第一人者。

　非人道的な実験を通してシーグフリードを造り出した、それこそ悪魔のような人間。

『神はいない。光は腐る。愛は幻想。愛は差別。人は裏切る。お前は死ぬ。灰も残り香もいずれは無に還かえりすべては失われる。ああ、虚むなしいかな。悲しいかな。素晴らしきかな』

　シーグフリードはふと思い出した。そういえばこれと同じ言葉を以前にも口にしたことがあるような気がした。あれはいつ、誰だれに対して言ったものだったか。

「お前こそ精神に異常はないのか。ここはヴァルバニルのすぐ足あし許もと。そしてお前はそいつへの憎悪を芯しんとする魔剣だ。最悪、憎悪に囚とらわれて暴走することも想定していたが」

「まったく正常ではありません」

　言葉とは裏腹に、エヴァドニは表情ひとつ変えず答える。

「現在は人間の姿なので辛うじて抑えられていますが、恐らく剣に変化すれば衝動を自制することは困難でしょう。そのときの制御はあなたにお任せします」

　厄介なことを。シーグフリードは小さく舌打ちした。

　先ほど本人も述べていたように、エヴァドニはシーグフリードの成長を間近で見てきた魔剣だ。にもかかわらずシーグフリードは彼女のことを未いまだに理解できないでいる。

　他ほかの誰よりも近い場所でこちらを見守っているようで、半面、他の誰よりも距離を置いてじっとこちらを観察しているような女──そして自分の悪夢のような過去を知る女。彼女の無機質な瞳ひとみに見られていると、シーグフリードはしばしば強迫的な思いに駆られる。

　忘・れ・る・な・。エヴァドニの目はそう、自分を追い立ててくるように錯覚させられる。だから目障りで仕方がなかった。己の過去を想起させる彼女の存在そのものが。

「とまれ、人外の頂点である『魔王』は無事に復活を果たしました。私たちの本懐は遅からず遂げられるでしょう。……シーグフリード。ひとつ訊きいてもよろしいでしょうか」

「何だ」

「今、あなたは何を感じていますか」

「……どうもこうも感慨などあるか」

　この魔剣のする質問はいつも唐突で意図が掴つかみにくい。瞳の奥まで覗のぞき込んでくるような視線に居心地の悪さを覚えつつ、シーグフリードは吐き捨てた。

「あったとしても──俺おれの心は理解させない」

















　何人たりとも。
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　独立交易都市の現市長、ヒューゴー・ハウスマン。

　彼は軍国の軍師、アーヴィー・アーヴィングとともに人々の避難誘導に当たっていた。

「列を乱さないでッ。近くの者の手を絶対に離さないでください！　──」

　人々は炊事や後方支援のため、軍国への移住計画に参加せず都市に残った者たち──事務業を務める都市公務員や市民からの志願者などだ。戦場に出ない彼らは火山の海岸側に設けられた野営地に待機していた。

　今はその野営地を放棄し、火山の外周を大きく迂う回かいして安全な場所へと移動している最中である。ただし人々の足並みは乱れがちで、避難活動の進しん捗ちよくは捗はか々ばかしくなかった。

　何故なら──見てしまうからだ。

　頭では一刻も早くここから離れなければいけないとわかっているはずなのに、誰だれもが後ろ髪を引かれるように頭上を振り仰いでしまう。何度も顧みずにはいられない。火山の天てつ辺ぺんから自分たちを見下ろす人外を。

　野営地はヴァルバニルが復活した際の震動で崩れてしまったのだが、その時点では人々はそれを単なる余震によるものだと見なしていた。ヒューゴーとアーヴィーの誘導に従って野営地から脱したところで、初めて自分たちの上に落ちる巨大な影に気付いたのだ。

　山頂に座して大陸を睥へい睨げいする“〝竜”〟──疑う余地もない、ヴァルバニルの正体。

　ほどなくそいつは咆ほう哮こうを介し、茫ぼう然ぜんと立ちすくむ人々に彼らの死言を知らせた。その衝撃が冷めもしないところに追い討ちをかけるように、わけもわからぬ力で灰はい被かぶりの森にふたつ目の『爪つめ痕あと』を拵こしらえてみせる始末。

　以降、避難の足取りは目に見えて重くなった。

　行き過ぎた絶望は生きる活力を刈り取る。人々は恐怖のあまり我を失って泣き喚わめくわけでも逃げ惑うわけでもなく、虚うつろな表情で、ヒューゴーたちに命じられるまま歩みを続けていた。最初は膝ひざを屈して動かなかった者も、言われれば抗あらがわず従順に応じた──自分の頭で考えて行動する気力すらも湧わかないのだ。どうせ何ど処こへ逃げても無駄。そう思わせるほどに巨竜の存在は彼ら人間の心を粉々に砕いた。

　ただ、人々は何度も確かめることだけは決してやめなかった。藁わらにもすがる思い。巨竜がまやかしであること、己の見間違いであることを祈って振り返り、そしてその度に打ちひしがれるということを無意味に繰り返す。一種の現実逃避だった。

　──これがまやかしだったらどんなにいいか。

　ヒューゴーはひとり唇を噛かむ。

　避難を始めてから、アーヴィーとは一度も視線を合わせていない。こちらが先頭で人々を導くのに対し、彼はしんがりに立って後方の警戒に当たっていたから当然と言えば当然なのだが……実のところ、お互いに意識して目を背けていたというのが真実だろう。

　今はとにもかくにも巨竜から可能な限り距離を取ることを目的として移動しているが、最終的に何処まで人々を避難させるべきなのか。あれほど巨大な生命にどのように立ち向かっていけばいいのか。自分とアーヴィーはそんな、答えが出るかもわからないことを話し合わなければいけないのだ。

　率直に述べて気が重かった。問題を先送りにしているという自覚はもちろんあったが、それでも頭はなかなか働いてくれない。話を振って来ないところを見るに、アーヴィーもこちらと似たような心境なのだろう。

　巨竜を目まの当あたりにしたときからずっと、ヒューゴーはある猜さい疑ぎ心しんを拭ぬぐえない。

　そもそもの話──あれは本当に聖剣の一本や二本でどうこうできるような相手なのか？

「探したぞ、ヒューゴー」

　不意に呼ばれ、はっと顔を上げた。

　巨竜が身じろぎする度に一帯の気流が乱れるため、火山には常時よりも濃く砂さ塵じんが吹き荒れている。けぶる視界の奥に目を凝らすと、砂塵の向こうに複数の人影を見つけた。

　ヒューゴーはその中のひとり、痩躯の小男を見て声をあげる。

「ゴードンくん！」

　独立交易都市公務員六番街自衛騎士団の団長、ゴードン・ホーキンズだ。

　見知った顔に少しほっとしたのも束つかの間ま、ヒューゴーは続く言葉を失った。背後にいた人々もそれに気付き、次々小さな悲鳴を漏らす。

　ゴードンの片腕は肩から指先まで隈くまなく焼け爛ただれていた。皮膚と衣服の袖そでが判別できないほどに全体が黒く焦がされ、力なく垂れている。手当てをした形跡がないのは治療を施しても無駄だと判断したためか。

「そ、その火傷やけどは……」

「不覚を取った。俺おれも年だな」

　気丈に口の端を上げて答えるが、その顔は大量の脂汗で濡ぬれていた。無理をしているのが見え見えだった。むしろ意識を保っていることが不思議に思える。

　そのような状態の彼が立っていられたのは、半身を別の人間に預けていたためだ。肩を貸しているのは長身の少女騎士、ヘイゼル・キンバリー。その後ろには黒目黒髪の女騎士──元は旧群集列国出身の奴隷戦士、ヒルダ・キャヴェンディッシュが控えていた。

　彼女たちは一様に険しい表情をしており、何ど処こか疲れも窺うかがえた。当然だろう。土つち埃ぼこりにまみれた格好やゴードンの火傷を見れば、戦いがどれだけ過酷なものだったのか想像がつく。

　他ほかに団員の姿は見当たらない。ヒューゴーの記憶によればゴードンは火山南方に位置する前線を指揮していたはずだが。こちらの視線で察したのか、本人が説明してくれた。

「巨竜が現れてから敵の動きが止まった。どうやら指揮官が何処かに行ってしまったらしい。ただしこちら側もこのふたり以外は揃そろいも揃って腰を抜かしてしまってな、戦闘は一時中断だ。火急の事態でもあるので部下たちはひとまず置いてきた。……それよりそちらが事前に決めていた避難経路を選んでくれて助かったぞ。おかげで苦労せず合流できた」

「そう、ですね」

「刀鍛冶ブラツクスミスの弟子と先代は？　ヒューゴーたちと一緒にいると聞いたが」

　ヒューゴーは渋面で答える。

「それが……」

　決戦に参加しないリサと先代の聖剣は、自分たちと同じ野営地に待機していたはずだった──が、知らぬ間に姿を消してしまっていた。ふたりしてこそこそと野営地を抜け出すところを見た者がいるので、恐らく今も行動をともにしていると思うのだが。

　ヒューゴーが説明するとゴードンは「そうか」と嘆息。

「いろいろと意見を求めたかったが仕方ない。今は俺たちでやれることをやろう」

「……やれること、ですか？」

「ああ。なんだヒューゴー。まさかお前、諦あきらめたわけではあるまいな」

　図星──なのだろう。ぐうの音も出なかったのだから。

　ゴードンは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「市長のお前がそんな調子では困る」

「すみません……」

「俺おれはもう死んだも同然だ」

　唐突に言われ、ぎょっとする。彼を支えていたヘイゼルとヒルダも息を呑のんだ。

「ホーキンズ団長！」

「騒ぐな。こんな状態で長生きができるとは思わない」

　咄とつ嗟さに誰だれも否定できずにいる間に、ゴードンは続ける。

「どうせ死ぬのならば足あ掻がく。そのためにヘイゼルとヒルダに無理を言ってここまで運んでもらったんだ。人を集めろ、ヒューゴー。現在生き残っている自衛騎士団の団員と軍国兵、ひとり残らずだ。お前の後ろで放心している人々も頭数に入れる。わかっているはずだろう。避難など無意味、今さら何ど処こへ逃げようとも安全な場所など存在しない。……む、あそこにいるのは軍国の軍師殿か。軍国兵の士気を高めるのにはうってつけの人材だな」

　死にかけのそれとは思えぬ胆力。……いや、そうではない。

　風前の灯ともしびだからこそ、残された命を燃やし尽くす。その気概が彼にはあった。

「ただでは死なない。皆には俺の悪わる足あ掻がきに付き合ってもらうぞ！」





　山肌が剥むき出しになっているため目立った障害物がないとはいえ、砂利と大小の岩々が転がる地面は悪路以外の何物でもない。土つち埃ぼこりと火山灰で視界も悪い。真まっ直すぐ上に駆け上がるだけでもその振動が傷ついた身体からだに応こたえ、普段以上に体力を消耗する。

　それでもセシリーは歯を食いしばって辛抱し、必死に追いかけた。

　飛ぶような勢いで前を行く背中──先代の聖剣を。

「手前も限界が間近に迫っているとは言え、腐っても聖剣だ。あの巨竜に一泡吹かせるくらいの力は残っている。遠慮なく使え」

「はいッ！」

　セシリーは息を荒らげつつもできるだけ威勢よく返事を返す。休息を欲する肉体に活を入れるために。

　聖剣とは基本的に身体能力が優れているらしい。後方から、リサの身体を小こ脇わきに抱えたアリアが苦もない様子でついてくる。聖剣たちに前後を挟まれる形。セシリーは彼女たちから遅れないようにするので精一杯だった。

　と、不意に先代が速度を落とす。こちらと並走しながら訊たずねてきた。

「して女騎士。お前はこの窮地をどう乗り越える？」

「正面からまともにやり合ってどうにかできるとは思えません」

「同感だ。で？」

「外から攻めれば例の呼吸ブレスの格好の的。なので──」

「内なかはどうでしょうか！」

　セシリーと先代は顔を見合わせ、同時に後ろを振り返った。

　アリアの脇わきに抱えられた体勢のまま、リサが拳こぶしを作って叫んでいる。

「外が駄目なら内ッ、デス！」

　彼女の主張はセシリーが正に言おうとしていたことだった。

　人間が戦うには、なかなかどうして巨竜は大きすぎる。例えるならばシャベルや鍬くわで山を切り崩そうとするようなもの。正攻法では──“〝外”〟からではとても相手にならない。

　ならば次の選択肢は“〝内”〟。

　体・内・か・ら・ヴ・ァ・ル・バ・ニ・ル・を・叩・く・。つまりはそういうことだ。

　正面に向き直った先代がくっくと笑った。

「愛うい顔をして言うことが男前だ。“〝外が駄目なら内”〟──決して飛躍した発想とも思わないが、これ以上の冒険もあるまい。奴の腹の中など未開の地もいいところだぞ」

「でも私もリサと同じ意見です。不可能でしょうか」

「さあな、見当もつかん。さりとて他ほかに有効な手も今はさっぱり考えつかない」

「ならばやりましょう」

　あの巨竜の中に潜り込むなど考えるだけで生きた心地がしない。しかし思いついたことは全部試すくらいのつもりでなければ、この状況を覆すことはできない。

　方針が決まったところで、セシリーは再度リサのほうを見やった。

「どうする。君は」

「行けるところまで行かせてください！　もうお留守番はイヤです！」

　訊きくや否や決死の表情で訴えてくる。いつもであれば強引にでも説き伏せて避難してもらう場面だが、もはやこの大陸上に無事でいられる場所などありはしない。だったら。

「わかった。では私と一緒に誓いを立ててくれるか」

　──君とルークがそうしてきたように。

「共に、失おう」

　目を見開いたリサは、すぐに破顔して「ハイッ！」と頷うなずきを返してくれた。

　────事態が動いたのはその直後。

　セシリーが見ている前で、リサの身体からだが宙に投げ出された。ふぎゃっ！　と顔面から落下する少女を尻しり目めに、身軽になったアリアが矢のような速さでこちらの前に飛び出す。

「眠りを解ほどけ。真実を貫け。風を貴女に。────神を殺せ」

　早口に文言を詠唱。足あし許もとから立ち昇るは白と銀と緑の三色に輝く可視の風。旋風は猛烈に渦を巻いてあれよあれよという間に彼女の全身を覆い隠し、やがて内側から爆はぜた。

　風の失うせた跡に、一振りの刀けんが逆さに突き刺さる。

　鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。

　シルエットは流星を思わせる十字形。金属が植物の蔦のように複雑に曲がりくねって絡みついた、俗にスウェプトヒルトと呼称される柄つか。通常の刺突剣レイピアに比べて幅や厚みがある刀身は、片刃にして切っ先の部分のみが両刃に仕上げられている──これにより“〝突く”〟ことだけでなく“〝斬きる”〟ことにも用いることができる。

　相棒が説明を省いてまで変化を急いだわけ。考えるまでもなかった。セシリーは直刀に手を伸ばし、即座に半身の構えを取る。

　案の定──

　前方の勾こう配ばいが地中から破裂し、間欠泉のように次々と帯状の異物を吐き出した。

　現れたのはぬらぬらと湿り気を帯びた、赤褐色の触手ども。どれもこれも先端の形状が人間の四肢に酷似しており、鋭利な爪を備えた五指まで生やしている。そのような模倣生物が群を成し、進路を塞ふさいでいる光景は異様の一言に尽きた。

　ヴァルバニルの末端──“〝手足”〟。

　目を回すリサを己の肩に担ぎ上げながら、先代が鼻を鳴らす。

「聖剣の気配に反応したか。巨竜はよほど手前らを恐れていると見た」

　それはセシリーにとって、いや大陸に住まうすべての人間にとって朗報と言えた。

　──今なお聖剣はヴァルバニルに通じる。

　希望は確かにあるのだ。

「リサを頼みます！」

　先代に言い残し、ひしめき合う“〝手足”〟の群れに単身で対たい峙じした。

　異形の触手どもは五指を広げて怒ど涛とうのように襲い来る。あるモノは地を這はい滑って足あし許もとから接近し、あるモノは跳ね上がってこちらの喉のど笛ぶえに食らいつかんと飛来し、あるモノは他ほかの触手ともつれ合いながらほとんど塊と化して突撃してきた。

「っふ──」

　対するセシリーは短く呼気を吐き、矢継ぎ早に刺突を繰り出す。点をいくつも重ねてやがては面を作るように、雨が大地を叩たたくように触手群の壁を突く。突く。突く。次代の聖剣を継ぐ直刀は抜群の斬れ味で“〝手足”〟どもを次々と射抜いていった。

　餌え食じきとなった触手は地に落ちる──が、それと入れ替わるように別の触手が襲いかかってきた。“〝手足”〟どもは底なしに湧わいては続々と押し寄せる。この触手とは火山洞どう窟くつの中で何度か戦ったことがあったが、これだけの数を一度に相手にするのは初めてだった。

　──切りがない！

　思った矢先、背筋に悪寒が走る。遅れて背後で破裂音がしたのを聞き、触手に周りを囲まれたのだと理解した。“〝手足”〟どもはここぞと言わんばかりにこぞって殺到してくる。

　ならば来い。セシリーはこれを堂々と迎え撃った。

　地に沈むほどの踏み込み、地が爆はぜるほどの蹴けり出し、地を抉えぐるほどのすり足──これらの猛烈な足あし捌さばきによって急旋回と急制動を繰り返し、縦横無尽に刀を奔はしらせる。その間合いに近付いた触手は軒並み斬きり刻まれ、悲鳴の代わりに灰色の体液をまき散らした。

　さながら斬撃の竜巻。

　辺りはたちまち灰色の霧と鼻を突くような異臭に包まれた。

　が──独壇場はそこまで。

「ぐッ、うぅ……！」

　唐突に全身が重くなった。

　思い出し笑いでもしたみたいに急激に肉体の消耗が自覚され、もどかしいほどに腕や脚が動かなくなる。著しく鈍る剣筋。その隙すきに“〝手足”〟どもはいとも容易たやすく凶刃をかいくぐり、その“〝爪”〟を閃ひらめかせた。太ふと股もも、肩、頬ほお、額──咄とつ嗟さに致命傷を避けはしたものの、身体からだの彼あ方ち此こ方ちを切り裂かれ、激痛が意識を揺さぶった。

　鉄を含んだような味が口の中に充満する。唾だ液えきとともに呑のみ下した。

　──退ひくか？

　脳裏をよぎったが、いや、と奥歯を噛かむ。自分の後ろには先代とリサがいる。安易な撤退は許されない。弱音は棄てろ。セシリーは己を叱しつ咤たするように吼ほえた。猛然と“〝手”〟に斬りつけて薙なぎ払い、拳こぶしで“〝足”〟を叩たたいて退かせ、そして──聖剣の能力を発現させる。

　灰色の霧に赤が混ざった。

「────ッ!!」

　にじむ視界。セシリーはあくまで耐え忍ぶ。

　思惑通り、アリアの風は自分ごと触手たちを切り刻んだ。もっとも解放した力は全力全開のそれではなく微弱に抑えたものだったから、実際には皮膚を浅く裂かれた程度に過ぎないし、触手についても死に至らしめるにはほど遠い。

　だが風の刃やいばは“〝手足”〟どもの猛攻を食い止め、一瞬の空白を生み出してくれた。乱れた呼吸を整え、崩れた体勢を立て直すには十分な時間だ。

　セシリーはしかと大地を踏み締めて下半身を固定。己の肉体を発射台に見立て、矢のような突きを畳みかけて放つ。先ほどの刺突と一線を画したのはその精度。直刀は一撃の無駄なく“〝手”〟の“〝掌”〟を、“〝足”〟の“〝甲”〟を着実に貫いていく。

　見る間に“〝手足”〟の檻おりは崩れ、視界にゆとりができた。もはや触手ごときに不覚を取ることはない。セシリーは一いつ気き呵か成せいに攻め立てようとして──しかし眉まゆをひそめた。

　疑問が浮かんだのだ。

　──何故だ？

　ど・う・し・て・ヴ・ァ・ル・バ・ニ・ル・は・自・ら・攻・撃・し・て・こ・な・い・の・か・。

　触手など送り込まずとも、その巨体で襲いかかればこちらはひとたまりもないのだ。なのにどうしてこのような回りくどい手段を取るのかわからない。これではまるで。

　──足止めをしているかのような。

　懸念は確信めいた予感に変わり、弾はじかれたように顔を上げた。

　そして触手越しに垣間見た。遠い上空で上下に大きく開かれた口を。

　セシリーの思い違いでなければ、それは自分たちのほうを向いているように思われた。

「そん、な……」

「しくじるなよ、女騎士」

　不意に耳元で囁ささやかれたと思うと、続け様ざまに詠唱が起こる。

「眠りを解ほどけ。獣を射よ。光明をこの地に。────神を殺せ」

　セシリーが振り返ると、そこには音もなく変化を終えた“〝先代”〟の聖剣があった。片刃にして直線を描く刀身、染料すら施されていない白木の柄つか。“〝次代”〟であるアリアに比べると淡白にも感じられる装飾の直刀が逆さに突き刺さっている。

　そこからのセシリーの行動はほとんど無意識によるものだった。いつ、どの段階で利き手から鋒諸刃造りの直刀アリアを手放したのかも記憶していない。とにかく直先刀代を乱暴に掴つかみ取り、正面に向き直るや否や突き出していた。

　瞬間、世界はまた形と色と音を失って──

　すべてが白に染められる。





　そしてやはり、気が付けば事後だった。

「…………え？」

　自失の状態から目覚め、ぱちくりと目を瞬しばたたく。

　セシリーは砂すな嵐あらしの中にいた。

　視界一面に砂を含んだ風が吹き荒れている。耳みみ許もとには痛いほどの耳鳴り。自分はどうやら地べたにへたり込んでいるらしかった。身体からだを起こそうにも腕が動かない。筋肉痛にも似た痺しびれがあり、まるで人形にでもなったかのように身動きが取れなかった。

　すぐそばに大柄の女がうつ伏せに倒れているのを見つける。後ろに首を巡らせると同様に倒れ伏す少女の姿があった。ふたりともずいぶんと砂を被かぶっている。

「聖剣殿……リサ……」

　どちらも、ぴくりとも動く気配がしない。気絶しているのか、それとも。

　嫌な想像から逃げるように意識を別のことに向けた。相棒は──アリアは何ど処こだ。見当たらない。直刀の姿のまま砂に埋もれてしまったのだろうか。そういえばあれほどの数を誇っていた“〝手足”〟どもは跡形もなく消えていた。死し骸がいすらも残っていない。

　そして。

「…………」

　意図的に確認することを避けていたが、セシリーはとうとう仰ぎ見る。

　案に違たがわず、砂すな嵐あらしの向こう──遥はるか高みに巨大な頭のシルエットがあった。

　まったくの変わりなく。

「……………………あぁ」

　ため息とともに魂までもが抜けていくような虚脱感。

　負ける気がしない、なんてどの口が言った。
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　自分は今、他人の目にどのように映っているのだろうか。

　人外兵器の仲間か、はたまたヴァルバニルの化身か。少なくとも人間の枠から外れたものであることには違いない。構うものか。外見を気にするほど繊細な性た質ちでもない。人間性とやらを放棄することで本懐を遂げられるのならば、いくらでもこの身をくれてやる。

　だから、もっとだ。

　──もっと力を寄越せ。

　声なき声で渇きを叫び、ルークは凶刃を奔はしらせる。

　背負った剣山は重く、平衡感覚が狂いやすい。普段通りに立とうとすれば剣山の重量に引っ張られてひっくり返ってしまう。自然と姿勢は前傾──四よつん這ばいに近い形になる。言わずもがな、この体勢ではすり足による立ち回りは諦あきらめる他ほかない。

　故に早々に切り捨てた。己が今まで積み上げ、熟練させてきた剣術や体術のすべてを。

　二本の脚と一本の左腕を用いて半ば這うようにしてホレーショーに肉薄し、縦から横から斜めから、出で鱈たら目めな方角から力任せの斬撃を繰り出す。獣が獲物に獰どう猛もうに食らいつくように、ホレーショーが人外兵器から剥はぎ取った二本の剣を滅多矢や鱈たらに叩たたく。叩く。叩く。

　反響する剣けん戟げきの音は、刃物同士のそれというよりも鈍器同士のそれに近い。

　とにかく鈍く、重い。

　もはや斬撃ではなく強打。決して迅はやくはないが、恐ろしく重い一撃の連続。その威力を物語るように、受ける度にホレーショーの剣が強したたかに叩き弾はじかれる。彼の腕力をして打・撃・の勢いを殺しきることができないのだ。

　ルークは予断を許さない。なおも棍こん棒ぼうさながらに刀を振るい、相手に守勢を強しいる。

「貴様──」

　さしものホレーショーの顔にも焦りと困惑が透けて見えた。

「その力、ヴァルバニルの！」

　やはり気付いたらしい。この力の正体に。

『その剣山が貴様の足手まといになりはしないだろうな』

　戦闘の直前にそう指摘されていたが、実のところルークには公算があった。

　件くだんの“〝ヴァルバニルの肉”〟には剣山を生み出す以外に、もうひとつ別の副作用がある。

　以前に火山洞どう窟くつでも経験済みである“〝身体能力の進化”〟。

　このときルークの心臓は活発に脈拍を打ち、加速する鼓動がポンプのように身体からだの隅々にまで新たな生命力を運んでくれていた。それが浸透するに従って精神は際限なく昂こう揚ようし、全身に並々ならぬ力が漲みなぎっていく。まるで何かの薬物でも投与されたかのような症状。

　これは体内に残留していた“〝ヴァルバニルの肉”〟がヴァルバニル本体の気配に影響を受け、活性化を始めたのだ。この副作用により、平時ではあり得ないような身体能力を発揮することができる。今やルークは蓄積していた消耗をすっかり忘れ、笑い出したくなるほどの全能感に満ち満ちていた。

　つまり間接的にせよ、ルークはヴァルバニルの力を借りて戦っているのだ。

　交差する刃やいば越しに、ホレーショーが険しい表情で警告してきた。

「代償は安くない」

　──知ったことか。

　こうでもしないと今の自分はこの男に勝てない。

















　先を急ぐ局面ならば殊こと更さらにだ。ホレーショー・ディズレーリは正真正銘の強敵であり、犠牲や代償を払わずして倒せる男ではない。そう認めた上での捨て身。

　もっとも、罪悪感がないわけではなかった。打ち合いつつ詫わびる。

「悪いな。お前が望むような戦いでなくて」

　刃やいば同士の摩擦と衝突で火花散る中、とんでもない、とホレーショーは唇の端を上げた。

「これこそが俺おれの望んだ“〝全力”〟だ」

「そうか」

「ああ。貴様は疑う余地なく“〝全力”〟で命を削っている」

　目を細める。眩まぶしいものでも見るように。

「俺も貴様のように──」

　言葉の続きはなかった。ホレーショーが出し抜けにこちらの刀を弾はじき返したのだ。彼はその反動によって大きく後退し、互いの間合いを切ろうとする。

　しかしルークの左ひだり眼がん窩かに巣食う悪魔──『魔眼』がそれを捨て置かない。ルークは『魔眼』の優れた視覚を通し、わずかな予備動作からホレーショーが次に取る行動を把・握・。跳とび退のく彼にぴったりと張りついて追尾する。

　目を剥むくホレーショーの脇わき腹ばらに、体重を載せた斬撃を叩たたき込んだ。

　黒くろ鎧よろいの脇部が砕け散り、戦士の屈強な巨体が玩具おもちやのように吹き飛ぶ。ホレーショーは砂利の地面を猛烈に転がり、だがその勢いを利用するように跳ね起きた。

　ルークは正しくその瞬間を狙ねらい澄まし、すでに彼ひ我がの距離を詰めており──

　戦士の剥き出しの額に刀の切っ先を閃ひらめかせる。



　────世界が再び白に染められたのはそのときだった。



　ルークが真っ先に連想したのは巨竜が先刻行った、大地を削り取るほどの破壊。

　だから白光の中で確信した。何もかもが終わる、と。

　だから白光が過ぎた後、棒立ちしている自分にしばらく気付かなかった。

「…………ぁ」

　無事だとわかった途端に脱力し、膝ひざを突く。遅れて今まで忘れていた疲労がどっと押し寄せ、背中に剣山が重く圧のしかかってきた。視界が歪ゆがむほどの眩暈めまい。それが“〝ヴァルバニルの肉”〟による異状化の反動なのか『魔眼』の酷使によるものなのか、判別がつかない。

　眩暈が落ち着くのを待ってから周囲の様子を窺うかがった。

　一帯は砂すな嵐あらしに包まれていたが、四辺がまったくわからなくなるほどではなかった。すぐそこには相も変わらず平伏を続ける人外兵器どもの群れがあり、溶岩の川を挟んだ対岸には未いまだ悄しよう然ぜんと立ち尽くす自衛騎士団の団員や軍国兵たちの姿がある。こちらが戦っている間に行ってしまったのか、後者の中にレジナルドとドリスはいなかった。

　これ以上は砂すな嵐あらしに阻はばまれて確認することができない。火山の頂上付近はおろか、比較的近場に位置する灰はい被かぶりの森ですら砂さ塵じんの幕に閉ざされていた。

「……あいつは逃げたか」

　刃の潰つぶれた剣が二本、地面に打ち棄てられているのを見つけて呟つぶやく。ホレーショーの姿が消えていることにはすでに気付いていた。どうやら白光に乗じて遁とん走そうしたらしい。

『俺おれも貴様のように──』

　あのとき彼が何を言おうとしたのか気にならないわけではなかった。しかし余計なことにかかずらっている余裕はない。自分には行かなければならないところがあるのだから。

　──今の異変はヴァルバニルの仕業か。

　十中八九そうだろう。ただし先ほどの破壊とは少し違うように感じた。そのことについて思い当たる節がひとつある。

　ルークは剣山の慣れない重さによろけながらも立ち上がり、まず彼の許もとに向かった。

「いつまで休んでるつもりだ。起きろユーイン」

「…………ハイ」

　こちらの呼びかけに、ひとりうつ伏せに倒れていた青年がのっそりと頭を上げる。

　優やさ男おとこ然とした風ふう貌ぼうにひびの入った眼鏡──ユーインだ。

　彼もまたルークと同じようにかつて“〝ヴァルバニルの肉”〟を食らった経験があり、その背中に無数の刃やいばを生やしていた。ルークはそれを改めてまじまじと観察し、渋面になる。こんな奇っ怪なものが自分の背中にも生えているのかと思うと頭が痛くなってくる。

「すみません、結構前に意識は取り戻していたのですが……どうにも身体からだが重くて」

　ユーインは青白い顔で謝る。見るからに憔しよう悴すいした様子だった。

　が、甘やかすつもりは毛頭ない。ルークは腰に差していた鞘さやを彼の前に放ほうり投げた。

「じきに慣れる。早く立て」

「……ルークさんって僕には特に厳しい気がします」

　鞘を杖つえにして立ち上がり、深々と嘆息する。

「それにしても、こうして正気を保っていられるのが不思議です。ルークさんが前に言ってましたよね。“〝ヴァルバニルの肉”〟が活性化すると素体は理性を失うって」

　ああ、と頷うなずく。火山洞どう窟くつで遭難したとき、フランシスカがそのようなことを述べていた。

「活性化するのはこれで二回目だ。耐性ができたんじゃないか？」

「本当ですか。僕たち、いよいよ人間離れしてきましたね」

「俺はそれに加えて頭の中に悪魔の目を飼ってる」

「笑えません、それ」

「笑い飛ばせよ。……無理なら置いていく」

「冗談を」

　ユーインは鞘さやの先で地面を小突いた。子どもが意地を張るように。

「這はってでもついていきますよ、相棒」

「誰だれが相棒だ」

　──そう言うと思ったから、わざわざ起こしてやったんだ。

　ルークは小さく笑う。伊だ達てにこの男も火山洞どう窟くつでの遭難を乗り越えていない。

「行き先に当てはあるんですか？」

「ある。さっきの白光──あれはヴァルバニルのものかと思ったが、それだけじゃない」

「それだけ、とは？」

「先代の聖剣だ」

　あ、とユーインは声をあげた。

「“〝光の壁”〟！」

　それは以前、先代が垣間見せた聖剣の力の片へん鱗りん。その刃やいばのひと突きによって、灰はい被かぶりの森を東西に貫く一条の堀を穿うがってみせた──“〝光の壁”〟。

「さっきの白光はそれに似ていた。つまり」

　とルークは頭上を振り仰ぐ。砂すな嵐あらしに隠された火山の頂上付近を。

「先代の聖剣があそこで戦っているかもしれない」

「そしてそこにはセシリーさんやアリアさんがいるかもしれない！」

　それ以上の会話は必要なかった。

　ふたりは踵きびすを返し、火山の勾こう配ばいを上り始める──



　　　　　７



　負ける気がしない、なんてどの口が──

「危うく命を落とすところだったぞ！」

　セシリーこそ危うく口から心臓が飛び出すところだった。

　死んだように横たわっていた先代が出し抜けに飛び起きたのだから、当然だ。

「ご……ご無事だったんですね」

　身体からだに積もっていた砂を払っていた先代が、む、と振り返る。

「無事ではないぞ」

「え？」

　先代は右腕を虚こ空くうに突き出し、法衣の袖そでをぞんざいにまくった。

　さらされた腕を見て、セシリーは言葉を失う。彼女の腕には掌から腕の内側にかけて大きな亀き裂れつが走り、加えてその傷口は鉄が錆さびたように赤茶けた色を帯び、腐敗していた。

　まるで陶器や人形が破損したかのように。

「ヴァルバニルの呼吸をいなすために少々無理をした。しかしせっかく奴が昔よりも衰えているというのに、この体ていたらく。手前もいよいよ最期が近い。……おい、女騎士」

　こちらを見た先代が、困ったように小さく笑う。

「そんな顔をするな」

「……」

「現代に目覚めた時点ですでに手前の刃やいばは朽ち果てる寸前だった。にもかかわらずこうして形を保っていられるのは、ある意味お前たちのおかげでもあるのだぞ」

「私たちの……？」

　彼女は強く頷うなずいた。

「お前たちと共にヴァルバニルと戦い、朽ちる。手前は手前の果て方をそのように選んだ。この選択が──限界まで聖剣としての役目を果たそうとする確固たる意志が、朽ちかけていた刃をぎりぎり保ってくれている。それは何よりお前たちが諦あきらめないでいるからに他ほかならない。……だから手前が感謝することこそあれ、お前が気に病む必要は──」

「たとえそうだとしても、私は悲しい」

　セシリーは言わずにおれなかった。情けないことに自分の膝ひざはヴァルバニルの脅威に恐れを成して震えていたのだが──それがどうしたと言うのか。腹の奥底から込み上げてくる衝動に矢も盾もたまらず、半ば強引に立ち上がって先代に詰め寄った。

「とても悲しくて、寂しいですッ」

　それ以外の言葉が見つからない。でも偽らざる気持ちであることには変わりなかった。

　先代はそんなこちらをじっと見つめ、では、と口を開く。

「なおさら手前の決意を一寸たりとも無駄にしてくれるな。お前はこの先何度も生命の危機にさらされ、そしてその都度精神に揺さぶりをかけられるだろう。結構だ。いくらでも挫くじけるがいい。だが挫けた分だけ取り戻せ。最終的にはその二本の足で立っていろ」

「はいッ！」

「よろしい。それと今の言葉はなかなか沁しみたぞ。手前にも言わせてくれ」

　何ど処こか幼さの窺うかがえる、無邪気な笑顔を浮かべて。

「手前もお前たちと別れるのは悲しく、寂しい。だからこそ一層、死力を尽くしたいと思える」

　そこのふたりもそうだろう、とこちらの肩越しに語りかける。

「肯定する。相違ない」

「本番はまだまだこれからですよ、セシリーさん」

　振り返った先にはアリアとリサが立っていた。見たところ大きな怪け我がはしていなかったが、ふたりとも頭から砂を被かぶり、衣服から覗のぞく素肌は擦り傷だらけだった。

　でも彼女たちの目はひたむきに前だけを向いている。いささかの怯ひるみもない。

　──だったら私もそうあるべきだ。

　セシリーはアリアたちに頷うなずきを返す。いつの間にか身体からだの震えは止まっていた。止まってくれなくては困る。だって今すぐにでも走り出したい気分なのだから。

「……む？　女騎士。人が来るぞ」

　先代が勾こう配ばいの下に目を凝らして言う。

　驚いて彼女が促した方角を窺うかがうと、なるほど確かに砂すな嵐あらしの中に複数の人影を見つけた。

　人影のほうから何やら会話が聞こえてくる。

「どうしてもっと早く私のところに来なかったの。おかげで出遅れたわ」

「すまん。心の整理をつけるのに少々時間が要いった」

「他ほかの団員も連れてこなかったし。団長なんだからびしっと言ってやりなさいよ」

「強制はできなかった。わかってくれ」

「違うぜ大将。あんたの嫁さんは照れ隠しをしているだけさ。本当は来てくれて抱きつきたいくらい嬉うれしいんだけど、俺おれがいるせいで素直になれないんだ。なんだか悪いな」

「ド、ドリスさんっ、勝手なことを言わないで！　それにまだ嫁ではありません！」

「そうだったのか。パティ、悪いがこの戦いが終わるまでは辛抱してくれ」

「あなたもあなたで生き真面目まじめなのよ！」

　実を言えば、セシリーはあまり期待していなかった。

　あの巨竜を前にして──ましてや呼吸ブレスひとつで灰はい被かぶりの森を削り取るほどの破壊力を目まの当あたりにし、なお立ち向かおうとする者が自分たちの他にいるとは思えなかった。決して同僚や軍国兵たちを下目に見ているわけではない。それほどまでにヴァルバニルの存在は強大かつ圧倒的なのだ。

　でもどうやら自分は間違っていたらしい。

「お、いたなセシリー！　ちゃんと生きてるか!?」

「やはり先ほどの閃せん光こうは先代だったか。よし、アリアもいるな」

「あらら大変、ひどい怪け我がじゃない！　また無茶をしたのね──今すぐ治療するわ！」

　たちまちドリス、レジナルド、パティの三人に囲まれてしまった。

　彼らの隙すき間まからリサが頭を覗のぞかせ、悪戯いたずらっぽく笑う。

「きっとルークもそのうち駆けつけてきますよ」

　ああ、とレジナルドが賛同した。

「足止めを食らってはいたが、あの男ならば必ずや突破してくるだろう。安心していい」

　──幸福がいっぺんに押し寄せてくる。

　パティが唱えてくれる祈き祷とう契けい約やくの光は淡く、なのにひどく温かく、それが余計に涙るい腺せんを刺激する。セシリーは涙をこらえるためにぐっと唇を引き結ばなければいけなかった。

「さて、これからの話だが」

　おもむろに投げかけられた言葉に、セシリーたちは一斉にそちらを顧みる。

　先代が丸太のような腕をがっしりと組みつつ、一同の顔を見渡していた。

「何か手はあるのか？　先代さん」

「ある。だからそのために、手前はお前たちに命じよう」

　ドリスの問いに鷹おう揚ようと頷うなずき、続けた。

「総力を注ぎ、女騎士をヴァルバニルの許もとまで導け」





　彼は思考していた。

　違和感そのものは事の始まりからあった。せっかく長き退屈から解放されたにもかかわらず、どうも望み通りに身体からだが動かせない。関節は錆さびついたように鈍く軋きしみ、四肢は根を張ってしまったように火山の山肌に重く沈む。頭をもたげるのが煩わしく感じられ、二度ほど放ってやった呼吸ブレスも記憶ほどには物を壊せなかったように思う。

　額の“〝刀傷”〟も──妙にうずいて仕方がない。

　何かがおかしい。彼はやがてその原因らしきものに思い至った。

　これは腹が空すいているせいだ。

　考えてみれば数百年にも及ぶ時間を封印されていたのだ。その間ずっと身動きが取れなかった彼は何も口にしていない。ただただ呪のろいの言葉を霊体に載せて垂れ流し、稀まれに火山洞どう窟くつの中に迷い込む人間がいれば戯れに“〝末端”〟で遊んでやる──それだけの日々。空腹のあまり気だるさが先立ち、少しばかり動きが鈍くなるのにも合点が行く。食欲はさほどあるわけでもなかったが、それも何も食べていない時間が長すぎたからに違いない。

　とにもかくにも、満腹になろう。

　数は百もあれば事足りるだろうか。

　彼の思考に“〝末端”〟が反応──体表の鱗うろこを内側から押し退け、触手が頭を覗のぞかせる。それは脚、胴、首などといった彼の肉体のあらゆる箇所より一斉に飛び出した。

　人の手足の形をした“〝末端”〟はその疑似五指を用い、滑落するような勢いで火山の勾こう配ばいを駆け下りる。母体から何ど処こまでも伸長し広がっていく様は、蜘く蛛もが自分の縄張りに張り巡らせる糸にも似ていた。

　触手は行き逢あったモノを無差別に襲う。人間であろうが人外であろうが──鎧よろいを着ていようが背に刃やいばを生やしていようが構うことなく、それこそ蜘蛛の糸の如ごとく身体に絡みついて拘束する。人間はもちろん例外なく抵抗したが、人外はむしろ望んでその身を“〝末端”〟に捧ささげる傾向があった。後者は自分たちの王にも相当する獣の供物になるのだから、何ら不思議なことではない。

　餌えさを捕縛した触手は収縮を開始──尋常ならざる牽けん引いん力で人間と人外を引きずり上げ、あっという間に頂上付近にいる宿主の許もとまで運んだ。幸・い・に・も・、この牽引の途中で頭を地面に衝突させて即死した者も少なくない。

　彼はすぐ鼻先まで持ち上げられた餌を、生きたまま、触手ごと食い千ち切ぎる。

　人間の絶叫が喉のどの奥に落ちていくのがわかった。

　そして──まるで物足りないことがわかった。

　数百年分の飢餓がこの程度で埋まるわけがない。人間を一匹残らず喰くらい尽くさねば、大陸を平らに均ならしてやらなければ埋められようはずがない。

　手始めにこの火山一帯を掃除してやろう。

　そも、ここには肌触りのよくない気配が多い。人間にも人外にも該当しない、さりとて悪魔とも言いがたいモノが火山の彼あ方ち此こ方ちに散らばり、その気配でもって「お前を殺してやる」と執しつ拗ように訴えかけてくるのだ。放置するには目障りに過ぎる。

　何より彼を不愉快にさせているのは天敵の存在。

　数百年という長き年月の間、彼を暗い洞どう窟くつに閉じ込めた元凶の剣。そいつは小こ癪しやくにも彼の呼吸ブレスを回避し、今なおこちらに接近しつつあった。同じ数百年を共に過ごしてきたがため、わかる。憎き彼奴きやつの臭いが。

　ああ、忌々しや。忌々しや。忌々しや。

　どうしてここまで憎たらしい。どうしてここまで疎ましい。

　どうして──死んでくれない？

　何もかもが鼻についてならない。だから一切合財滅ぼす。彼は再度“〝末端”〟を放った。嫌悪感の大きさを表すように、先刻のそれとは比較にならない量をまき散らす。触手が射出された際に体表の鱗うろこがぽろぽろと剥はがれ落ち、砂すな嵐あらしに乗って広がった。それは赤い空を背にし、花弁の如ごとくゆらゆらと揺れながら火山に降る。不吉なほど美しく幻想的な光景。

　ほどなくして、餌を捕まえた触手たちが彼の許に戻ってきた。

　放・し・た・分・の・半・分・に・も・満・た・な・い・数・で・。





　ブレア火山東部に位置する拠点。

　両軍の衝突は、独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長ハンニバル・クエイサーと旧帝国騎士団総団長オーガスタス・アーサーによる、指揮官同士の一騎打ちから始まった。

　苛か烈れつを極め、拮きつ抗こうした一騎打ちは、しかし旧群集列国代表のランスロット・ダグラスやシーグフリードの横よこ槍やりによって幕引き。不覚を取ったハンニバルは戦闘不能に陥り、都市側はその動揺に付け入れられるようにして白兵戦に持ち込まれた。

　魔剣『エヴァドニ』が放った黒炎に全身を焼かれたハンニバル、その彼を救護しつつの交戦である。自衛騎士団と軍国兵はたちどころに旧帝国騎士団に包囲され、一方的な防戦を強しいられた。都市側の精神的支柱だった“〝大陸最強”〟は一向に立ち上がる気配がなく、敗色は濃厚。もはやここまでかと誰だれもが諦あきらめかけたとき──件くだんの巨竜が姿を見せたのだ。

　以後、例に漏れず人々は戦いの手を止めてしまった。都市側の人間たちは封印を死守できなかったという事実に悄しよう然ぜんと立ちすくみ、旧帝国騎士団の貴族騎士たちは己らが今まで解き放とうとしていた存在のあまりの邪悪さに凍りついた。

　此こ度たびの決戦は終わったも同然だった。だって自分たちの生殺与奪の権は疑うまでもなくあの巨竜に握られてしまった。これ以上人間同士で争うことに何の意味があろう。

　皆が皆、無力だった。

　死言を知らせる咆ほう哮こうに耳を塞ふさぎ、二度の白光を目まの当あたりにして腰を抜かし──そして前触れもなく出現した触手が一瞬にして貴族騎士のひとりをさらい、砂すな嵐あらしの奥に引きずり込んだのを見て、今まで積もりに積もったものが爆発したように恐慌状態に追いやられた。

　ヴァルバニルの“〝末端”〟たる触手は息をつく間もなく次々現れる。

　人々は各々の武器で応戦するが、ひとり、またひとりと人数が減っていく。

　それは帝政列集国の人間であろうと同じだった。

「なんっ、なんで俺おれたちが襲われるんだよ!?」

「オーガスタス様っ、話が違──」

　そのオーガスタスはこの場にいない。シーグフリードの後を追い、すでに姿を消していた。彼が引き連れていったのも人間歩兵が数体のみ。単純に人間歩兵は通常の人間よりも腕力が優れており、大量の魔剣を積載した荷車の曳ひき役として必要だったのだ。

　ランスロットも灰はい被かぶりの森に引っ込んだきりだった。もっとも彼はハンニバルが投とう擲てきした大おお太た刀ちによって太ふと股ももを貫かれていたから、今ごろは野垂れ死にしている可能性もあるが。

　束ねる者がいない集団はどうしようもなく脆もろい。狩られていく仲間を助けようという考えも吹き飛び、貴族騎士たちは必死に逃げ惑った。

　彼らに比べれば、都市側の人々が取った行動はまだ理性的だと言えた。

「護まもれ！」

　ひとりの団員が発した言葉が、一同に指針を示したのだ。

「せめて、団長だけでもッ!!」

　今の自分たちにできること。

　ハンニバルは未いまだ伏したまま動かない。彼の全身を焼いていた黒炎は白兵戦の時点で消火できていたが、残った火傷やけどは悲惨極まりないものだった。斬きられた背中の傷も深い。祈き祷とう契けい約やくで治療こそ続けていたものの、それも気休めに過ぎなかった。現に彼は息を吹き返しておらず、どう贔ひい屓き目めに見ても死んでいるとしか思えない。

　しかし人々は捨て置けなかった。もはや生きていようがいまいが関係ない。

　だって“〝大陸最強”〟の最期がこんなものであっていいはずがない。

　自衛騎士団の団員たちは倒れ伏すハンニバルの周囲に人の壁を作る。遅れて軍国兵たちもその壁に加わった。それは単純に「誰だれかを護まもる」という行為にすがりたかっただけなのかもしれない。けれど今の彼らにできることといえばこれくらいしかなかった。

　何度剣で追い払おうとも触手は群れを成して押し寄せ、機械的に団員や軍国兵の壁を剥はぐ。その長い管で人間の胴体にぐるぐると巻きつき、あるいはその疑似五指で人間の頭を鷲わし掴づかみにし、捕らえた獲物を砂すな嵐あらしにけぶる火山の上へと連れ去っていった。

　団員も軍国兵も皆、号泣していた。

　死にたくない、助けてくれと泣き喚わめき、剣を振るいながら愛する人の名前を叫ぶ。冷静でいられる者などひとりとしておらず、まともに触手と渡り合える者もいなかった。

　だが──壁になることだけはやめない。

　誰も尻尾しつぽを巻いて逃げようとはしない。ハンニバル・クエイサーの伏すそこが最後の砦とりでであるかのように、彼らは震える足で壁となって護り続ける。

「どうせ死ぬんだ！　やれるところまでやってやるッ」

　団員のひとりが涙交じりに息巻いたとき、その足あし許もとから触手が湧わいた。悲鳴をあげる間もない。疑似五指に足首を掴まれた彼は凄すさまじい力で引きずり倒され、逆さに吊つり上げられる──たちまち他ほかの者の手が届かない頭上高くまで達した。

「……もう駄目だ」

　逆さ吊りにされた同僚を為なす術すべもなく見上げ、別の団員が呟つぶやく。

「みんな、死ぬ……」

　打ちひしがれたように腰から砕けた。彼の呟きは阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦の中に埋もれ、この間にも団員を吊り上げた触手は無情に遠ざかり──そして“〝大陸最強”〟は目覚めない。

「言ったはずだぞ」

　否。

「ひとりも死ぬことは許さん、と」

　人々が顧みるより早く、何かが猛烈な速度で投とう擲てきされた。

　一振りの剣である。無造作に投じられたそれは団員を連れ去ろうとしていた触手の管を貫通。異形の生物は絶叫するように体液をまき散らし、団員の身体からだを解放した。

　一同は自分たちが作る壁の内側を振り返る。

　言わずもがな、そこには禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふが立っていた。

　頬ほおには一見して古傷とわかる、首筋に至るほどの十字傷。制服の布地部分はそのほとんどが炭化し、露出した肌の大部分が赤黒く焼け爛ただれている。手甲や胸当て、ブーツといった鉄部は黒炎の熱で形が崩れ、もしかすればその裏側も溶けて皮膚と癒着してしまっていたかもしれない。どうして立っていられるか不思議でならない、明らかな重体。

　にもかかわらず彼はその足で確かに立つ。

　誰だれもが我が目を疑った。しかし同時に得心した。

　だからこそこの男は“〝大陸最強”〟なのだと。

「通るぞ」

　低い声。団員と軍国兵が慌てて左右に分かれて道を譲る。

　瞬間、偉い丈じよう夫ふは発射。

　爆発的な蹴けり出しで団員たちを置き去りにし、戦場を疾駆する。一直線に向かったのは旧帝国騎士団の許もと──貴族騎士たちに襲いかからんとしていた“〝末端”〟どもに突貫した。

　大気を穿うがつような殴打で触手の“〝手足”〟の“〝甲”〟を砕く。鷲わし掴づかみにした触手の管を己の膝ひざに叩たたきつけてへし折る。足あし許もとから這はい寄ってきた触手を踵かかとで踏み潰つぶす。顔面に飛び込んできた“〝五指”〟を首を捻ひねって容易たやすくかわし、その管にかじりついて噛かみ千ち切ぎる──

　彼の全身はあっという間に触手どもの体液で濡ぬれていった。

　貴族騎士たちは半ば呆あつ気けに取られながら、傍かたわらでその殺さつ戮りくを見つめている。偉丈夫の背中には息を呑のむような創そう傷しようがあった。鎧よろいの背甲すらも斬きり開き、左肩から右みぎ脇わきにかけて斜めに大きく刻まれた一文字。傷口はその真新しさを物語るように赤くにじんでいる。

　生きたいか、と不意にその背中が問いかけてきた。

「生きて故郷の土を踏みたいか」

















　放心していた貴族騎士たちは、生きたい、帰りたい、と口々に応こたえる。

「し、死にたくない」

「だったら力を貸せ」

　この場にいる誰だれよりも満まん身しん創そう痍いであるはずなのに──

　肩越しに振り返った彼、ハンニバル・クエイサーの顔は実に獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。

「ワシらであの怪物をぶっ飛ばすぞ」





　ヴァルバニルが野に放った“〝末端”〟は無差別に生命を襲う。

　それは相手が悪魔であっても同じだった。

「ふっ──」

　短く呼気を吐き、フランシスカは戦斧ポール・アツクスを豪快に振り回した。先端に斧を取りつけた長物は群がる触手をまとめて薙なぎ払い、一振りにして掃除を完了する。

　刃やいばに付着した体液を振り落としたところで、背後からぱちぱちと拍手の音がした。

「さすが我らがフランシスカ」

「魔剣にして戦士。なんと頼りがいがあることでしょう」

　くすくすくつくつと含み笑うような二種の声。

　戦斧を担いだフランシスカは声のしたほうを見やる。

「イライザ・イヴァ。いつからそこにいた？」

「たった今から、よ」

「着いたばかりです」

　砂すな嵐あらしの向こうから現れたのは、左右非対称の容姿をした女。

　ひとつの肉体にふたつの人格を宿す、魔剣『イライザ・イヴァ』だ。

「よく私のいる場所がわかったな」

「まさか。偶然よ」

「まったく私たちは運がいい」

「……大した僥ぎよう倖こうだ」

　イライザ・イヴァは人格に応じて口調と表情が変わる。ひとつの唇で二種の声音を操り、目まぐるしく表情を入れ替える様は傍はたから見ていて不気味極まりない。

　フランシスカは“〝彼女ら”〟が単身であることに気付き、片かた眉まゆを上げた。

「お前たちには人間歩兵を預けていたはずだが」

　そんなもの、とイライザ・イヴァは肩をすくめる。

「置いてきたに決まってるじゃない」

「役立たずにもほどがありましたし」

「そう言うフランシスカもひとりだけど」

「あら本当ですね」

　まあな、と嘆息交じりに認めた。

「人間歩兵と同様、人外兵器も用済みだ。今いま頃ごろはきっと“〝魔王”〟の餌えさにでもなっているところだろう。後は──ノアとヴェロニカには先にシーグフリード様の許もとに向かわせている。ホレーショーは本人の希望で置いてきた」

「本人の希望？　どういうことさ」

「知らん」

　フランシスカは仏頂面で呟つぶやく。結局あの男のことは最後までよくわからなかった。

「どのみち“〝魔王”〟が復活した段階であいつの役目は終わったんだ。好きにすればいい」

「まあ、つれませんね。概おおむね同意ですが」

　会話の切れ目。

　何とはなしに、フランシスカとイライザ・イヴァは揃そろって巨竜を見上げる。

「……ぞくぞくするね」

「……たまりません」

“〝彼女ら”〟が自らの肩を抱いて囁ささやく。フランシスカはあえて何も言わなかった。

　──見み栄えっ張ぱりな魔剣だ。

　目下、自分たちの胸のうちを支配している感情は『ぞくぞく』などという言葉で言い表せるほど気楽な代物ではない。もっと禍まが々まがしくて暴力的な、魔剣という存在の根源たる感情がこのときを待っていたと言わんばかりに膨れ上がっている。

　神への憎悪から来る強烈な殺意。

　ふとするとどす黒い破壊衝動に囚とらわれ、我を失いそうになる。このような状態で剣の姿に変化しようものなら、どんな暴走を引き起こしてしまうかわからない。それは同じ魔剣であるイライザ・イヴァも例外ではないはずだ。

　だからフランシスカはできるだけ巨竜のことを意識しないようにしていた。自分たちには最後に重大な役割が残っている。今はとにもかくにも主あるじの許に急がなければならない。

「無駄話が過ぎた。行くぞ」

「了解了解」

「シーグフリード様のいる場所は把握しているのですか？」

「いや、正確な位置はわからない。ただ少なくとも“〝魔王”〟の近くにいらっしゃることは間違いないだろう。シーグフリード様とエヴァドニは都市の東部から侵入していたから、ひとまず頂上の東寄りに向かえば恐らく──」

　そこまで述べたところで、フランシスカは言葉を切った。

　とある方角を注視し、小さく息を吐く。

「どうやら迎えが来たらしい」

　イライザ・イヴァは首を傾かしげ、フランシスカに倣ってそちらに目を向ける。

「……ああ、なるほど」

「これも大した僥ぎよう倖こうというやつですかね」

　見ている間に、それはフランシスカたちの前までたどり着いた。

　黒くろ獅じ子し──外観が人外兵器を模倣した魔剣『ヴェロニカ』である。中にはヴェロニカの使い手にして彼女に取り込まれた青年戦士、ノア・カートライトが入っているはずだ。

　黒獅子は四肢で立ち、無言でこちらの反応を待っている。詳しい説明がなくても何のためにフランシスカたちの前に現れたのかは明白だった。ヴェロニカはエヴァドニと同様に他ほかの魔剣の気配を感知することができる。道案内役としては適任だ。

「いよいよね」

「いよいよですね」

「ああ。私たちの最後の務めを果たそう」

　フランシスカは頷うなずき、今一度確認するように述べた。

「シーグフリード様に献上する。あの憎き“〝魔王”〟をな」
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　異論を唱える者はいなかった。

『総力を注ぎ、女騎士をヴァルバニルの許もとまで導け』

　セシリー・キャンベルを巨竜の居場所まで届ける。それ以外に選択の余地が自分たちに残されていないことを誰だれもがわかっていた。何故ならセシリーは“〝彼女”〟の相棒だから。

　そう。彼らが送り届けなければいけない人物はセシリーだけでなく──





　ヴァルバニル攻略の陣形は自然と決まった。

　先代、レジナルド、ドリスが前衛を務め、その後ろからリサ、パティ、セシリー、アリアが続く。前衛の三人は触手の盾となり、リサは足を引きずるセシリーを横から支え、パティは祈き祷とう契けい約やくを用いてセシリーの怪け我がの治療に専念している。

　その一同の様子を、アリアはしんがりから観察していた。

「ッ、ドリス、大丈夫かッ？」

「大将は嫁の心配してろ！」

　前方ではレジナルドとドリスが互いに声をかけ合いつつ、連携して戦っている。気性の荒あらいドリスが大剣で力任せに突っ込み、彼女の取りこぼした触手をレジナルドが一体ずつ確実に処理するという形。決して効率的な方法とは言えなかったが、ふたりの組み合わせがバランスの取れたものであることも本当だった。

「足を止めるな！　走り続けろ！」

　対する先代は完全に常軌を逸している。

　得え物ものを持たない彼女は徒手空拳にて触手どもを駆逐する。鋼鉄の肉体から繰り出すのは破は城じよう槌づちの如ごとき拳けん打だ。その拳こぶしひとつで視界に入る“〝手足”〟を片っ端から打ち砕いていく。

　右腕を損傷していたため、攻撃手段は左腕のみ。しかし先代の動きはその不利をいささかも感じさせない。大柄の体格に反して軽快な足あし捌さばきで、舞い踊るように打撃と回避を繰り返す。

　前衛の働きもあって、一同は最初のうちこそ着実に前へ進んだ。しかし触手どもは物量をもって絶え間なく押し寄せてくる。そのすべてを受け流すことなど到底不可能だし、戦闘が相次げば相次ぐほど剣の刃はこぼれ、疲労は当たり前に降り積もる。

　積み木がちょっとした揺れで倒壊するように──攻勢は一転した。

　ドリスが大剣を弾はじき返された反動で足を滑らせたのを契機に、触手の束が彼女に殺到する。レジナルドは寸前で両者の間に割り込み、“〝手足”〟の奔ほん流りゆうを一身に引き受けた。

「ぐッ、あぁあああっ」

　一振りの剣では盾にもならない。だからレジナルドは触手側に無防備な背面をさらし、されるがままにその背を強打または滅多切りにされた。

　流血とパティの悲鳴。

　横から突進してきた先代がほとんど殴るようにして彼を突き飛ばす。触手の群れは代わりの生いけ贄にえと言わんばかりに先代の全身を徒いたずらに引き裂くが、彼女は一歩たりとも退ひかずに反撃を開始──左右両方の拳打を用い、並みいる“〝手足”〟どもを各個撃破していった。

　無論、右腕の損傷は進行する。

　広がる亀き裂れつ。右の拳が“〝手足”〟を叩たたき砕く度、細かな破片がいくつもこぼれた。

「女騎士は大人しくしておれ！　お前には大役が控えている！」

　先んじるように言われ、身を乗り出しかけていたセシリーが動きを止める。

「これは好機だ！」

　額を打たれようとも脇わき腹ばらを斬きり裂かれようとも先代は怯ひるまない。

「巨竜は捕食行為を始めている！　寿命の衰えを肉で満たそうとしているのか、はたまた寿命の衰えを空腹のそれと取り違えているか──どちらなのかはわからないが、好機であることは確かだ！　一息で餌えさを消滅させてしまうほど彼奴きやつも耄もう碌ろくしていないからな！」

　触手の猛攻の中、彼女は言葉を連ねる。子どもに我慢強く言い聞かせるように。

「今しかない。だから辛抱しろ女騎士──」

　先代の叫びに応じ、リサがセシリーを行かせまいとその腰にぎゅっと抱きつく。

「手前らが必ず巨竜の許もとに届ける──」

　パティは祈き祷とう契けい約やくによる治療を中断し、横たわるレジナルドを今にも泣き出しそうな顔で見ていた。しかし彼がドリスに助け起こされ、触手の群れへと果敢に挑んでいくのを目まの当あたりにすると、表情を引き締めてセシリーの治療を再開した。

「お前は待っていろ。たどり着くまで」

　セシリーは血がにじむほど唇を噛かみ締め、拳こぶしを震わせながら、目の前で行われている死闘をただただ凝視していた。本人でなくても彼女の葛かつ藤とうが目に浮かぶようだ。

　そしてその後ろで──

　アリアもまた棒立ちするしかなかった。焦燥を抱えて。

　──私はなんと無力なのか。

　先代たちは是が非でもセシリーを巨竜のところまで導こうとしている。何故なら彼女がアリアの相棒であり、この中で最も『聖剣』を──“〝鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀”〟を巧みに扱える人物だからだ。できるだけ彼女に余力を残させたいと考えるのは至極当然のことだろう。

　帰するところ、彼らは死力を尽くしてでも希望を託すことに決めたのだ。

　ひとりの女騎士と“〝次代の聖剣”〟に。……だがアリアは自問せずにいられない。

　今の己にそこまでの価値はあるのだろうか、と。

　本来の力に目覚めていない、不完全な『聖剣』。セシリーはそれでも必要だと言ってくれた。だからといっていつまでもその言葉に甘えていていいのだろうか？

　自分は『聖剣』としての役割をまったく果たしていない。その事実が皆の大きな足手まといになっている。現に『聖剣』の力さえあれば、先代たちにこのような労苦を強しいることもないはずだ。

　──どうすればいい。どうしたらこの無力を覆すことができる。

　アリアはパティを見やる。彼女と交わした会話が強く記憶に残っていた。

『凶器であろうがなかろうが、どちらにせよ過去から逃れることはできない』

『過去』

『ええ。あなたがふ・た・り・の魔剣たちを材料にしているという過去』

　かつては拒絶した“〝過去”〟──魔剣『アリア』と銘めい無なしの記憶。それらに今一度向き合い、かつ受け入れたならば自分は聖剣の力を手に入れることができるのだろうか。

　──だが“〝過去を受け入れる”〟とはどういうことなのだ。

　何をどうすれば受け入れたことになるのか、皆目見当もつかない。

「先代殿ッ！」

　セシリーの叫び声に、アリアははっとして現実に戻された。

　視界に飛び込んできたのは、膝ひざを突く先代の姿。

　彼女の前にはレジナルドとドリスが立ちはだかり、異形の“〝手足”〟どもが押し寄せる端から斬きって捨て、辛くも触手の壁を追い返している。しかし触手は今なおその数を増すばかりで、ふたりが遠からず物量に制圧されるだろうことは想像に難くなかった。

　一方、うずくまる先代はこちらに背を向けている。そのためか法衣の襟元から首筋が覗のぞけて見えた。さらされた彼女のうなじに走っていたのは、幾重にも分かれた亀き裂れつ。法衣に隠れて見えなかったが、それは恐らく背中から続いているものと思われた──

「アリア！」

　セシリーがリサやパティの手を振り払ってこちらを振り返った。促す言葉すら用いず、燃えるような眼まな差ざしで射抜いてくる。

　──止やむを得えまい。

　もはや余力を残すなどと悠長に構えてはいられない。アリアは瞼まぶたを閉じ、口を開いた。

「眠りを解ほどけ──」

「どいつもこいつもしょぼくれた面をしているな」

　声の闖ちん入にゆうに危うく舌を噛かみそうになる。直後、両りよう脇わきを何かが駆け抜けた。

　視界の右端を通過したのは黒髪の長い一尾。

　視界の左端を通過したのはのっぽの背中。

「ヒルダ！　ヘイゼル！」

　ふたりは駆けつけた勢いのまま、躊ちゆう躇ちよなく触手の群れへと飛び込む。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュはその両手に錐刃の短剣ステイレツトを携え、“〝手足”〟の中心を的確に突いて威嚇。遅れてたどり着いたヘイゼル・キンバリーはヒルダが取り逃した触手を長剣で叩・い・て・吹・き・飛・ば・す・。

　両者とも敵を殺すのではなく後退させることに徹しているのがわかる。事実、見る見るうちに彼ひ我がの間合いに余裕が生まれ、間もなく呼吸を整えることのできたレジナルドとドリスが彼女たちの援護を始めた。

　この間に後衛のセシリーたちは一斉に先代の許もとに駆け寄った。

「先代殿！」

「まったく……不ふ甲が斐いなくて参るな」

　くっと喉のどを震わせて面おもてを上げる。

　人間がするような発汗の類たぐいはなかったが、先代は眉み間けんに皺しわをよせ、苦痛に耐えるように奥歯を強く噛んでいた。肌は不自然なほど白く、何ど処こか人形の質感に近付いたように感じられる。首筋に覗けるひび割れが余計にその印象を強めた。

「パティ、治療を」

　止よせ、とセシリーを睨にらみつける。

「人間でない手前に祈き祷とう契けい約やくは効かん。それより治療はすべて女騎士に集中せよ」

「しかし！」

「喧やかましい。どうせ終わる命だ。散り方くらい選ばせろ」

　軽く吐き捨てて口の端を歪ゆがめる。

　身も蓋ふたもない言い草だが、だからこそ先代の覚悟の強さが伝わってくる。アリアが横目でセシリーの様子を窺うかがうと、彼女は何ど処こか悔しそうな表情で先代の笑みを見つめていた。

　そうしている間に、ヘイゼルが前線を抜けて戻って来た。

「セシリーさんっ、ご無事で…………ないですね。すみません」

　彼女はセシリーの形なりを見て気まずそうに言い直す。

　肩の力が抜けたのか、セシリーはふっと息を吐いた。

「いや、これでもすいぶん無事なほうさ。君たちが助すけ太だ刀ちしてくれたおかげだ」

「お礼はホーキンズ団長にも。私たちは団長の指示で来たんです」

「ホーキンズ団長の？」

　ヘイゼルは頷うなずき、それから簡潔に説明してくれた。

　ゴードン・ホーキンズと共に人を集めている最中、白光を目撃したこと。その白光から先代の聖剣やセシリーの居場所に推測が立ったこと。可及的速やかにそちらに向かい、現在も戦っているに違いないセシリーたちを援護するよう、ゴードンに命じられたこと。

「ホーキンズ団長から伝言を預かっています。ええと……『こちらはこちらでなんとかするから、そちらはそちらであの怪物をなんとかしろ』……だそうです」

「……なんとかする、か。これ以上ないくらいに心強いな」

　セシリー！　と前線から呼ぶ声。ヒルダだ。

「愚図愚図するな。行くんだろう、あのデカブツのところに」

「ああ！」

　そちらに大きく頷きを返してから、セシリーは先代に向き直って手を差し伸べた。

「行きましょう」

「連れていってくれるのだな。このような手負いでも」

「選ぶ、と言ったのはあなたですよ」

「如い何かにも」

　先代は手を借りて立ち上がるもやはり足あし許もとがおぼつかない。セシリーとリサが申し合わせたように左右から肩を支えるが、挟まれた彼女は疎ましそうに身をよじった。

「放せ。みっともない」

「怪け我が人にんは大人しく言うことを聞いてなさい。でないと置いていくわよ」

「む、むう」

　パティに叱しかられ、先代は渋々両りよう脇わきのセシリーたちに身体からだを預ける。

「…………」

　アリアは動けなかった──咄とつ嗟さに。

　現状で何も役割を持たない自分こそが率先して先代に肩を貸すべきなのだと思う。けれど考え事をしているうちにセシリーやリサに先を越され、機会を逸してしまった。出遅れたせいか彼らの輪に割って入ることにも躊躇ためらいを覚える。

　と、そのとき。

「ねえ。調子はどう？」

　ヘイゼルがこちらに肩を寄せてきた。

　不意のことで反応が遅れる。調子？

「……それは私が『聖剣』の力を取り戻せたかどうかを訊たずねているのか？」

「ううん、違うよ」

　あっけらかんとした顔で否定されて戸惑っていると、あ、とヘイゼルが発した。その視線をたどって振り返ると、いつの間にか触手の群れは退ひいていたらしく、皆が前進を始めている。アリアは慌てて駆け足になり、ヘイゼルと共に一同の後に続いた。

　並走しながら、彼女はこちらに向かって首を傾ける。

「私が訊ききたかったのはね、あなたが元気かってこと」

「肯定する。身体刃に異状はない」

「もう、じゃなくて！　心とか精神的なものとかそっち！」

「精神は……安定しているとは言いがたい」

　心持ち目を伏せて答えると、そっか、と息を吐いた。

「私、力になれることあるかな？」

「わからない」

　──少なくともこれは私自身の問題だ。

　他者に与えられるのではなく、自分で見つけ出さなければいけないモノ。

「うん。よ・く・わ・か・っ・た・」

「……？」

「これで私がやることはひとつにしぼられたかな」

　ヘイゼルの言っている意味がさっぱりわからず、アリアは首を捻ひねるばかりだったが。

「うん、精一杯頑張るから。また後でね」

　彼女は何やらひとりで勝手に納得し、そのまま前線のほうに行ってしまう。

　取り残されたような心地でいると──入れ替わるように別の人物がこちらにやって来た。

「よう。調子はどうだ」

　ヒルダである。彼女もヘイゼルのように並走しながら声をかけてくる。

　アリアは既視感に似たものを感じざるを得ない。

「……それは私が『聖剣』の力を取り戻せたかどうかを訊ねているのか？」

「違う。そうじゃない」

　予想していた通り否定が返ってきた。

「ワタシが訊きいているのは、あー、オマエの具合というか加減というか」

「……元気かどうか、か？」

「ああ、ソレだソレ。なんだ、わかってるんじゃないか」

　ここで「身体刃に異状はない」と述べたら、やはり怒らせてしまうだろうか。

「精神に関して言えば恐らく……元気でない」

　そうか、とヒルダは息を吐いた。

「きっとワタシでは力になれないだろうな」

「……そう、かもしれない」

「なるほど。概・ね・わ・か・っ・た・」

　まただ。アリアはたまらず訊たずねた。

「何が“〝わかった”〟なのだ？」

「ん？　ああ、大したことじゃない。ワタシに今できることがわかった、という意味だ」

「それは──」

「オマエを護まもり続けること。オマエが元気になるまで」

　目を見張るこちらに、ヒルダは薄く笑みを浮かべた。

「少ないだろうが時間を稼いでやる。せいぜい思い悩んで答えを見つけるんだな」

　──ヘイゼル・キンバリーが言っていたのもこういうことなのか。

　いつかも感じた、判別のつかない感情で胸がいっぱいになる。どうしてか無性にその気持ちをヒルダに伝えたくなった。慎重に言葉を選んで口を開く。

「たった今」

「ん？」

「たった今、少し、元気になったかもしれない」

　言われた内容を咀そ嚼しやくするように沈黙を経へてから、そうか、とヒルダは目め許もとを緩めた。

　たぶん──嬉うれしそうに。

　ああ、とアリアはため息をつく。本当にどうしてだろう。頬ほおがとても熱い。

「それじゃあ行ってくる。ヘイゼルや手負いの副団長に前線を任せてはおけな──」

　ヒルダは最後まで言えなかった。レジナルドの叫び声がそれを遮ったからだ。

「────伏・せ・ろ・ッ!!」

　警告の直後、一同を襲ったのは真下から突き上げるような震動。

　その場にいた全員の身体からだがわずかに宙に浮遊し、一瞬の間を経てから地面に叩たたきつけられた。凄すさまじい圧と衝撃が全身にかかり、それぞれが鈍い悲鳴をあげる。火山の傾斜はなおも断続的に震動し、アリアたちの身体を冗談のように跳ね転がした。

　必死に地面にしがみつきながら、ヒルダが舌打ちする。

「クソッ、こんなときに地震か！」

「否定する」

　アリアは直感的に口にしていた。

　──この揺れ方は天然のそれではない。

　レジナルドが直前に警告していたことがその証明になる。彼は目撃したのだ。この震動を予期することのできる何かを。

「先代！」

　前方では先代たちが互いに身体からだを支え合い、震動に耐えていた。

「次代よ、お前の察する通りだ。これが人間たちの語り継ぐ逸話のひとつ──」

　先代は肩越しに振り向いて認める。

「地団駄を踏む、というやつだ」





　餌えさの収穫がまったく捗はかどらない。焦じれた彼が次に取った行動は、実に単純明快だった。

　前二脚を振り上げ、交互に火山に叩たたきつける──子どもが癇かん癪しやくを起こしたように。

　彼の打撃は存分に足あし許もとを揺るがした。剣で斬きりつけたような亀き裂れつが縦横無尽に走り、割れた山肌が新たな溶岩を噴く。溶岩の発する光によって火山は全体が輝き、目にうるさいほどその姿を自己主張した。

　直下型の地震に相当する震動だ。彼の巨体に比べれば砂粒にも等しい人間にとって、脅威以外の何物でもないだろう。普通に立っているのも困難なはずで、そこへまた触手を放たれでもしたらひとたまりもないに違いない。

　だから彼はひたすらに火山を叩き、蜘く蛛もの巣のように“〝末端”〟を張り巡らせる。

　そう──

　結果は火を見るより明らか。事実、数百年前はそうだった。

　……だのに、どうして。

　どうして『聖剣』の気配はなおもこちらに近付きつつあるのか？





「悪いな、ヴァルバニル──」

　間近に迫る巨竜の陰影を見上げながら、セシリーはやけっぱちに言い放った。

「人間は慣れる生き物なんだ」

　最初の地震を体験してから早数か月。独立交易都市の人々は大小様々な天災に見舞われてきた。故に身体が記憶し、学んでいる。確かに今ほどの震動を味わったことはなかったが、それでも過去の教訓が活いかされないはずがない。

　前衛の四人。レジナルド、ドリス、ヒルダ、ヘイゼルは横揺れであろうと縦揺れであろうと柔軟に対応──揺れ方に合わせて己の重心を調整する。だから暴力的な震動に翻ほん弄ろうされることなく戦場を駆け抜け、触手どもを出会うそばから返り討ちにしていった。

　後衛の五人。セシリー、アリア、リサ、パティ、先代は隣り合う者同士で助け合って体勢を支え、前衛を追尾する。パティなどはこの劣悪な揺れの中でも祈き祷とう契けい約やくの詠唱を途切れさせず、果敢にセシリーの治療を続けていた。

「都市に滞在してからずっとこんな塩梅なんだ。いい加減うんざりしてるよ」

「そうです！　これくらい屁へでもないですよ！」

　ドリスが辟へき易えき気味に触手を薙なぎ払い、リサが地面の揺れに対抗するようにぴょんぴょん飛び跳ねつつ喚わめき立てる。この程度の障害で気勢を削そがれる者などひとりだっていない。

　──私たちがどれだけの苦境を乗り越えてきたと思っているのか。

　あらゆる経験が今ここで活いきる。此こ度たびの決戦を突破するために。

　もはや大人しくなどしていられない。セシリーは同僚を振り返った。

「パティ、ここまで本当にありがとう。自分は大丈夫だから、君は一いつ旦たん避難してくれ」

「え？　で、でも」

「先代殿！　私はもう我慢なりません！」

「……仕方あるまい。好きに暴れろ。ただし次代の使用は禁ずる」

　目を丸くするアリアを捨て置き、先代は前衛で戦うレジナルドに命じた。

「男！　眼鏡の女を麓ふもとまで送ってやれ。あとお前の得え物ものを女騎士に貸せるか？」

「問題ない──自分には予備の短剣がある！」

　叫び返し、退避してきたレジナルドが彼の剣を譲ってくれた。

　自衛騎士団の団員に支給される両刃の直剣。特別優れた得物ではないが持ち主の几き帳ちよう面めんさを反映してか手入れが行き届いており、今の今まで触手と戦っていたにしては刃こぼれが少ない。セシリーはありがたく拝借した。

　避難したくない。顔がそう告げていたが、パティはぐっと呑のみ込んでレジナルドの手を取った。これから先、自分の存在は足手まといになる──そう判断してのことだろう。

　勾こう配ばいを下っていくふたりを尻しり目めに、アリアが先代に食い下がった。

「セシリーは私の使い手だ。彼女が戦うのならば私も戦う」

「見つけられたのか？　お前の本当の銘めいを」

　返す刀で問われて口を噤つぐむ。

「まだならば引っ込んでいろ。お前が最優先にすべきは『聖剣』としての覚かく醒せいだ。命懸けで己の銘を見み出いだせ。それまでは指をくわえて相方の戦いを眺めていろ」

「……」

「……まったく。世話の焼ける後継者だ」

　唇を引き結ぶアリアに、先代はこらえきれなかったように苦笑した。

　ひび割れた手が伸び、アリアの頭を撫なでる。

「離れてみて初めてわかることもある。辛抱できるな？」

「…………肯定する」

　アリアはその頬ほおをほんのり赤く染め、撫でられるのに任せた。

　セシリーはついついふたりのやり取りに見入っていた。揺れる足あし許もとにたたらを踏み、はたと現実に帰還する。いけない、頭を切り替えなければ。

　と、そこでリサが袖そでを引いてきた。彼女はうふふと笑う。

「なんだかいいもの見ちゃいましたね」

　賛同するように微笑ほほえみ、そして力強く踵きびすを返した。

「──行ってくる！」

　セシリーは地を蹴けり、揺れ動く勾こう配ばいを飛ぶような勢いで駆け上がる。

「遅えッ」「遅いぞ」「待ってましたァ！」

「すまない！」

　ドリス、ヒルダ、ヘイゼルに詫わびつつ前衛に加勢する。

　当然のことながら──敵など皆無に等しかった。

　先の戦いで触手の動きには目が慣れていたので、今さら不覚を取ることはない。加えてここまでの道程ではずいぶん休ませてもらい、パティの祈き祷とう契けい約やくにより怪け我がの痛みも和らいでいる。得え物ものは直刀よりも斬きれ味が劣るが、それは己の技量で補えば済むこと。

















　何より自分はひとりではない。負けてやる要素はひとつもない。

　セシリーは今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすように“〝手足”〟どもに躍りかかった。一度の斬撃につき一体の“〝手”〟を確実に管から斬り離し、足あし許もとから這はい寄ってきた“〝足”〟はその“〝甲”〟を串くし刺ざしにしてやる。触手が死角から襲ってこようともその管が地を擦る音、空を裂く音を聞き分けて回避。適度に血振りを挟みつつ、迅速に道を切り開いていく。

　気が付けば他ほかの三人よりも前に出ていた。

「オマエがいるとずいぶん楽だ」

　偶然背中合わせになったヒルダが呆あきれたような口調で言う。

「それは褒めているのか？」

「ああ、とても同じ女とは思えない」

　褒めていない。

　かくいうヒルダの身のこなしもなかなかに人間離れしていた。四方からの“〝手足”〟の奇襲をひらりひらりとかわしてみせ、かつ距離を取る間際に手土産代わりに刺突を見舞う。前衛で戦う者の中で最も外傷を負っていないのは彼女だったろう。

　一方──

「飛ばし過ぎるなよ、お嬢ちゃん！」

「お嬢ちゃんじゃありません！　ヘイゼル・キンバリーです！」

　罵ののしり合いながらもヘイゼルとドリスは協力して戦っていた。前者が剣の腹で叩たたき落とした“〝手足”〟を、後者が大剣で叩き潰つぶすという形。急ごしらえの、腕力に任せた戦い方ながら巧く連携が取れている。

　地面の震動にさえ注意を払っていれば、もはや触手ごときに止められる面子ではなかった。セシリーたちは一いつ気き呵か成せいに触手の壁を突破する。

　と、不意に。

　今までずっと一帯を吹き荒れていた砂すな嵐あらしが急に晴れ、視界が開けた。そして。

「ッ、見えたぞ！」

　塔とも見み紛まがう、巨竜の前肢と思おぼしきものが前方に現れたのだ。

　──ようやくたどり着いた！

　ここまで接近した上で外観を望むと、よくわかる。巨竜の前肢は鎧よろいのように無数の鱗うろこで隈くまなく覆われていた。『聖剣』の力に頼れない今、普通の刃物であれを破壊して巨竜を傷つけることは困難に思われる。やはり体内に侵入するしか手はない──

　そのとき不意に、昼夜が瞬時に入れ替わったかのように辺りに闇やみが落ちる。

　それが巨竜の影だと気付いたとき、セシリーたちはすでに出遅れていた。

「しまっ──」

　弾はじかれたように振り仰ぐ。

　遥はるか頭上に──両・顎・を・大・き・く・開・い・た・巨・竜・の・頭・が・あ・っ・た・。この瞬間に人間に為なせることなどありはしない。巨竜の頭は凍りつくセシリーたちの許もとに急降下した。爆発、地震、噴火。これらをごちゃ混ぜにしたような轟ごう音おんと衝撃が一同を強襲する。

　セシリーは奇跡的に意識を保ったが、そのことにあまり意味はなかった。目の前が完全な闇やみに覆われ、耳を聾ろうするような騒音に五感が狂い、爆風に吹き飛ばされた五体が前後不覚に陥る──こうした体験を漏れなく味わう羽目になったのだから。

　ただし行動の復帰は誰だれよりも早かったかもしれない。耳鳴りはするが身体からだが正常に動くことを確認すると、セシリーは跳ね起きて状況の把握に徹した。

　真っ先に目に飛び込んできたモノに、思わず毒づく。

「くそ、なんて破壊力だ……」

　勾こう配ばいの一画が大きく抉えぐられ、もうもうと土煙を吐いていた。衝突で砕けたというよりも“〝削そぎ取られた”〟という観が強い。それだけ大穴の断面は滑らかだったのだ。まるで巨竜がその口で山を噛かみ千ち切ぎったみたいに。

　セシリー同様に吹き飛ばされたらしく、他ほかの者たちはその大穴の周辺に散っていた。ドリス、ヘイゼル、ヒルダ、先代、アリア──全員が倒れ伏し、動かない。一見しただけでは生死はわからないが、身体がちゃんとある、というだけで安あん堵どしてしまう。

　否。

　安堵しかけたセシリーは、気付く。急激に早鐘を打つ心臓。

「…………リサは、何ど処こだ？」
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　彼にとって『聖剣』が発する臭いは悪臭以外の何物でもなかった。

　長きに亘わたり、彼を火山の奥に幽閉してきた凶器。そいつの臭いは嫌でも鼻に残り、嗅かげばそれだけで封印されていたときの記憶を想起させられる。不快極まりない、悪臭にして激臭。しかもそのようなものがふたつに増えている。

　おお、鼻が曲がる──道理で気付くのが遅れたわけだ。

　足あし許もとまで寄ってきてようやく、彼はそ・れ・の存在を感知することができた。どうも今までは『聖剣』の濃い臭いに紛れ、気配が押し隠されていたらしい。

　それは小さな小さな悪魔である。

　非常に不可解な存在だった。悪魔でありながら人間や『聖剣』と行動を共にしていることも解げせなかったが、何よりも不可解だったのはその体内に秘められた、熱源の塊。燃え盛る炎をぎゅっと圧縮したような──何やら“〝炉”〟のようなものが、あの悪魔の小さな中に閉じ込められているのだ。

　正体は漠として定かでない。ただはっきりとわかるのは、それが豊潤な霊体を素としていたということ。彼が件くだんの小さな悪魔を感知することができたのはそのためもある。

　彼は素直に思った。あ・れ・は・実・に・美・味・そ・う・だ・、と。

　空すいた腹にきっとよく沁しみてくれるに違いない。思うが早いか大きく口を開き、目標に喰くらいかかった。牙きばが地上に届く寸前、眼下の小さな悪魔が彼に気付いて傍かたわらの『聖剣』どもを突き飛ばすのが見えた。むしろ願ってもないことだ。彼にとって『聖剣』など毒にしかならない。彼は小さな悪魔を火山の岩肌ごと口に含み、一息に呑のみ込んだ。

　さて、味のほどは如い何かに。





「…………食べられた？」

　セシリーは茫ぼう然ぜんと訊きき返した。

「悪魔の娘が手前と次代をかばった。手前のせいだ。警戒を怠った」

　大穴の縁辺りに膝ひざを突きながら、先代が事態を説明する。口調こそ淡々としたものだったが、その瞳ひとみは隠しきれない怒気に燃えていた。

　先代の横で立ち尽くしているのはアリアだ。何を思うのか、巨竜の奇襲から目覚めてからこっち、頭上を見上げたまま動かない。他ほかの者たちも続々と目覚めつつあった。遠目に、気絶から目覚めたヒルダがヘイゼルやドリスを起こして回っている様子が見える。

　──リサが食べられた？　あの巨竜に？

　セシリーはあまりの現実感のなさに理解が追いつかなかった。頭が事実を受け入れることを強く拒んでいる。だってあり得ない。信じてたまるものか。リサが、そんな──

「オイ何してる！　そっちに行ったぞッ！」

　ヒルダの声にはっとした。遅れて背筋に走る悪寒。

　反射的に振り向き様ざまに奔はしらせた剣は、すぐ目前まで肉薄していた“〝手”〟を斬きり裂く。しかし腰の入っていない斬撃では表皮を浅く傷つけることしかできず、その進行を止めるまでには至らなかった。生き延びた触手はセシリーのすぐ脇わきを通り過ぎてしまう。

　その向かう先は先代やアリアのいるほう。

「しまっ──」

　注意が逸それたことで自分の守りが疎かになった。刹那に死角から襲いかかってきたのは別の“〝手”〟。動けない。間に合わない。目を瞑つぶらなかったのはせめてもの抵抗か。

　だがそれ故に、セシリーはしかと目撃することができた。

　視界の端から斬撃が二・度・奔ったのを。

　凶刃は“〝手”〟と管の付け根辺り──“〝手首”〟を斬きり離し、そこからさらに流れるようにして孤立した“〝手”〟を両断。触手を徹底して死に至らしめ、亡なき骸がらを打ち棄てた。

　得え物ものを見ただけで闖ちん入にゆう者が誰だれなのかわかる。

　彼を顧みたセシリーはつい目頭が熱くなってしまった。少し前から別行動を取っていただけなのに、どうしてかずいぶんと久しく顔を見ていなかったように感じる。

「ルーク！　来てくれたのか！」

「俺おれだけじゃない」

　とルークは刀に付着した体液を払い落としながら、

「ユーインもいる。一応だが」

「一応だが、って何ですか。失礼ですね」

　いつの間にかアリアや先代の前に立ち塞ふさがっていたユーインが半眼で抗議する。その足あし許もとでは先ほどの“〝手”〟が黒焦げになって息絶えていた。彼が祈き祷とう契けい約やくで処理したのだ。

　本当に間一髪のところだった。セシリーは安あん堵どのあまり膝ひざからくずおれそうになるのをこらえなければいけなかった。

「でも、どうしてここが……？」

「お前を探すのは簡単なんだ。とにかく賑にぎやかな場所を目指せばいい」

　軽口を叩たたいた半面、ルークの顔色はひどく青白い。原因は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　彼の背には人外兵器のそれと酷似した、無数の刃やいばが生えていたのだ。ルークだけではない、ユーインもだ。同じ状態をセシリーは前にも見たことがあった。かつて火山洞どう窟くつに遭難したふたりを救出しに行ったとき、彼らの背には同様の剣山が生えていたはずだ。

　こちらの視線で察したのか、ルークは肩をすくめた。

「ヴァルバニルが復活したときにまた生えた。重くて仕方がない」

「悪いことばかりでもないですよ」

　ユーインが言う。

「僕らの体内に残る“〝ヴァルバニルの肉”〟が活性化しているためか、身体能力が平時よりもかなり向上しています。重い剣山を背負っているにもかかわらず、僕らが火山の麓ふもとからここまで短時間で上ってこられたのもそのおかげですね。ちょっと気がかりがないわけでもないですが──今はさておき」

　と、振り返る。そちらではアリアが先代を助け起こしているところだった。ふたりがわずかにユーインから距離を取っているのは、件くだんの“〝ヴァルバニルの肉”〟のせいだろう。

　心得ているのか気にした様子もなく、ユーインは朗らかにアリアに挨あい拶さつする。

「ご無ぶ沙さ汰たしてました。えっと、その後調子のほうはどうですか？」

「あなたもか」

「え。……僕も？」

　目を瞬しばたたく彼に、アリアは顎あごを引いて小さく頭を下げた。

「ありがとう、ユーイン・ベンジャミン。私と先代を守ってくれたこと、感謝する」

「あ、いえ。そんな」

「私の調子についてだが、よくない。しかしこれから調整するつもりだ」

　再度目を瞬く青年をよそに、彼女はこちらを見やった。

「セシリー」

　控え目な語勢にしては深く耳に響く声音。

「行・こ・う・」

　その一言で何もかも伝わり、背筋が伸びた。

　セシリーは彼女に頷うなずきを返し、ルークに向き直る。

「落ち着いて聞いてほしい。今さっきリサがヴァルバニルに喰くわれた」

　目を見開いて固まる彼に矢継ぎ早に続けた。

「私とアリアが助けに行く。具体的にはヴァルバニルの口から直接体内に潜り込んで救い出す。協力してくれ」

　横からユーインが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「そんな無茶な──」

「わかった。リサを頼んだぞ」

「えっ!?」

「問答している時間はない。お前も手伝え」

「も、もちろん手伝うのはやぶさかではありませんが……いやでも、それにしたってセシリーさんとアリアさんがあれの体内に侵入する？　捨て身にもほどがありますよ！」

「とっくに腹は括っていたはずだ。やるしかない。そうなんだろう？　セシリー」

　セシリーは首肯しつつ、内心で詫わびた。

　──御免、ルーク。

　冷静に応じているように見えて、実際のところルークの胸中は荒れ狂っているはずだった。だって巨竜に呑のまれたのはよりにもよって彼の弟子であり家族なのだ。穏やかでいられるはずがない。巨竜の体内に潜ってリサを救うのも自分がやりたいに決まっている。

　でも──

「ヴァルバニルの体内に侵入する機会なんざ、そうそう作れやしない。できてせいぜいひとり分がいいところだ。だったらそのひとり分はセシリーに託す以外にない。奴の天敵である『聖剣』を扱うセシリーに」

　リサを救うのに最善を尽くすため、彼は囮おとり役を引き受けてくれた。

　心を殺して。

　──私はあなたにばかり頼っている。

　思い返せば出会ってからずっとそうだった。いつも自分は大事な場面でルークに甘え続け、そして彼がそれに応こたえてくれなかったことは一度もなかった。

　だからセシリーは心の底から誓わなければいけない。

「必ず、救う」

　あなたに代わって。

「……信じてるさ。誰だれよりもな」

　ルークはふっと笑う。

　不意にその指が伸び、そっとこちらの頬ほおと唇を撫なでていった。触れるか触れないかの、ひどく曖あい昧まいでくすぐったい感触。跳ねる心臓。……ああ、自分はなんて単純なのだろう。

　たったこれだけの愛あい撫ぶで疲れが吹き飛んでしまった。

「──アリア！」

　ルークは振り返るアリアに告げた。

「嫁を貸す。死なせたら赦ゆるさないぞ」

「了解した」

「よし。準備ができたら来い」

　彼女が頷うなずいたのを確認してから、彼は速やかにヒルダたちのいるほうへと駆けていった。ユーインも慌ててその後を追う。そちらではすでに触手との戦闘が再開されており、剣けん戟げきの音とともにドリスの怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「おっせーぞ、お前ら！　こちとら時間稼ぎするのも命懸けなんだぞ！　で!?　俺おれたちは何をやればいいんだッ？　あっちで作戦を立ててきたんだろ──とっとと教えやがれ!!」

「……愛されているな、女騎士」

　アリアに肩を借りて立ちながら、先代が忍び笑いを漏らす。

「？　ええ。私は友人に恵まれていると思います」

「友人もそうだが、何より伴はん侶りよに、だ」

「それも、はい。日々実感します」

「臆おく面めんもなく惚気のろけるか。面白い女だ」

　彼女はくつくつと笑い、しかし直後にまなじりを決した。

「いいか女騎士。手前の力を発現できるのは多くてあと一度だ。あの巨竜に外傷を負わせられるかどうかは怪しいが、奴の呼吸ブレスをいなすくらいの威力は残っているだろう。使いどころを誤るなよ」

「先代、しかしあなたは──」

「悪魔の娘が巨竜に喰くわれたのはとんだ誤算だったが、結局のところやることは同じなのだ。予定通り奴の体内に潜り込み、内部から叩たたく。そのために全力を尽くすことにも変更はない。たとえそれでこの身が潰ついえることになろうとも」

　セシリーはただ拳こぶしを握ることしかできなかった。

　──なんて情けないんだ。

　いいえ、私たちだけで何とかしてみせます──こんな簡単な言葉がどうしても言えない。

　こんな自分を、先代は優しい目で見つめてくる。

「女騎士よ。手前はお前の手の中で最期を迎えられることを幸福に思うぞ」

　アリアの肩から離れ、瞼まぶたを閉じて唱えた。その口くち許もとに微笑ほほえみをたたえながら。



「眠りを解ほどけ。獣を射よ。光明をこの地に。────神を殺せ」



　閃せん光こうがセシリーの目を焼いた。世界が白く瞬またたく。

　視界は一瞬の間を経へて元の色を取り戻し、そして先代が立っていた場所には一振りの剣が残されていた。茎なかごの剥むき出しになった直刀。その刀身は全体が無残にひび割れ、形を維持しているのが不思議に思えるほど無残な有り様だった。

　満まん身しん創そう痍いの剣。セシリーは今こそ実感する。

　──あなたは正真正銘の『聖剣』だ。

　限界を超えてまで自分たちに道を切り開こうとしてくれる、聖なる剣。

　これに応こたえねば何が騎士か。

　セシリーは逆さに突き刺さっていた直刀を左手で引き抜き、アリアを顧みた。

「無茶をしようと思う。付き合ってくれるか」

「肯定する。元よりそのつもりだ」

　なんだかアリアの雰囲気がさっきまでと違っているように感じた。

　今まで人形然とした光沢を放っていた瞳ひとみに、何か種火が灯ともったような──

「眠りを解け。真実を貫け。風を貴女に。────神を殺せ」

　アリアは旋風とともに変化する。

　出現した鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀を右手に携え、セシリーはルークたちの許へと走った。
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　巨竜は腹の中に“〝深しん淵えん”〟を飼っていた。

　その“〝深淵”〟は城門のように黒い口を大きく開けて待ち構えている。

　その“〝深淵”〟は泥沼のようにあらゆる物体を呑のみ込んでいく。

　その“〝深淵”〟は陥かん穽せいのようにあらゆる物体を延々と下方に墜落させる。

　その“〝深淵”〟は溶岩のようにあらゆる物体を溶解する。

　その“〝深淵”〟は──闇やみそのもの。

　リサがいたのはそんな空間だった。

「…………」

　視界を一部の隙すき間まもなく埋めるのは黒々として深い闇やみ。爪先から頭の天てつ辺ぺんまで全身が泥ぬかる濘みのような液体の海に浸つかり、そのせいで天地の区別すらつけられない。リサはただただ漂流し、そして何ど処こまでも沈んでいくしかなかった。

　このような状態でまだ生きていられたのは、リサの正体が悪魔だったからだろう。人間であればまず確実に窒息していたし、たとえ息継ぎをする手段を持ち得たとしても、ほどなくこの黒い海に肉体を骨まで溶かし尽くされていたに違いない。

　もっとも後者についてはリサも例外ではなかった。全身の皮膚にぴりぴりと痺しびれる感覚がある。恐らく今、薄皮を剥はいでいくように少しずつ身体からだが溶かされつつあるのだ。

　──私、このまま消えちゃうのかな。

　真っ暗なところで独りぼっち、塵ちりも残らず消滅してしまう。

　──寂しい。

　寂しいが、後悔はなかった。おかげでアリアと先代を救えた。それ以上何を望むことがあるだろうか。『魔剣精製』の能力を使えなくなった自分は、今回の決戦では皆の荷物になってばかりだった。最後の最後でやっと役に立つことができたのだ、十分じゃないか。

　十分──

「…………ぅ、そ、だ」

　そんなわけがない。後悔がないのは本当だけど、でもやっぱり全然十分じゃない。足りない。やり残していることがたくさんある。ルークにはまだまだ鍛か冶じについて聞きたいこと、教わりたいことが山ほどあるし、第一弟子の自分がいなくなったらルークが困るではないか。それだけじゃない、彼とセシリーにはもっともっと幸せになってもらわなくちゃいけないのだ。自分には彼らの生き方を見届ける義務がある。自分がリーザ・オークウッドの悪魔契約によって生み出されたとき、彼女と約束したように。

　ああ、考えれば考えるほど、眩暈めまいがするくらい生きたくて生きたくて仕方がない。

　──思い出して。

　自分は今までずっと学んできた。ルークやセシリーの背中を見て、諦あきらめないということを知った。だったら今、それをするべきではない。こういうときこそ彼らは──自分は。

　──足あ掻がくんだ！

　リサは黒い海をかき始めた。空間に満ちる液体は重く、呪のろいのように全身に絡みついてくる。普通の水をかくようにはいかない。それでも泳ぐしかなかった。ちゃんと上に進んでいるのかわからず、ひょっとしたら見当違いの方向に進んでいるのかもしれなかったけれど、ただ沈むに任せるよりは断然マシだと思えたから。

　広大な“〝深しん淵えん”〟を、リサは孤独に耐えながら泳ぎ進む。

　…………彼女は気付いていなかった。

　溶けつつある己の肉体。その溶解の速度が、不自然に緩慢であることに。





　やることはシンプルだ、とルークが一同に説明する。

「奴の頭を地上まで下げさせる。口を開かせる。セシリーがその中に飛び込む。たったこれだけだ」

　対する反応は各自様々だった。

「何がこれだけだよ。簡単に言いやがって」と悪態をつくドリス。

「そんなこと本当にできるんですか？」と不安を露あらわにするヘイゼル。

「やるしかない、というのが現状ですね」と嘆息するユーイン。

「オマエたちに付き合うといつもとんでもない目に遭わされる」と愚痴をこぼすヒルダ。

　彼らは口々に不平、不満を語る。

　だがこの場から尻尾しつぽを巻いて逃げ出そうとする輩やからはひとりとしていない。

　セシリーはそんな仲間たちを誇らしく思う。

「考えがないわけじゃない。とても単純な方法がある。上う手まく事が運べば、すぐにでもルークが言ったことを果たせるかもしれない」

　具体的な内容を早口に伝えた。それをじっくりと吟味している時間もゆとりもない。こちらが「以上だ」と結ぶと、一同は善は急げとばかりに行動を開始した。

　一心に目指すは、視界の前方で火山と天空をつなぐかの如ごとき柱。

　巨竜の“〝右前肢”〟だ。

　猛然と肉薄するこちらに、触手が群れを成して檻おりのように立ちはだかる。遠目に見たところ人間の“〝手足”〟を模倣した触手どもは目標の右前肢から射出されているらしかった。表面の鱗うろこの裏から這はい出し、際限なく湧わいてくる。

　望むところだ。セシリーたちは総員で触手の掃討にかかった。

　ユーインが先制として祈き祷とう契けい約やくによる爆炎を放ち、触手どもが怯ひるんだところにドリス、ヒルダ、ヘイゼルが突貫。跋ばつ扈こする“〝手足”〟を叩たたき除のけ、突き殺し、斬きり捨てて後続のための空間を作る。セシリーとルークは切り開かれた道を疾風のように通過する。

　最前線に躍り出たセシリーは怒ど涛とうの如き刺突を展開。右手に携えた鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀はその斬れ味を存分に活いかし、絹でも突くように容易たやすく“〝手足”〟どもを射抜いていく。この刺突に狙ねらわれて命を長らえた触手は無し。セシリーはあれよあれよと戦果を積み上げる。

　それに肩を並べるはルークだった。

　ここまでの戦いで彼の刀はかなり劣化しているらしく、斬れ味がいつもより精彩を欠いているように見える。しかしルークはそれを補うように腕力を駆使して半ば強引に触手を叩たたき斬きっているらしかった。その勢いたるや凄すさまじく、大陸最強の男たるハンニバル・クエイサーの突進をすら思わせる。先ほどユーインが「身体能力が向上している」と述べていた通り、彼はセシリーがこれまで見たことのないような膂りよ力りよくを発揮していたのだ。

　──いや、きっとそれだけじゃない。

　セシリーは隣で察する──彼の太た刀ち筋すじから漏れ出でる激しい感情を、肌で感じる。

　それは憤怒だ。大事な人を奪われたことへの怒りが、天井知らずに膨れ上がっている。ルークが刀を振るう度、その風圧が脅迫のように訴えるのだ。

　返せ、返せと。

　──ああ、返してもらおう。

　私たちの大切な家族を。セシリーは吼ほえ、“〝手足”〟どもが作る森を一気に切り崩す。意志無き触手ごときに止められる自分たちではない。見る間に目の前の視界が開け、巨竜の右前肢が間近にまで迫った。

　それはもはや柱と形容するのも生易しく、塔のような威圧感でそびえ立っている。右前肢の屹きつ立りつを支えているのは鉤かぎ爪づめの形をした巨大な指。鷲わし掴づかむように火山の勾こう配ばいに喰くい込んでいる。

「あれだッ」

　セシリーは一同に叫ぶ。

「あ・の・足・を・上・げ・さ・せ・ろ・！」

　先陣を切ったのはルークだった。密集する触手どもを斬っては捨て、斬っては捨てを繰り返して一番乗りでそこにたどり着く。幾度も剣閃を奔はしらせ、吐き出される触手ごと右前肢の表面を刻んだ。

　かと思うと、彼は舌打ちしてこちらに警告してきた。

「こいつを攻撃するのは俺おれとセシリーだけでいい！　それ以外は邪魔な触手をどうにかしてくれ！　硬すぎる──並の剣じゃ歯が立たない！」

　やはりか。セシリーは奥歯を噛かむ。

　巨竜の鱗うろこはルークの刀に斬られる度、耳障りな摩擦音と火花を発していた。それは金属と金属が衝突した際の現象によく似ており、巨竜の尋常ならぬ硬質さを知らしめた。ルークの言う通り、例えば彼が鍛えた業わざ物ものでもなければ傷をつけることさえも困難だろう。

　ドリス、ヒルダ、ヘイゼル、ユーインは迅速に対応してくれた。四人はルークの許もとまで追いつくと彼を取り巻くように半円の陣を構成。陣の外側を向き、触手から彼を守る壁となった。

「人遣いが荒あらいったらねえなッ」

「これが終わったら馳ち走そうを奢おごれ」

「やめてよヒルダ！　お腹空すいちゃうじゃない！」

「こうなったら倒れるまで文言を唱えてやりますよ」

　軽口が叩たたけるのは心が折れていない証拠だ。

　皆の存在が何よりの力となる。セシリーは口の端を上げつつルークに加勢した。

「っふ──」

　呼吸の調子を整えるように息を吐き、右手の直刀を突き入れる。抉えぐり込むような刺突は巨竜の右前肢の極々一部たる鱗うろこの一枚に衝突。きん、と鋭い音が鼓膜を打つ。成果を確認したセシリーはたまらず快かい哉さいを叫びたくなった。

　鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀はその先端で鉄の如ごとき鱗を貫き、ひび割れさせたのだ。

「ルーク！　やっぱりあなたの打った刀は凄い！」

「お前も凄いんだよ」

　ルークは思わずといったように苦笑を漏らす。そして彼は今しがたこちらが突いたばかりの鱗に斬撃を浴びせる──大気が唸うなるほどの薙なぎ払いはひび割れた鱗を強烈に打ち据え、とうとうそれを砕いた。

　鱗の下から現れたのは黒ずんだ赤褐色の肉。セシリーはルークと互いの目を見合う。視線だけで意思の疎通を行い、自分たちがこれから取るべき行動を把握した。

　セシリーは刺突の雨を降らせ、巨竜の右前肢を埋める鱗を一枚、また一枚と割る。損傷は拡大し、ほどなくひとつなぎの大きな亀き裂れつと化した。次いでルークがそこへ刀を叩き込む。ひび割れた鱗は次々粉々にされていき、巨竜の肉を外気にさらした。

　セシリーとルークは各自剥むき出しになった肉を斬きりつけてみる。それは鱗に負けず劣らず硬い手て応ごたえを返してきたが、刃やいばが通らないわけではなかった。傷口から触手と同色の体液を滴らせる。しかし右前肢そのものはびくともしない。

　当然と言えた。巨竜にしてみればこの程度の傷は傷とも思わないだろう。

　──ならば！

「離れていてくれ！」

　ルークに言い、鋒諸刃造りの直刀を露あらわになった肉に刺し込む。肉は嫌悪感を示すように強こわ張ばったが、巨竜の天敵たる『聖剣』の刃は滑らかにその中に埋没した。

「アリア!!」

　セシリーは叫び、相棒アリアの能力を発現させる。

　暴走を覚悟で一度、触手の包囲を突破するために用いたことがあったが、今度のそれはそのときの比ではない。可視の風は一切の制御なく刀身から解放され、巨竜の肉を内側からぐちゃぐちゃにかき混ぜた。右前肢の一画が爆はぜる──飛散した肉片がセシリーの頬ほおを打ち、迸ほとばしる体液が全身をしとどに濡ぬらした。

　風刃の余波は直刀を持つ右手や右腕にまで及び、その皮膚を裂いた。しかしセシリーは力の発現を止めない。やめろッ、と背後でルークが叫んだような気がしたが無視する。

　──これは根競べだ。

　どちらが先に音を上げるか勝負しようじゃないか、ヴァルバニルよ！

「────────────────ッ!!」

　激しい騒音が頭上から降り注いだ。

　鼓膜を直接殴られたのではないかと思うほどの音量に意識が飛びそうになったが、歯を食いしばって耐え凌しのいだ。だってこれは──巨竜の悲鳴に他ほかならない！　直刀を引き抜いたのとほぼ同時、眼前の右前肢が身震いするように振動を始める。

　そして垣間見た。勾こう配ばいに喰くい込んでいた指が地から離れるのを。

　巨竜の右前肢が浮き上がる。これこそが待ち望んでいたもの。セシリーは考えるより先に頭を下げ、右前肢と勾配の間に生まれた空間にその身を滑らせた。もしもこの瞬間に巨竜の足が降下してきたら？　想像は脚を震えさせ、剣筋を鈍らせる。だから考えない。

　今このとき念頭に置くべきはリサの安否と、ある一振りの剣が示した覚悟。

　──先代、あなたの力をお借りします。

　これまでずっとセシリーの左手は彼女──崩壊寸前の直刀を握っていた。

　振り仰ぎ様ざま、それを頭上の巨大な足に目掛けて突き出す。

　泣き叫ぶように吼ほえる。

「貫け──」

　瞬間、光の洪水が満ち溢あふれた。直刀の切っ先から膨れ上がったそれは正面の足裏を猛烈に押し上げる。巨竜の全体が大きくぐらついたのが下からでもわかった。

　が、当然の如ごとく巨竜は光の奔ほん流りゆうに逆らってきた。

　己の全体重をそこに集結させたように、途方もない力で押し返してくる。その圧迫は剣を通してセシリーの腕にも伝わった。腕の筋肉や上体を支える下半身が悲鳴をあげる。

「ぐっ、が、ああああ！」

　徐々に迫りくる巨竜の足。乱れる光の流れ。

　左手の直刀は少しずつ破片をこぼして崩れ去っていく──

『いいか女騎士。手前の力を発現できるのは多くてあと一度だ。あの巨竜に外傷を負わせられるかどうかは怪しいが、奴の呼吸ブレスをいなすくらいの威力は残っているだろう。使いどころを誤るなよ』

　苦痛を押し殺し、御冗談を、と失笑してやる。

　──私が知るあなたの力はこんなものではない！

　そ・れ・で・い・い・。

　囁ささやく声を聞いた気がした。歪ゆがむ視界。自分は泣いているのだと気付く。

　──吹き飛ばせ。涙など。

「う、ぉおおおおおおおおおおおッ!!」

　咆ほう哮こうとともに光が明度を増す──消える直前の蝋ろう燭そくの火が最後に輝きを放つように。

　直刀はついに四散した。

　粉こな微み塵じんに砕け散る。だが彼女の光は終わらず、それどころか瞬またたく間まに膨張して世界を埋め尽くす。目も眩くらむような視界の中、セシリーは確かに見た。一筋の閃せん光こうが巨竜の右前肢を撥はね上げ、そのまま天を貫いていったのを。

　光の矢は上空を占拠していた灰混じりの雲を砕き、日射しをセシリーたちに降らせた。

　置き土産だ、と言わんばかりに。

「…………先代殿」

　直後、震動と轟ごう音おんが火山を襲った。

　さらなる砂さ塵じんが一帯に広がり、すぐにまた太陽を覆い隠す。視界が悪くてよくわからなかったが、触手どもの相手をしていたドリスたちは軒並み転げてしまったらしい。砂塵の向こうから悲鳴と罵ば声せいが聞こえてくる。

　見ればルークも地に伏していた。彼の場合は背中の剣山のせいで上う手まく体勢を保つことができなかったのだろう。

　唯一倒れるのに耐えたセシリーは、地面からこちらを見上げるルークに告げた。

「必ずリサを連れて戻ってくる！」

「ま、待てッ、俺おれも──」

　ルークの声が追ってきたが振り返らずに駆け抜けた。猶予はない。もしも間に合わなければ先代の犠牲が無駄になってしまう。彼女が作ってくれた機会を逃すな。急げ。走れ。

　──急げ！

　幾重にも連なる砂の煙幕を突き抜け、セシリーはひた走る。なかなか目的のものを見つけられず焦りが込み上げた。この方角で間違いないはずだが、と思った矢先。

「当たりだ！」

　叫び、セシリーはそちらに駆け寄る。

　探していたのは──“〝巨竜の頭”〟。

　先代の放った光に足あし許もとをすくい上げられ、横倒しになった巨竜はその頭部を火山の勾こう配ばいに載せていた。蜥蜴とかげのようであり蛇のようである頭。剥むき出しの双そう眸ぼうからはそいつが起きているのか眠っているのか判然としない。その巨大な眼球にこちらの接近を見張られているように感じられて居すくみそうになったが、己の膝ひざを叩たたいて活を入れた。

　今のところ動き出す様子はない。巨竜の頭は薄く口を開き、その奥に静かな闇やみを覗のぞかせている。セシリーは意を決して頭に取りすがり、外気にさらされた牙きばをよじ登った。

　口こう腔くうに息づく闇を前にして生なま唾つばを呑のみ込むが。

「行くぞ、アリア！」

　ほとんど自分を励ますように言い、セシリーはそれに飛び込んだ。

　そして──

“〝深しん淵えん”〟に呑のまれ、意識を失った。





　砂さ塵じんの中、複数の声が会話する。

「シーグフリード様、お怪け我がはありませんか？」

「無事だ。しかし目障りが過ぎるな。都市側の人間が何かやっているのか」

「そのようです。……今の光は『聖剣』のそれでしょうか？」

「だとしたら拍子抜けね。ヴァルバニルを封印するどころか転ばせるだけなんて」

「所しよ詮せん、人間に成せることなどその程度ということでしょう」

「控えろ、イライザ・イヴァ。甘い憶測は致命的な油断を招きかねない」

「フランシスカは本当に頭が固いなぁ。むしろ喜んでもいいくらいだよ？」

「そうですよ。せっかく噂うわさの『聖剣』の底が知れたのですから」

「だからそうと決まったわけでは……」

「もういい、フランシスカ。どちらにせよ計画に変更はない」

「は、はい」

「それに悪いことばかりじゃあない。ヴァルバニルが寝てくれたおかげで仕事がやりやすくなった。この点に関しては奴らに感謝したいくらいだ」

「そうそう、シーグフリード様の仰おつしやる通り」

「すべては私たちに味方して──」

「来ました」

　エヴァドニの声に導かれ、彼らは一斉にそちら──勾こう配ばいの下を覗のぞき込む。

　そこで彼らを見上げていたのは上等な黒くろ鎧よろいを身にまとった、散切り頭の巨漢。旧帝国騎士団の総団長、オーガスタス・アーサーである。彼の後ろには大量の魔剣を積載した荷車を曳ひく人間歩兵たちの姿があった。

　オーガスタスは自分を見下ろしてくる連中を順に確認する。

　嘲あざけるような笑みを浮かべる、魔剣『イライザ・イヴァ』。

　生き真面目まじめに直立して主あるじのそばに寄り添う、魔剣『フランシスカ』。

　植物のように感情のない面を向ける、魔剣『エヴァドニ』。

　エヴァドニの足あし許もとに静かに伏せる黒くろ獅じ子し、魔剣『ヴェロニカ』。

　彼女らを束ねる帝政列集国戦士団団長、シーグフリード・ハウスマン。

　シーグフリードはオーガスタスの到着を歓迎するように両手を広げた。

「遅かったじゃないか」

「……これでもかなり早かったほうだろう。揺れる山道を、荷車を曳きながら進んできたんだからな」

　オーガスタスは嘆息交じりに言い返し、そして訊たずねた。

　どうしてもそのことを確認せずにはおれなかった。

「本当にできるのか？　あ・の・よ・う・な・巨・竜・を・操・作・す・る・など」

　もちろんだ、とシーグフリードは軽い口調で答える。

「せいぜいどんと構えているがいいさ。支配者らしく、な」
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　アリアは剣の姿から人の姿に戻っていた。

　戻らねば相棒の命を守れなかったからだ。

「起きろッ」

　黒い海を沈みつつ、アリアは脱力したセシリーの身体からだを抱き締める。

「起きてくれ、セシリー！」

　巨竜の口に潜った先にあったのは黒い液体が溜ためられた海だった。それは強い引力でふたりの身体を奥へ奥へ──否、底へ底へと引きずり込んでいく。体内に侵入する直前までヴァルバニルの巨体は確かに横たわっていたはずなのに、どうしてか“〝沈んでいる”〟という感覚がアリアにはあった。

　セシリーは“〝深しん淵えん”〟に飛び込んだ直後に気を失ってしまった。どうやらこの液体には人間の生気を吸い取る働きがあるらしく、すでに消耗していた彼女にはとても耐えられるものではなかったようだ。

　視界は完全な闇やみ。こうして首を抱けるほどの極間近にありながら、自分の身体はおろかセシリーの顔すら視認することができない。もしもアリアがいち早く人の姿に変化して相棒の身体を掴つかんでいなかったら、今ごろアリアは彼女の手から放ほうり出され、この茫ぼう漠ばくたる“〝深淵”〟を孤独に漂流する破目に陥っていただろう。

「セシリー！　しっかりしろ、セシリー！」

　先ほどから何度も耳みみ許もとで呼びかけているが、反応らしい反応はない。不意に懸念が背筋を這はった。自分が今抱いているのは本当にセシリー・キャンベルの身体なのか、と。ひょっとして彼女ではない、まったく別の物体にすがっているのではないか──

　──しっかりするのは私のほうだ。

　闇は心の隙すきにつけ入る。それに安易に囚とらわれている場合ではない。

　思考しろ。どうするべきかを。

　不幸中の幸いだったのは、自分が『聖剣』であるという事実。“〝深淵”〟を満たす液体には『聖剣』を忌避する傾向が見られ、完かん璧ぺきではないがそれがもたらす影響を遅延させていた。密着することでセシリーにもその効果を分け与えることができているはずだ。

　肌がひりひりと焼けるような感覚もあったので、液体は溶解性も兼ね備えているのかもしれない。ますます相棒の身体からだを手放すわけにはいかない。ただし唯一、自分にも防げないものがある。人間の窒息だ。この海に潜ってからまださほど時間は経過していない。けれど恐らくセシリーの限界はそう長くはない。早く、早くなんとかしなければ──

　そのとき唐突に──アリアはある発想を得た。

　そもそもの話、だ。そもそも自分が滞りなく『聖剣』の力に目覚めていたなら、この状況もとうの昔に打開できていたのではないか？

　──私が完全でないから。

　不完全だから、相棒を危険な目に遭わせてしまっているのではないか？

　その発想は徐々に真実味を増し、次第に確信的なものに変わり、ついには息が詰まるほどの焦燥を生んだ。胸が焼かれるような凄すさまじい歯は痒がゆさに正気を失いそうになる。

　自分は一体何ど処こまで他人の足を引っ張れば気が済むのか。

　誰だれか教えてくれ。私がナニモノなのか。私の銘めいは何というのか。

　どうしたらセシリー・キャンベルを救うことができるのか。

　誰か。

　誰か。

　誰か、私を、助けてくれ。



「────ああもうっ、いい加減にしてよッ!!」



　これ以上ないくらいの不意打ちだった。

「いつまでもうじうじうじうじ悩んでないでしゃんとしなさい！」

　アリアの目の前に女性が立っていた。見目好い面。茶色がかった長髪にぱっちりと大きな瞳ひとみ。踊り子のそれに似た軽装のドレスを着ているが不思議と淫いん靡びさは感じられない。

　茶髪の女性は柳りゆう眉びを逆立ててこちらに詰め寄ってくる。

「あなたを見てると、すっっっっっっごくイライラする！」

　怒ど鳴なるが早いか肩越しに後ろを振り返り、

「ちょっと。銘めい無なしもこのわからず屋に何か言ってやってよ！」

　そちらにはもうひとり別の人物が立っていた。白髪の女性である。彼女は茶髪の女性と違って物静かな雰囲気をしており、その表情も人形のように感情がなかった。

　──私は知っている。

　このふたりを知っている。知らないわけがなかった。

　白髪の女性が穏やかな声音で問うてきた。

「あなたは何を迷っているのですか？」

「私は……」

　アリアは今一度考える。自分が迷っているもの──自分を迷わせているもの。

「私は、私がわからない」

「す・ご・く・ど・う・で・も・い・い・！」

　絶叫で断言された。

　茶髪の女性はこちらの肩を掴つかんでまくし立てる。

「あなたが誰だれなのかなんて──あなたとあたしが同じものなのか、あたしはあたしであなたはあなたで全然まったく別物なのか、そんなちっぽけなことはどうでもいいの。あたしはとにかくあなたに言いたいの。早くしっかりして。しゃんとして。じゃないと──」

　湿り気を帯びる瞳ひとみ。彼女はそれを隠すようにうつむいた。

「じゃないと、セシリーとリサが死んじゃう……」

「……もちろん私も彼女たちを助けたいと思って」

「──あたし、知ってるんだからね」

　うつむいていた頭が急に跳ね上がる。涙目で睨にらまれた。

「あなたがさっきまで嫉しつ妬とに燃えてたこと」

　アリアは虚を突かれ、だがすぐに耳を赤くした。

















「し、嫉しつ妬と？　何のことだ」

「あれれー、そこはお得意の“〝否定する”〟じゃないのかなー」

「……何故だか今、私のことまで虚こ仮けにされたように感じたのですが」

「気のせい気のせい」

　憮ぶ然ぜんとした声で呟つぶやく白髪の女性に言い、茶髪の女性はまたこちらに向き直る。

「で、してたんでしょ？　嫉妬」

「…………肯定する」

　そう。思えばあれは嫉妬というものだったのだろう。

　あのとき──先代に傍観を命じられ、セシリーがレジナルドから借り受けた剣で戦うのを遠巻きに見ていたとき、アリアは言い知れぬ感情に侵されていた。

　大事な居場所を奪われてしまったような喪失感に。

　──彼・女・の・手・は・こ・の・私・が・納・ま・る・べ・き・場・所・だ・。

　何度そう主張したくなったかわからない。故に再びセシリーの手に戻ったとき、妙な安あん堵ど感があった。望みの場所に帰ることができ、そのことに至福を覚えた──

「言っておくけど、あたしも嫉妬してるよ。あなたに」

「肯定します。私もです」

「あとすごく怒ってる」

「肯定します。甚だしく怒りを抱いています」

「せっかくセシリーの相棒の座をあなたに譲ったっていうのに」

「その体ていたらくは何ですか？」

　彼女らの言うことは至極もっともだった。こちらに弁解の余地はない。

　茶髪の女性は掴つかんでいた肩を突き放し、返してよ、と言った。

「セシリーの手を」

　至極もっともで、弁解の余地はないのだけど。

「相棒を、私に返してよ」

「断・る・」

　それだけは譲れなかった。

「渡さない。渡したくない。あれは、あそこは私のモノだ」

「だったら死んでも護まもり抜きなさい」

　茶髪の女性は真まっ直すぐにこちらの目を見つめてくる。

　セシリー・キャンベルがそうするように。

「彼女の相棒として恥じない戦いをしなさい」

　強く命じ、ねえ、と言葉をつなぐ。

「あなたの名前を言ってみて。今なら言えるはずだよ」

「私の、名前」

「うん。小難しいことは脇わきに置いちゃってさ。あなたが今一番名乗りたい名前」

　ひとつしか思い当たらなかった。

「“〝アリア”〟」

　セシリーがそれを呼ぶときの、声の響きが好きだから。

　アリアは“〝アリア”〟を名乗りたい。

　こちらの答えを聞いた茶髪の女性は目め許もとを和らげた。笑うように──涙するように。

「いい名前だね」

「……肯定する」

「では聖剣『アリア』。選んでください」

　白髪の女性が前に出、述べる。

「もしも私たちの記憶や残ざん滓しといったものがあなたの障害になっているのでしたら、今ここですべて壊していってください。それであなたが本当の意味で前に進めると言うのならば──私の無二の友人たちの助けになってくれるのならば、私は一向に構いません」

「右に同じ。どうする“〝アリア”〟？」

　名前と同様、これも考えるまでもなかった。アリアはふたりに手を差し伸べる。

「壊さない。だから私と共に戦ってくれ」

「それは命令ですか？」

「否定する。頼みや願い、と言ったほうが近い」

　白髪の女性は表情を変えない。その代わりに大きく頷うなずき、こちらの手を取った。

「は・い・。喜んで」

　その言葉を最後に彼女の姿は音もなく消えた。

　空いた手を、今度は茶髪の女が握る。

「任せたからね、あたしの相棒」

「肯定する」

　そう応こたえたところで手を引かれ、抱きすくめられた。

「……ユーインに伝えておいて」

　耳許で伝言が囁ささやかれ、そして──





　そしてアリアは元の“〝深しん淵えん”〟の中にいた。

「…………」

　腕の中には変わらずに温ぬくもりがある。茶髪の女性のではなく、セシリーの温もりが。

　触れ合う身体からだを通して確かな鼓動が感じられる。

　──ありがとう。

　これでようやく自分は前に進むことができる。アリアは瞼まぶたを閉じ、祈りを捧ささげるように能力を解放する。

　小さな火がそっと灯ともるみたいに“〝深しん淵えん”〟に一個の光源が生まれた。正体は可視の風。それは白と銀と緑に輝きながら、アリアとセシリーの全身を覆う液体を押し退け、球形の空間を作った。闇やみが這はい入ることのできない安全な空間を。

　アリアはそっとセシリーの唇に手を添える。すると彼女は激しくむせ返り、呑のんでいた黒い液体を一気に吐き出した。風を彼女の体内に送り、異物を強制的に吐かせたのだ。

　セシリーは時間をかけて呼吸を整える。風の球体の底にぐったりと腰を下ろし、疲れた顔でこちらを見上げた。

「アリア、これは一体」

　何から話したものかとアリアは考え、思いつく。

　──こんなときに人間が用いる挨あい拶さつがあったな。

「調子はどうだ」

「ん、とりあえず……気分は最悪だ。口の中が苦い。君は？」

「好調だ」

「……好調？」

「肯定する。夢のような話だが、先ほど魔剣『アリア』や銘めい無なしと会話した」

　え、とセシリーは瞬まばたきを繰り返す。こちらの目を見て嘘うそをついていないことはわかってくれたかもしれないが、やはり困惑は隠せないようだった。呆ぼう然ぜんとした面で訊たずねてくる。

「私が気絶している間に、か」

「肯定する」

「アリアは……魔剣『アリア』はなんて？」

「私のことを烈火の如ごとく叱しかってきた。しっかりしろ、と」

「……はは。目に浮かぶようだ」

「相棒を任せる、とも」

「そうか。うん」

　目を細め、セシリーはひとり頷うなずく。たぶん、言われた内容をじっくり咀そ嚼しやくするために。

「……それで？　ふたりとの会話で君は何か得られたのか」

「肯定する。私の銘が決まった」

「教えてくれ」

「“〝アリア”〟」

「“〝アリア”〟──変わらないんだな」

「否定する。変わっていないとも言えるし、変わったとも言える」

　少なくとも魔剣たちとの会話の前後で何かが大きく変わったのは確かだ。言葉は同じでも、響き方も聞こえ方も馴な染じみ方も、何もかもがこれまでとまったく違って感じられる。

　アリアはセシリーに手を差し伸べた。夢の中で彼女たちにしたように。

「ずいぶん待たせてしまった。私はもう大丈夫だ」

　セシリーはその手を取って立ち上がり、冗談めかした口調で言う。

「待ち侘わびたぞ」

「ではその待たせた分をこれから取り返すと約束しよう。……今一度訊きかせてくれ。調子はどうだ、セシリー・キャンベル」

「たった今絶好調になった。君は？」

「たった今好調から絶好調になった」

　セシリーがふっと笑ったのを見て、アリアも控え目に微笑ほほえんだ。かつてないほどの充足感があった。いつまでもこの心地好さに浸っていたいというのが本音だが、あまりゆっくりしていられないことも事実だった。

「伝えておく。リサの居場所がわかったかもしれない。この真下だ」

　これは夢のような世界から覚かく醒せいしたときに気付いたこと。

　わずかながら感じ取ったのだ。“〝深しん淵えん”〟の遥はるか下から、自分や先代と似た気配を。

　決して確実と言える情報ではなかったが、セシリーは迷うことなく頷うなずいてくれた。

「行こう」

　──アリアよ、銘めい無なしよ。見届けてくれ。

　聖剣『アリア』の行く末を。

「眠りを解ほどけ。真実を貫け。風をセシリー貴女に。────神を殺せ」





　黒い海を泳ぎ続けるリサは、唐突に思い至った。

　この“〝深淵”〟の中でどうして自分が未いまだに生きていられるのか、その理由に。

　──私は普通の悪魔じゃありません。

　契約時に偶然が重なり、複数の構成物が組み合わさって造られた悪魔。『魔眼』として元の持ち主に返却した“〝ルーク・エインズワースの左眼球”〟を除けば、構成物は四つ。

　うちふたつは悪魔契約の基礎となった“〝リーザ・オークウッドの肉”〟と“〝霊体”〟。

　もうひとつは“〝ルーク・エインズワースの処女作である刀の残ざん骸がい”〟。

　残るひとつは“〝その刃やいばに付着していたヴァルバニルの血”〟。

　──そう。私の身体からだにはあれがあるんです。

　それは術者の肉のことでも霊体のことでも、巨竜の血のことでもない。

　刀の残骸である。

　未・熟・な・得・物・と・い・え・ど・『聖・剣・』に・近・い・存・在・。

　過去にルークが鍛えた刀が今、自分を守ってくれているのだ。

「……ぁ…………」

　リサは己の顔がにやけるのがわかった。

　──どうしよう。

　顔の綻ほころびが戻らない。なんだか無性に嬉うれしくて仕方がない。自分でもびっくりするくらいに幸せだった。伝えたい。ルークに伝えてあげたい。だってそうでしょう？

　四年前、幼おさな馴な染じみの少女を救えなかった彼の刀は、四年後の今、彼女が遺した自分を救っている。それはもしかして考えようによっては、四年の歳月を超えて幼馴染の彼女を救っているということにもなるんじゃないだろうか？

　とても飛躍した考えだということは重々承知していた。

　でもリサにとっては完かん璧ぺきに理屈が通っていた。

　──だって私の中にはリーザさんがいる。

　彼女の遺志を引き継いで自分はここにいる。だからこの考えは十二分に成り立っていて、だからリサは是が非でも生きなければいけない。他ほかならぬルークに伝えるために。

　──でないと死んでも死にきれない！

　リサは“〝深しん淵えん”〟に手を伸ばす。足あ掻がいてでも生を掴つかみ取る、その意志を示すように。

　それに応こたえるみたいに──一条の光線が闇やみを引き裂く。

「ぇ──」

　今の今まで完全な暗くら闇やみの中にいたため、その光は痛いほどに目に突き刺さった。頭を殴られたような眩暈めまいに襲われ、しばし意識を失う。

　次に目を開けたとき、リサは繭に包まれていた。

「……あ、あれ？」

　それは球形の空間である。輝く風が内部を循環し、温かな空気に満ちている。ぽかんと口を開けて呆ほうけるリサは、ふと自分が誰だれかの腕に抱きかかえられていることに気付いた。

　その人物の顔を見上げた瞬間、涙が溢あふれて止まらなくなった。

「セ、セシリーさぁん！」

「よしよし。間に合ってよかった」

　ほっと息をつくセシリーの首に、リサは力いっぱい抱きつく。

「やっぱりセシリーさんは私のヒーローですッ」

「過分な評価だな。だが礼を言う相手は私よりも彼女のほうが相応ふさわしい」

「彼女、ですか？」

「ああ、彼女だ」

　セシリーは右手を前に突き出す。その手が構えるは鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。それから発せられる風がふわりと自分の前髪を撫なでたとき、リサは何もかも理解して泣き笑いを浮かべた。

　──リーザさん、見ていますか？

　あなたが生んだ悪魔は今、こんなに幸せです。

「さあ、こんな場所からはさっさと退散するとしよう」

「ハイッ！」

　白と銀と緑に輝く風がびゅうびゅうと鳴る。

　産声をあげるように。
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　──“〝深しん淵えん”〟は果ても底もなく、無限に広がっている。

　という認識は幻想に過ぎない。何も見えないことへの不安、忍び寄ってくる死への恐怖心、孤独から来る絶望感などがそのような誇大な妄想を生んでしまう。現実は違う。

　──“〝深淵”〟は果ても底もあり、有限に止まっている。

　ここはたかが巨竜の腹の中。

　だから出口はある──作・り・出・せ・る・。

　輝く風は一条の流星となって“〝深淵”〟を横切り、果てに至る。行き止まりに衝突したそれは螺ら旋せんを描いて掘削を開始。壁を抉えぐり、穴を穿うがち、向こう側まで貫いた。

　その先に広がっていたのは、荒れ果てた火山の景色。

　巨竜の腹から体外に飛び出した光は火山の勾こう配ばいに降下を始める──進行方向と相対するように逆風を起こして減速し、降着の衝撃を吸収するために落下地点にも風の塊を放っておく。慣性を殺しきれず多少勾配を滑降したが、軟着陸には成功した。

　セシリーは砂すな埃ぼこりの中で膝ひざを突き、ふっと息をつく。

「大丈夫か？」

「ハ、ハイ。なんとか」

　腕の中のリサが目を回しながら答えた。

　彼女を地面に下ろし、セシリーは周囲を見渡す。そこは相も変わらず何ど処こも彼処かしこも砂さ塵じんにまみれていたが、あの“〝深淵”〟に比べればずっと明るく、光に満ち溢あふれているように感じられた。

　自分の身体からだについてはひどいの一言に尽きる。巨竜のどす黒い体液を頭から被かぶって濡ぬれ鼠ねずみになり、そのせいか具体的に身体の何処が怪け我がをしているのか確認しにくい。ただ、とにもかくにも彼あ方ち此こ方ちが痛んで仕方がないということだけは断言できる。

　同じく“〝深淵”〟にいたリサも似たような状態だった。ごしごしと素手で顔を拭ぬぐっていた彼女はこちらの視線に気付き、参りましたね、と苦笑交じりにこぼす。

「お風ふ呂ろに入りたいです」

「まったく同感だ」

　もっとも、このまま湯船にでも飛び込んだら傷に沁しみて大変なことになるだろうが。

　その点、相棒──鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀はきれいなものだった。一度軽く素振りをしてやるとそれだけで黒い液体が払え、すっと縦に通った美しい刀身が現れる。『聖剣』として真に覚かく醒せいした彼女は、不思議と今までより確かな存在感を放っているように見えた。

　ふと“〝深しん淵えん”〟での出来事を思い出す。アリアとふたりの魔剣たちの会話。あのときは逼迫した事態だったこともあってかいつまんでしか聞かなかったから、改めて詳しい内容を聞いてみたい。この戦いが終わったら。

　──戦いが終わったら、か。

　暗い気持ちになる。だってこの決戦が終結すれば、彼女とは──

「でもよかったんですか？」

　リサの声で思考から脱した。

「私たちの作戦は身体からだの中からヴァルバニルをやっつけるというものでしたよね。さっきはつい即答しましたけど、あっさり外に出ちゃってよかったんですか？」

「ああ、うん。実際に巨竜の体内に入ってわかったよ。恐らくあの中で戦うのは好ましくない。もっと巨竜の肉やら内臓やらが剥むき出しになっていると思ったが、現実にあそこにあったのは黒い液体の海だ。広大すぎて手のつけ方がどうにもわからなかった。時間があれば色々とやりようもあっただろうが、私たちにはその時間がないからな」

　本人を気に病ませる恐れがあったから口にはしなかったが、何よりもリサをいち早く外に連れ戻す必要があった。聖剣アリアがある自分はともかく、丸腰の彼女を長い時間“〝深淵”〟に留とどめておくわけにはいかなかった。

　セシリーは自分の左手を見やり、二、三度開閉を繰り返して具合を確かめる。普段通りとまではいかないまでも握力は残っている。つまりまだ十分に戦えるということ。

　立ち上がり、砂さ塵じんの幕に映る巨竜の陰影を見上げた。すでに上体を起こしていた巨竜はその頭を上空にもたげ、下界のこちらを静かに睥へい睨げいしている。

「……ん？」

　違和感に気付き、セシリーは片かた眉まゆを上げた。

　──静かすぎやしないか。

　巨竜の陰影は頑として動かず、あれだけ徘はい徊かいしていた触手どもの姿も見当たらない。自分たちが巨竜の腹を突き破ったことが影響しているのかとも思ったが、それも何か違うように感じた。

　何故だか、胸騒ぎがする。

「リサ、あれをどう思……リサ!?」

　いつに間にかリサが胸むな許もとを押さえてうずくまっていた。

「すみません。気を抜いたら急に痛くなっちゃって……」

　真っ青な顔で呟つぶやき、彼女は胸を押さえていた手を避よける。セシリーは息を呑のんだ。よくよく覗のぞき込むとそこは胸許が浅く裂かれ、皮膚の下の肉が外気にさらされていたのだ。

「ヴァルバニルに呑み込まれたときに飛び散った石が当たったみたいです……今まではそれでも我慢できてたんですけど……たぶん、あの体液には霊体がたくさん含まれてたんだと思います。悪魔の私にとって霊体は栄養源ですから、それが痛みを和らげていたんじゃないかと……」

　霊体を生み出しているのはヴァルバニルだ。だからその体液が霊体を豊富に含んでいるというのは確かに頷うなずける話だったが。

　セシリーは己の迂う闊かつさを呪のろいたくなった。今まで彼女の怪け我がに気付けなかったのは、自分の怪我と同じように患部が巨竜の体液でわかりにくくなっていたからだ。

　大丈夫です、とリサは微笑ほほえむ。明らかに強がった様子で。

「この火山一帯も十分に霊体濃度が高いですから。無理をしなければ平気です」

「平気なわけがない。せめて誰だれかに診てもらわないと！」

　誰かいないか、と周囲を見回した直後、セシリーは安あん堵どのため息をついた。

　ドリスたちがこちらに駆けてくるのを見つけたからだ。

「やっぱりさっきの光はセシリーだったか！」

「リサさんもいる！　やったぁ！」

「とうとうアリアが力に目覚めたのかっ？」

「よかった、本当によかったです！」

　駆けつけたそばから騒がしいことこの上ない。

「頼む！　誰かリサを診てやって──」

　セシリーははたと言葉を切った。

　ドリス、ヘイゼル、ヒルダ、ユーインの顔を順に見、訊たずねる。

「ルークはどうした？」

「それが……」

　ユーインが応こたえようとして、しかし遮られた。

　大音声の咆ほう哮こうが一帯を駆け巡ったからだ。一同は一斉に耳を塞ふさぎ、振り仰ぐ。

　そして目撃した。

　巨竜の影が飛び立つ瞬間を。





「飛ん、だ……」

「ああ、飛んだな。期待通りだ」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくオーガスタスに、シーグフリードが相あい槌づちを打つ。

　彼はお気に入りの玩具おもちやを手に入れた子どものように嬉き々きとして述べる。

「てっきり細羽を羽ばたかせて飛ぶものだと思っていたが、違ったな。細羽を介して空気中の霊体と呼応し、祈き祷とう契けい約やくに似た現象を広範囲かつ連続的に起こすことで浮遊しているらしい。まったく大した乗り物だ」

　こんなに楽しいことはない、といった声音で笑う。オーガスタスは彼ほど愉快な気分にはなれなかった。吹きつける風は厳しく、揺れも激しい。足あし許もとにしがみついていないといつ振り落されるやもわからず、それにもかかわらず平気な面をして立っているシーグフリードが正気の沙さ汰たとも思えなかった。

　オーガスタスは首を伸ばして覗のぞき見、途端に眩暈めまいを覚えた。

　飛行する巨竜の頭の上から見下ろす景色の、あまりの遠さに。

　────少し前のことだった。

　ヴァルバニルの巨体が横倒しになったことで、その背に生えて天を突いていた無数の細羽もまた大きく傾かしぎ、横に倒されていた。中には火山の岩肌に突き刺さっているものもある。それは言い換えれば“〝巨竜の細羽が手の届く位置にある”〟ということでもあり──シーグフリードたちにとって願ってもない状況でもあった。

　彼らは手分けし、粛々と、手早く作業を行った。

　大・量・の・魔・剣・を・巨・竜・の・細・羽・の・ひ・と・つ・ひ・と・つ・に・刺・し・て・回・っ・た・の・だ・。

　実に容易たやすい作業と言えた。魔剣は様々な形、様々な種類のものがあったが、どの魔剣であろうともその切っ先で細羽の表面に触れてやれば、液体でも突いたように滑らかに刺し通すことができた。

　今や巨竜の細羽の多くが剣の柄つかを生やしている。すべて魔剣の刃やいばが埋没した名な残ごりだ。

「これが、初代ハウスマンが長年の研究の末に見み出いだしたシステムだ」

　巨竜の頭の上で、シーグフリードは饒じよう舌ぜつに語る。

「魔剣が持つ“〝神への憎悪”〟を利用している。魔剣を細羽に侵食させ、ヴァルバニルの精神に内部から干渉し、掌握する。悪魔契約は『聖剣』によって封印されたヴァルバニルが人間を呪のろうために編み出したシステムだが、魔剣はその呪いによって悪魔にされた人間が反対にヴァルバニルを殺すため──呪うために生まれたモノだ。初代ハウスマンはそうした“〝呪い返し”〟の性質から、このようにヴァルバニルを制御する方法を見出した。……まあ、あくまで理論上のもので実践されたのはこれが初めてだが。こうも上う手まくいくとは」

　シーグフリードの前には逆さに突き刺さった剣があった。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』だ。彼女が突き立てられたそこは巨竜の頭の中央辺りに位置し、シーグフリードはその剣の柄つか尻じりに片手を載せている。

「エヴァドニは少々特別な魔剣でね。現存する多くの魔剣は大戦期に生まれたが、こいつは終戦後に生まれた代物だ」

「……ある女児が悪魔契約で生み出した魔剣だと、前に言っていたな」

　オーガスタスが昔、シーグフリード本人から聞いた事実だ。

　その女児は片腕を贄にえにして魔剣を生み、残る全身を贄にして一体の悪魔を生んだ。後者の悪魔は別の奴隷の女を孕はらませ、奴隷の女は子を出産した。悪魔と人間の両方の血を引いた男児、シーグフリードを。そしてエヴァドニは前者の魔剣に当たる。

「ああ。初代が自分の実験に使っていた検体だ。そいつから魔剣が生まれたこと自体は偶然だったらしいが、初代にとっては都合がよかった。例のヴァルバニルを支配するための要かなめになるものが獲得できたわけだからな。……初代は早速エヴァドニに手を加えた。大量の魔剣によって精神を破壊されたヴァルバニルに干渉し、その舵かじ取とりができるように」

　つまり彼は今、魔剣『エヴァドニ』を介して巨竜を操作していた。

　見れば、鱗うろこの隙すき間まに刺し込まれた魔剣はその挿入部分から黒い火の粉を飛ばしている。

「こいつの黒炎はヴァルバニルの体内にある“〝深しん淵えん”〟と結合し、さらに細羽に刺さった魔剣たちにも連動している。エヴァドニがヴァルバニルと一体化した、と考えてもらってもいいだろう。こいつの能力を介せば簡単にこの巨竜を操ることができる。エヴァドニが他ほかの魔剣の気配を察知できるのも、こうした舵取り役に由来しているのさ。ヴェロニカが同じ察知能力を持っているが、あちらは生来のものらしい」

「……ということは、エヴァドニはこの作戦に必要不可欠な存在なのではないか。そのような重大な魔剣を、お前は以前、他人に貸し与えていなかったか」

　皇帝と妾めかけの間に生まれ、帝都から放逐された娘。名は確かシャーロット・フィーロビッシャーだったか。シーグフリードはかつて彼女を焚たき付け、独立交易都市が所有する魔剣を強奪するように仕向けたことがあった。あろうことか複数の魔剣を彼女に貸して。

　その中には魔剣『エヴァドニ』も含まれていた。結果的には手て許もとに戻ってきたからいいものの、そのまま都市側に奪われていたら、今いま頃ごろこの計画は頓とん挫ざしていたはずだ。

「余計なことを覚えているな」

　口の端を歪ゆがめ、悪びれもせずに言う。

「気にする必要はない。人間ならばよくあることだろう？」

「よく、ある……？」

「知っての通り、俺おれとエヴァドニは血がつながっていると言えなくもない──少々複雑ではあるがな。いわば肉親のようなものだ。人間にとって肉親という奴は最も愛憎が湧わきやすい存在だと聞く。それに照らし合わせて考えれば、俺がエヴァドニを少々遠ざけてやりたくなる気持ちもわかってもらえるんじゃないか？」

「……お前は極端に過ぎる」

「そうか。わかってもらえなくて残念だ」

　別段気にした様子もなく、シーグフリードは彼方かなたに視線を向ける。

　──いつまでも食えない男だ。

　オーガスタスが彼と出会ったのは、ちょうど『封印強化遠征』の頃ころだった。

　当時の『聖剣』の寿命が近付き、ヴァルバニルに対する封印の力が弱まっていることを危ぶみ、三国一都市で協力してそれを強化するのを目的とした遠征。それそのものは失敗に終わり、加えて初代ハウスマンは不慮の事故に遭って死んでしまった。

　その直後くらいだろうか──ひとりの小さな男児がオーガスタスの許もとに現れたのは。

　彼は初代ハウスマンが遺した資料を自分の前にぶちまけ、言った。

『そこにヴァルバニルを支配する方法が書いてある』

『だが肝心要かなめの部分は俺おれが焼いた。それは俺の頭の中にある』

『そこで相談だ。俺と手を組まないか？』

『俺に協力してくれたら、あんたにこの大陸をくれてやる──』

　資料を紐ひも解といたオーガスタスは男児の言葉を信じ、彼を迎え入れた。

　男児はほんの数年足らずで成人に成長し、自分のための戦士団を組織した。

　彼は大陸中から魔剣をかき集め、旧群集列国代表のランスロット・ダグラスを味方に引き入れ、皇帝を裏から操って帝政列集国成立のために暗躍し、初代ハウスマンの研究知識を伝授された“〝調律師”〟と呼ばれる技術者集団に人外兵器や人間歩兵を造らせ、旧帝国のどんな大貴族も意見できない地位にまで上り詰め、そして──

「まあ、喜べ。これで大陸は帝政列集国のモノ……いや」

　眼下に広がる景色を望みつつ、皮肉げに笑う。

「オーガスタス・アーサー様のモノ、だろう？」

　──そう、そのはずなのだ。

　巨竜さえあれば敵などいない。大陸は手にしたも同然。だのに。

　──だのに、この虚むなしさは何なのか。

　オーガスタスは困惑していた。

　諸もろ手てを上げて喜んでいい場面のはずなのに、少しも嬉うれしさが湧わいてこない。それどころか何故かこの状況で、ある人物の顔が脳裏をちらついて剥はがれないでいる。

　あの“〝大陸最強”〟の男──ハンニバル・クエイサーの顔が。

「…………シーグフリード様」

　シーグフリードの左右にはそれぞれフランシスカとイライザ・イヴァが、背後には黒くろ獅じ子しのヴェロニカが控えていた。彼女たちは予備として手許に残されたらしい。

　主あるじの名を呼んだフランシスカは、彼に訊たずねた。

「如何いかがいたしましょう。この後」

「そうだな──」

　少し考えてから、シーグフリードはフランベルジュの柄つかを握った。

「まずは消すか」





　セシリーの全身が総毛立った。

　飛ひ翔しようしていた巨竜がその口を開くのを見たからだ。

「クソッ！」

　毒づき、即座に聖剣『アリア』の能力を解放する。こちらの足あし許もとから発生した風に煽あおられ、近くにいた仲間たちの身体からだが吹き飛んでいった。申し訳ないが構っていられない。

　巨竜が呼吸ブレスを吐いたのと、セシリーが刺突したのとはほぼ同時──

　次の瞬間には上空で白光と輝く風が衝突し、猛烈な爆風を生んだ。火山一帯を取り巻いていた砂すな嵐あらしが一掃され、今しがた吹き飛んだ仲間たちの身体がより遠くに転がっていく。

　やがて衝突の余波が過ぎた頃ころ。

　上空に静けさが戻ったのを確認してから、セシリーはぐったりと腕を下ろす。

　──か、肩が外れるかと思った。

　反動が凄すさまじく、直刀を持った右腕が痺しびれていた。今のような風はそう何度も放てるものではない──乱発でもすれば自分の身体が壊れてしまう。下手に扱えば他人を巻き込む恐れだってある。今後アリアの力を用いるにしても微調整が必要に思われた。

「しかし際どいところだった……」

　僥ぎよう倖こうだったのは聖剣『アリア』がヴァルバニルに通用することがわかったということ。彼方かなたにいなすのが精一杯だった先代の聖剣と違い、次代の聖剣は巨竜の呼吸を相殺することができたのだ。これは重要な事実に違いなかった。

　だが、とセシリーは歯は噛がみする。おいそれとアリアの力を乱用するわけにもいかない。

　己の身体のこともあったが、何より危き惧ぐしたのは彼女の力の使いどころだ。巨竜の呼吸が一発でも命中すればここら一帯は焦土と化してしまう。巨竜に攻撃することよりも、巨竜の攻撃を防ぐことに重きを置いたほうがいいかもしれない。

　次の呼吸を警戒し、天空を浮遊する巨竜を睨にらみ据える。先ほど吹き飛ばされた仲間たちがふらふらとした足取りで戻ってきても、セシリーは視線を動かさなかった。

　が。

「…………来ない、のか？」

　一向に呼吸の二撃目がやってこない。訝いぶかしく思った矢先。

　巨竜が──傾いた。





　唐突に傾斜する足場に、フランシスカ、イライザ・イヴァ、オーガスタスは慌てて巨竜の頭に張り付いた。滑り落ちてしまわぬように必死にしがみつく。

　フランベルジュを掴つかんで身体からだを支えるシーグフリードは、巨竜の背の方角を見やった。

「鼠ねずみがいるな。……ノア、ヴェロニカ」

　呼ばれた黒くろ獅じ子しは彼のほうに頭こうべを巡らせる。獣の形をした魔剣はその四足を足場に喰くい込ませることで体勢を維持していた。

　シーグフリードは低い声で命じる。

「鼠を処分して来い」

　細羽が群生する巨竜の背に向き直り、黒獅子はそちらへ駆けていった。
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「ルークがあの上にっ？」

　唖あ然ぜんとして訊きき返すと、ユーインが険しい表情で頷うなずいた。

「はい。セシリーさんが巨竜の体内に飛び込んだすぐ後に何かを見つけたようで……止める間もなく巨竜の身体をよじ登っていってしまいました」

　横ではリサがヘイゼルに介抱されながら、青白い顔で頭上を見上げている。

　セシリーは言葉を失うよりない。では先ほど巨竜が傾いたのも彼が何かしたためなのか。

　──だ、大丈夫なのか？

　足場となる巨竜があの様子では、何かの弾みで滑落してもおかしくない。

「……行かなければ」

　彼のところに。だがどうやって。場所は空の上だぞ。

　右手の直刀に視線を落とす。目覚めたアリアの力を借りれば、あるいは──？

「おい。何か来るぞ」

　ヒルダが不意に口にした。彼女は火山の麓ふもと側を見やり、一同に注意を促す。

　セシリーたちは砂さ塵じんの向こうに目を凝らした。……そういえば何か聞こえてくるような気がする。ざっ、ざっ、という足音が複数──それもかなりの人数だ。十でも二十でも足りない。百は優に超えるだろう人数が向こうからやって来る。

「帝政列集国の残党かっ？」

　いや、とヒルダが否定した。彼女は目を薄く細めてそちらを凝視している。足音はすでに間近まで迫っており、ついには砂塵越しに人々が行軍してくるのが覗のぞけて見えた。

「恐らく味方だ」

「え？」

「こちらですッ！」

　大きく手を振って叫ぶ。すると行軍の先頭にいた人物が手を振り返してきた。

　独立交易都市市長のヒューゴー・ハウスマンと軍国軍師のアーヴィー・アーヴィングである。そしてそのふたりの後ろにいたのは自衛騎士団の団員たちや軍国兵たち──

　だけではなかった。セシリーは仰天せざるを得ない。

「ど、どうして……？」

　なんと旧帝国騎士団の貴族騎士たちがぞろぞろと後から続いていたのだ。捕虜にして引き連れているのかと思ったが、それにしては全員が武装したままだ。これには彼らのほうに手を振っていたヒルダも困惑したらしく、こちらと顔を見合わせて目を瞬しばたたいた。

　セシリーたちは行軍に駆け寄る。

「市長、これは一体」

「かき集められるだけかき集めた。あのデカブツを倒すには人がいると思ってな」

　声はヒューゴーとアーヴィーの後方からだった。

　ヒューゴーたちに道を譲られて現れたのは、ゴードン・ホーキンズである。彼は左右をレジナルドとパティに支えられてようやく立っているような状態で、その表情も苦痛に歪ゆがんでいた。それもそのはず、彼の片腕は息を呑のむほどに焼け爛ただれている。

「ホーキンズ団長……なんて無茶を……」

「お前も相当だがな、セシリー」

　ゴードンが脂汗にまみれた顔で苦笑する。

　かき集められるだけかき集めた、という彼の言は本当だった。行軍の中には決戦には参加しない、野営地に避難していたはずの人々の姿まであったのだ。レジナルドとパティについては下山している最中に偶然この行軍と遭遇したとのことだった。

「しかし敵国の貴族騎士までどうやって……」

「告白すると、彼らを集めたのは俺おれではない」

　あいつだ、とゴードンは顎あごで貴族騎士たちのほうを示す。

　何気なくそちらを見やり──セシリーは大きく目を見開いた。

「ク……クエイサー団長!!」

　貴族騎士たちのしんがりから頭を覗のぞかせたのは、巌いわおの如ごとき偉い丈じよう夫ふ。

“〝大陸最強”〟の男、ハンニバル・クエイサーその人だった。

「生きていらっしゃったんですね！」

「何だ何だ、勝手に殺してくれるな。ワシを誰だれだと思っている」

　のっしのっしと大おお股またでやって来るハンニバルだったが、その外見はとても無事と言えるものではなかった。ゴードンの腕ほどは焼け爛れていなかったが、代わりに全身にいくつもの火傷やけどを負っている。常人であれば歩くこともままならないような有り様だった。

　──しかしながらクエイサー団長は常人ではない。

　彼ならばこのような重傷でも平気で立っていられるのだろう、と勝手に納得してしまう。

「……と言ってもこうして不覚を取ってしまったのだがな。少しばかり眠っていたいたらしい。目覚めたら部下とこの貴族騎士たちが途方に暮れていたので、一緒に連れてきてやったというわけだ。ゴードンたちとはついさっき合流した」

「まったく、私たちがどれだけ心配したのかと……」

「しかしこれで百人力です。はい」

　ヒューゴーとアーヴィーがそれぞれ口にする。

「さて、これが今我々に用意できるすべての人員なのだが」

　ゴードンが頭上を仰ぎ、嘆息交じりに漏らす。

「しかし困ったな。飛ばれてしまったら打つ手がない」

　一同は彼に倣って顔を上げる。遥はるか上空で優雅に浮遊する巨竜。傾いた体勢も今では立て直している。言わずもがな人間の手が及ぶ高さではない。

　そういえば、とヒューゴーがリサに訊たずねた。

「先代さんは？　ご一緒ではなかったのですか？」

「……先代は散りました。最期まで私たちと一緒に戦ってくれて」

　セシリーが横から言うと、そうですか、とヒューゴーはため息をつく。セシリーはアリアが聖剣として覚かく醒せいしたことも付して説明した。その朗報に場は湧わき上がったが。

「ただ、確実に再封印を行えるかわかりません。相手は腹を突き破ってもああして空を飛んでしまうような人外です。せめて再封印の前にいくらか弱体化させられたらと思うのですが……」

　どうしたものかと誰だれもが腕を組んで思い悩む。声は上がらない。

　──やはり、それでもやるしかないか。

　有効な策がないのであれば、とにもかくにも試してみるしかない。セシリーは意を決して申し出ようとして──思い止とどまった。不意に思い出したのだ。自分たちがこうして考えあぐねているとき、いつも某なにがしかの案を提示してくれる人物がいたことに。

　セシリーの視線に、他ほかの者たちも彼に注目し始める。

「これだけの人数が揃そろっていれば……ひょっとして」

　ユーインが何やらぶつぶつと呟つぶやいていた。

「理論的には可能ですが……しかし確証は…………って、アレ？」

　思慮に耽ふけっていた彼は自分が皆からじっと見られていることに気付き、後ずさった。

　ぬ、とハンニバルが前に出てユーインの肩をがっしりと拘束する。

「何か思いついたことがあるのだろう？　話せ」

「し、しかし本当に実現できるかどうかは」

「どうせ手詰まりなんだ。もったいぶらずに話せ！」

　前後に激しく揺さぶられ、ユーインは「わ、わかりました！」と観念した。

「ずっと気になっていたことがあるんです」

「気になっていたこと？」

「はい。僕の背中にあるこの剣山なんですが……重いんです」

　セシリーたちは一斉に首を傾かしげる。

　ドリスが眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「そりゃ重そうに見えるが……ふざけてんのか？」

「め、滅相もないです！　僕が言いたいのは、どうして重いのか、ということです」

　話がさっぱり見えない。

　しかしアーヴィーだけが何かを理解したように目を細めた。

「なるほど、確かに解げせませんね。はい」

「そうなんです。この剣山は僕やルークさんが以前に火山洞どう窟くつで食べた“〝ヴァルバニルの肉”〟が、ヴァルバニル本体の気配に反応して金属化したものです。これはルークさんが敵の魔剣から聞いたことなので確かな情報です。そこで僕が疑問に思っているのは、どうして“〝ヴァルバニルの肉”〟は金属化すると重くなるのか、ということです」

「形状が変化するところまではわかりますが、それに付随して重量が急激に増える、というのが解せないのです。はい」

　ふたりの言っている意味は何となくわかるが……。セシリーは訊たずねた。

「要するにどういうことなんだ？」

「ここからは僕の推測ですが、恐らく“〝ヴァルバニルの肉”〟は金属化する際に周囲の霊体を吸収し、それによって剣の形を維持している。つまり僕が今感じてる重さは“〝ヴァルバニルの肉”〟そのものの重さではなく、霊体の重さだということ──」

　やっと本題です、とユーインは続けた。

「では……僕らの頭上を飛んでいるヴ・ァ・ル・バ・ニ・ル・の・肉・の・塊・がすべて金属化してしまったら、どうなるでしょうか？」

　場の雰囲気が一瞬にして変わったのを、セシリーは感じた。

「すべてとまでは言わない。大部分の肉の金属化を誘発できれば、その重量で巨竜を地上に引きずり下ろすことが──弱体化させることができるのではないかと思ったのです」

　ハンニバルが険しい表情で問うた。

「それをするのに必要なものはあるか？」

「弓矢と玉たま鋼はがねをたくさん。幸いにもこの火山にはタタラ職人の工房が点在しています」

「あいわかった」

　偉い丈じよう夫ふは人々を振り返り、声高に叫ぶ。

「聞いたな者どもッ、玉たま鋼はがねをかき集めて来るぞ！　タタラ工房の場所はワシら自衛騎士団の人間が把握している。軍国兵と貴族騎士たちはこちらの指示に従え！　弓と矢のほうは各拠点に揃そろっているはずだ！　わかったら散れッ！」

「っだ、団長さん。本当にそんなことが可能なのかどうかは確証が──」

「心配するな。弓矢と玉鋼があって無駄になることはない。そんなことより、だ」

　ハンニバルはその掌でユーインの背中を叩たたいた。

「ユーイン・ベンジャミン！」

「はひ!?」

「胸を張れ！　お前は希代の天才だ！」

　ど、どうも、とユーインはずれた眼鏡の位置を直しながら苦笑する。

　場はにわかに騒がしくなった。ヒューゴー、アーヴィー、ゴードン、ハンニバル、レジナルドの五人が中心となって指示を飛ばし、人々は準備のために奔走し始める。

「セシリーとアリアは待機だ」

　ハンニバルがこちらを振り向いて言った。

「ここであの巨竜の警戒を頼む。いつ奴がまた、あの白光を放ってきてもいいように」

　セシリーは頷うなずく。言われるまでもなく、聖剣『アリア』の使い手である自分はそれをする義務がある。皆のように玉鋼を集めに行きたい気持ちもないわけではなかったが、さすがにここまでの戦いで疲労が蓄積している。待機は少しありがたくもあった。

　──でも。

　傍かたわらに視線を移す。そちらにはヘイゼルの腕に抱きかかえられたリサがいる。応急的に胸の傷を手当てされていたが、まだかなり痛むようだった。顔色は一向によくならず、その呼吸も乱れがちである。……ただ、その目はひたむきに空の巨竜を見つめていた。

　大切な人の身を案じて。

「ん？　セシリー、そういえばルークの小僧はどうした？　顔が見当たらんが」

「……巨竜の上にいます」

「そうか。あれの上か。…………何だって!?」

　ハンニバルの狼ろう狽ばいした声を聞きながら、セシリーも巨竜を見上げ、手をかざす。

　──ルーク。私はリサを助けたぞ。

　だから早く戻ってくれ──無事に。

　何もできないもどかしさに胸を焦がすも、空は高く、手は届かない。





　正直なところ、深く考えての行動ではなかった。セシリーが単身で巨竜の口の中に飛び込んでいったとき、彼女を追っていたルークはたまたま見てしまったのだ。

　巨竜の背の上を怪しく徘はい徊かいする人影たちを。

　虫の知らせとやらが働いたのか、気が付けば巨竜の身体からだをよじ登っていた。そして細羽の陰から様子を窺うかがっていると巨竜が急に浮遊を始めた。下りられないとわかったときもそうだが、巨竜が地上に向かって呼吸を吐いたときは心底慌てた。

　しかしどうしてか大きな被害には至らなかったらしい。視界を塗り潰つぶすほどの白光が消えた後、恐る恐る確認してみたが火山の表面には『爪つめ痕あと』のような大穴は穿うがたれていなかった。胸を撫なで下ろし、こうしてはいられないとルークは検分を始める。

　──何にせよ、怪け我がの功名という奴だな。

　己の直感も捨てたものではない。ひとり呟つぶやき、周囲に群生する細羽を見渡した。どの細羽にも共通していたのは、その表面に剣の柄つかが植えられていたということ。

　ルークは手近にあったそれらを次々引き抜いてみる。思ったよりも容易たやすく抜けた。

「タック。フルーレ。こいつは……ショーテルだったか」

　現れた刃やいばの形状から剣の種類を知る。四本目にクレイモアを引き当てたとき、さすがにぴんと来た。以前ドリスがクレイモアの魔剣を振り回していたことを思い出したのだ。

「ここにあるのは全部魔剣なのか」

　──なんとなく仕組みがわかってきたな。

　ルークは頷うなずき、そして──四本の魔剣たちを足あし許もとに突き刺していった。

　神への憎悪から造られた剣を巨竜に突き立てたのである。効果は絶大だった。足許が大きく傾かしぎ、ルークは危うく背の上から滑り落ちそうになる。既すんでのところで細羽を掴つかんだ。

　どうやら先ほど見た人影たちは細羽に細工して回っていたらしい。大量の魔剣を用いて。

「となるとこいつの仕掛け人は……」

　奴しか思い当らない、と考えを巡らせていたとき、巨竜の頭部の方角から何かがこちらに駆け寄ってくるのを見つけた。見覚えのある獣──黒くろ獅じ子しだ。

　咄とつ嗟さに身を潜めようとしたが、背中の剣山を思い出して舌打ちする。こんなものを背負って隠れたところで見つけてくださいと言っているようなものだ。戦うしかない。黒獅子もその背に無数の刃を生やしていたが、そいつは器用に細羽の柱を避よけて肉薄してきた。

　ルークは刀を手に、半身を細羽の陰に隠す。細羽を障害物に利用する構え。

　対する黒獅子はその行動を見込んでいたように疾走の軌道を変えた。細羽の間隔をジグザグに縫って急角度の蛇行を繰り返す。獣のそれとは思えないような足の運びをし、こちらの死角に入ったかと思うと予期しない位置からその姿をちらつかせてきた。

　迎え撃つ側としてはやりにくいことこの上ない。

　──『魔眼』を使うか？

　しかしすでにかなり酷使している。いよいよ自分の肉体が耐えてくれるか自信がない。

　迷いが注意を散漫にした。右の太ふと股ももに熱が奔はしる。


















「ぐっ!?」

　横手の細羽の陰から黒くろ獅じ子しの足が飛び出し、切り裂いていったのだ。ルークは痛みをこらえてそちらに斬きりつけるが、黒獅子はとうに移動した後だった。

　見失った、と思うが早いか今度は左腕から流血する。

　──本当にこいつとは相性がよくない！

　歯は噛がみしつつ、体勢を立て直すために後退した。

　やはり後手に回るのは分が悪いか。しかし打って出るにしても、剣山を背負った自分はあの黒獅子ほど機敏に動けはしないだろう。それこそ相手の思う壺つぼではないか。

　しかし、このままでは──

「……止やめた」

　うんざりして吐き捨てた。“〝しかし”〟は冷静さを欠いて迷いを生む。だから仕舞いにする。忘れるな。相手は純然たる獣ではない。あくまで獣の形をした鎧よろいを着た人間なのだ。

　──つまり思考は人間のそれだ。

　今までの黒獅子との戦闘を脳裏に浮かべる。思い返せば黒獅子が見せる動きは獣が本来するものとは似て非なるものだった。不意の突き方、回避の方法、身のこなしなどすべてにおいて人間臭さがつきまとう。ならばその動きを読むことは決して不可能ではない。

　ルークは刀を両手に持ち替え、正眼の構えを取った。

　思考しろ。

　──俺・が・黒・獅・子・だ・っ・た・ら・俺・を・ど・の・よ・う・に・攻・め・る・？

　沈黙が訪れた。辺りはただただ細羽の間を通る隙すき間ま風の音が鳴るばかり。黒獅子の足音はその風に紛れ、聞き取ることができない。

　ルークはひたすらにそのときを待ち続ける。己ならば必ず襲いかかるだろう機会を。

「…………」

　どれくらいそうしていただろう。

　巨竜の背に強い風が吹きつけ、一帯の気流が乱れた。

　──今ッ。

　足を捌さばいて急旋回を行い、振り向き様ざまに真後ろを薙なぎ払う。そこにあったのは屹きつ立りつする一本の細羽。ルークは“〝ヴァルバニルの肉”〟の副作用によって平時よりも膂りよ力りよくが向上している。斬撃は細羽を半ば強引に切断し、それの裏に潜んでいた黒獅子にまで及んだ。

　眼前にまで迫っていた凶刃を、黒獅子は後方に飛とび退のいて回避。

　ルークはこの機を逃さない。猛然と詰め寄って第二、第三の剣閃を放つ。ひとつは空を斬り、ひとつは別の細羽を裂いた後に黒獅子の兜かぶとに衝突。ぐらりと体勢を崩したところにさらに一いつ気き呵か成せいに攻め入る。鎧の肩当てや脛すね当てを打撃し、そして峰に返した刀をすくい上げるようにして下方から兜の顎あご辺りを打ち抜いた。

　黒くろ獅じ子しの身体からだは仰のけ反ぞるように弾はじき飛ばされ──

　音も悲鳴もなく、巨竜の背の外へと消えた。

「…………っ、はぁ……」

　自分まで足を滑らせてしまわぬよう、手近の細羽にしがみつき、荒れた呼吸を整える。

「……行く、か」

　しばらくそうしていたルークは、おもむろに歩き始めた。安全のために細羽から細羽を伝って少しずつ先に進む。黒獅子のやって来た方角に。

　──黒獅子がいたということは、あいつもいるはずだ。

　だから行かなければならない。ただ、どうやら目的の場所はルークのいたところからさほど離れていないところにあったらしい。さほど時間を要せずたどり着くことができた。

　巨竜の頭部上である。そこには四人の人物がいた。

　散切り頭の巨漢、オーガスタス・アーサーはこちらを見て驚きよう愕がくしたように目を丸くする。

　金髪の女戦士、フランシスカは険の強い眼まな差ざしで睨にらんでくる。

　左右非対称の女、イライザ・イヴァは状況を楽しむようにくつくつくすくすと笑う。

　そして──

　黒衣の男は背を向けて立っていた。

　ルークはいの一番に彼に告げてやる。

「よう、シーグフリード。お前を殺しに来た」
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　意気揚々と表明したはいいが。

　──四対一か。

　如い何かにこの人数差に対処するか。恐らく自分の生死はそれ次第で決まるだろう。

「シーグフリード様、私が排除しますがよろしいでしょうか？」

　血気に逸はやっているのか、フランシスカが戦斧ポール・アツクスを担いで物騒なことを述べている。

　それはルークとしてもあまり歓迎しない話だった。

「俺おれが用があるのはそこの男だ」

「貴様の都合など知ったことでは──」

「ヒューゴーから聞いたぞ」

　女戦士のことには構わず、黒衣の背中に言い放つ。

「シーグフリード・ハウスマンの過去をな」

　正確にはシーグフリードのものと思われる人物の過去を、である。これまでの彼の言動や声明文に署名されていたハウスマンの姓などを、都市に残っている初代の研究資料と照らし合わせた結果、ヒューゴーが導き出した推測だった。

　身を乗り出しかけたフランシスカを手で制し、黒衣の男がようやく振り返った。その三白眼から凶器のように鋭利で冷ややかな視線を放ち、こちらを射抜いてくる。

　彼の手は、足あし許もとに突き立てたフランベルジュの柄つかを握っていた。

「俺おれの過去か」

「ああ。悪魔と人間による交配実験で生み出された検体、それがお前だ」

「さて……どうだったかな」

「悪魔の血を半分引いている。道理で首を斬きり裂いてやっても生きているわけだ」

　シーグフリードは小さく冷笑するだけだ。

　──やはりこれくらいじゃ挑発にもならないか。

「ここからは俺の仮説だ」

　ヒューゴーから話を聞き、自分でも資料を閲覧していたときに閃ひらめいた、ひとつの仮説。

「初代ハウスマンは『封印強化遠征』で死んだと聞くが……実際はお前が事故死に見せかけて殺したんじゃないか？」

「つまらない妄想だな」

　当人は一言で斬って捨てるが、ルークは肌で感じ取っていた。

　──空気が変わった。

　横目でオーガスタスを窺うかがう。彼は顔をしかめるように目を細め、シーグフリードのほうを見据えていた。こちらが述べた仮説に思い当たるところがあったのだろう。

　何より場の空気に最も影響を与えたのは、シーグフリード本人だ。

　彼の瞳ひとみがより冷気を帯び、より鋭さを増している。

「妄想か。なかなか信しん憑ぴよう性せいはあると思ったんだが」

「……戯ざれ言ごとはそれで終わりか」

「いいや」

　本音を言えば、これが真実かどうかなど知ったことではない。

　自分はただ、この男をその気にさせられればそれでよかった。

「いつかの続きをしないか、シーグフリード」

「続きだ？」

「俺とお前の、決闘の続きだ」

　自分たちは過去に『舞踏会』で決闘をしたことがある。華やかな会場で血で血を洗う死闘を繰り広げた。それは結局、引き分けとして幕が引かれてしまったが。

「あのときお前を殺しそびれたことが今でも俺の悔いだ」

　──乗って来い。

　無論、ルークには四対一を避けたいという思惑もあった。しかし本意はその思惑とは別のところにある。この決闘の誘いはもっと単純で本能的なものに端を発していた。

　シーグフリードとの完全な決着。

　かつて自分の女に手を出した男を抹殺することが本当の目的だ。

「…………」

　シーグフリードは思案するようにこちらを凝視していたが、やがて「いいだろう」と応じ、その手をフランベルジュの柄つかから離した。

「シーグフリード!?　操作は──」

「飛行状態の維持くらいはエヴァドニだけでもできる」

　慌てるオーガスタスに言い、次いで彼は魔剣の女たちを顧みた。

「イライザ・イヴァ。来い」

「やったッ！　さすがシーグフリード様！」

「私たちもあの男には遺恨があったのです」

　イライザ・イヴァが弾むような足取りでシーグフリードの横に並ぶ。

「……これは誤算だな」

　ルークは口の中で呟つぶやく。てっきり前の決闘のようにフランベルジュの魔剣を使ってくると思っていたのだが、よりにもよってあのイライザ・イヴァを選んできたか。

「「眠りを解ほどけ。雷らい霆ていに跪ひざまずけ。光は虚無に。────神を殺せ」」

　ひとつの唇でふたつの声が唱和した直後、イライザ・イヴァは天から落ちてきた雷光に打たれた。“〝彼女ら”〟の五体は光の粒となって粉々に砕け、瞬間的に再結合を開始。落雷の跡に新たな形として出現した。

　幅広の両刃を備えた槍やりである。刃やいばの根元辺りに左右対称の突起があり、槍でありながら“〝突く”〟だけでなく“〝斬きる”〟ことにも向いた長物。全長は優にルークの身長を超す。

　パルチザンの魔剣『イライザ・イヴァ』。

　表面には火花が瞬またたいていた。常に帯電しているらしく、人間であれば触れることも不可能である代物──にもかかわらず、シーグフリードはためらいもなくその柄を右手で握る。

　パルチザンの帯びる雷撃は使い手の肉体を容赦なく蝕むしばんだ。黒衣を灰に変え、手甲を砕き、肌を焼く。火花で彼のこめかみを打ち、その顔面の半分を血に濡ぬらす。柄に触れる手の皮膚が溶解され、半ば槍と癒着したような状態になる──

　シーグフリードはしかし、肉体が壊れていくのも意に介さない。

　火花を己の周囲に侍はべらせ、パルチザンの魔剣を大きく振りかざす。

　──気が触れている。

　凄せい惨さんで常軌を逸した光景に、ルークは改めて彼が悪魔の血を引いていることを実感した。

「では──帝政列集国戦士団が団長、シーグフリード・ハウスマン」

　準備を終えたシーグフリードは名乗りを上げる。

　ルークもそれに応じた。あの決闘の日がそうだったように。

「聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス、ルーク・エインズワース」

「勝敗の決め方は？」

「死ぬまで」

「上等」

「殺してやるよ不能」

「吠ほえてろ糞くそ餓が鬼き」

　そして火ひ蓋ぶたは切られた。





　以前の決闘と違っていたのは、互いの道具である。

　シーグフリードが携える得え物ものは黒炎の魔剣でなく雷の魔剣。それは雷撃によって対象の身体からだを麻ま痺ひさせ、意識を刈り取り、肉を焼き焦がす。生命にとって天敵である現象を自在に操る、魔剣の中でも屈指の強力極まりない槍やり。

　片やこちらの得物である刀は、人外兵器、ホレーショー、黒くろ獅じ子しとの戦闘を経へてかなり劣化しており、斬きれ味には期待できない。しかし他ほかに頼れる材料は少なくなかった。

　刀が有する、霊体を断ち斬ることのできる『禍まが払はらい』の能力。“〝ヴァルバニルの肉”〟の副作用によって高められた身体能力。そして宿主に優れた視力をもたらす『魔眼』。自分にはこれだけの材料が備わっているのだ。

　──しくじることがない限り、勝算はある。

　シーグフリードがパルチザンで虚こ空くうを突く。

　槍の先端から瞬またたく雷光。

　ルークは『魔眼』を覚かく醒せいさせ、雷撃がたどるであろう軌道を事前に予測。紙一重の間合いでそれを回避し、底上げされた脚力で飛ぶように前方へと疾駆する。相手と違って飛び道具のない自分は接近して戦うしかない。たとえそこが雷の迸ほとばしる危険な場所であっても。

　シーグフリードが彼の正面に雷の檻おりを展開させた。余人の侵入を阻はばむように。

　けれどルークは構わず強引に斬り込む。刀を横に薙なぎ払って雷の檻を一掃する。

　パルチザンの魔剣から生み出される雷は天然のそれではなく、空気中の霊体を変容させた疑似的なものである。つまりその正体は霊体であり、『禍払い』の能力が通用する。

　砕け散った雷が残した火花に頬ほおを焼かれつつ、ルークは彼ひ我がの距離を詰めた。

　当然のことながら槍という得物は刀よりも間合いが大きい。こちらが斬撃を繰り出すより一歩早く、パルチザンの切っ先が先攻して喉のど許もとを襲ってきた。これを安易にかわしたり刀で受け流そうとすれば、続く刺突にあっさり仕留められてしまうだろう──故にルークは一切の躊ちゆう躇ちよなく、パ・ル・チ・ザ・ン・の・切・っ・先・を・横・か・ら・左・拳・で・叩・い・て・退・か・せ・た・。

　左ひだり拳こぶしの甲が切れ、その傷口を雷撃が焦がす。火花の弾はじける音に混じり、拳の中から何かが割れる音が聞こえたような気がした。この左手はもう使い物にならないかもしれない。

　──安い代償だ。

　激痛など押し殺す。シーグフリードの懐に飛び込み、その脇わき腹ばらに刀を奔はしらせた。

　斬撃はしかし、描くはずだった軌跡の途中で受け止められた。シーグフリードが間かん隙げきに己の左腕を滑り込ませ、盾にしたのだ。血ち糊のりと刃こぼれで凡ナマ刀クラと化していた得え物ものは鈍器さながらの打撃で黒くろ鎧よろいの手甲を砕く。その下の腕が鈍い音でひしゃげた。

　両者は至近距離で睨にらみ合い、同時に歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

　それは果たして痛みによるものなのか、はたまた喜悦によるものなのか。

「どうした刀鍛冶ブラツクスミス。見ないうちにずいぶんと人間を辞めているじゃないか」

「お前を殺せるなら何にだってなるさ」

　自分でも笑ってしまうくらい、この身体からだはきっと壊れかけている。今まで騙だまし騙だましやって来たツケ。だがそうでもしなければここまでたどり着くことはできなかっただろう。

　だから後悔は一片もない。

　あとは──

「捨て身か」

　シーグフリードは片手でパルチザンを回し、槍やりの柄つか尻じりでこちらの側頭部を打ってきた。

「捨て身？　おいおい」

　柄尻の打撃を、ルークは刀の柄尻で受け止める。寸分の狂いなく、ぴたりと。

「生きて帰るさ」

　必ず生き残る。そのための努力を怠たりはしない。己の肉体を引き換えにしてでもこの戦いを乗り越える。矛盾しているようだが、矛盾していない。少なくとも自分の中では。

「俺おれは──」

　そこで悪寒を覚え、ルークは言いかけた言葉を呑のみ込んだ。

　目の前の男の形相が劇的に変容したからだ。

「なっ……」

　別人と見違えるほどの変へん貌ぼうだった。頬ほおは引きつり、眉まゆは山なりになり、双そう眸ぼうは眼球を突き出すように不気味に見開かれる。一度に年老いてしまったかのように顔面に深い皺しわがいくつも刻まれ、その溝が折れて曲がってくねって苦く悶もんの表情を作った。

　その表情が明確に示していたのは、嫌悪。

「お前もセシリー・キャンベルとかいう女と同じだな」

　あいつがどうした、と口にしようとして出し抜けに足あし許もとが蹴けり払われる。金棒で殴られたかのような衝撃にすくわれ、ルークは抵抗の余地なく左肩から落下した。

　痛みよりも、あっさりと転がされてしまった事実に目を白黒させる。

「神はいない」

　上からぼそりと呟つぶやく声。頭を上げることよりもその場から早急に逃れることを優先、四よつん這ばいの姿勢から獣のように大きく後方に飛とび退のく。今まで倒れていた位置にパルチザンの刃やいばが突き刺さり、その刺さった箇所を雷撃が焼き焦がした。

　足あし許もとからごろごろと喉のどを鳴らすような、うめくような音。巨竜にしてみれば頭に直接雷を撃ち込まれているのだから、たまったものではなかっただろう。

「光は腐る」

　飛び退いたことで開いたはずの距離は、しかし次の瞬間には埋められていた。ひと蹴けりでこちらの眼前にまで肉薄したシーグフリードは、連続してパルチザンを突いてくる。

「愛は幻想。愛は差別。人は裏切る」

　ルークは得え物もので受け流すのが精一杯だった。体勢を立て直すこともままならず、途端に捌さばき切れなくなる。辛くも左ひだり拳こぶしでまた叩たたき弾はじこうとするが、先ほど雷撃を受けた後遺症か左腕そのものが上がらない。

「お前は死ぬ。灰も残り香もいずれは無に還かえりすべては失われる」

　直前で右半身を後ろに引き、パルチザンの刺突を左の二の腕で受けた。槍やりの先端は骨にまで達し、拳と同様に傷口を焼き焦がす。ルークは絶叫した。

「ああ、虚むなしいかな。悲しいかな。素晴らしきかな──」

　がむしゃらに相手の腹を蹴り飛ばす。よろけたところに斬きりつけるも、その姿はすでにそこになかった。

　再び距離を取ったシーグフリードは、冷たい眼まな差ざしでこちらを睥へい睨げいしてくる。いつの間にか表情は元のそれに戻っていた──皺しわに蝋ろうを流し込んで平らに均ならしたみたいに。

　ルークは死んだ左腕をだらりと下げ、息を荒あらげながら彼を睨にらみ返す。

　意識を保っていられたのは“〝ヴァルバニルの肉”〟の副作用がまだ効いていたからかもしれない。激痛は熱を伴って頭を中から揺さぶってきた。傷口を焼き塞ふさがれたため、さほど流血しなかったことがせめてもの救いか。

「俺おれはあの女やお前のような人間が大嫌いだ。俺の前で希望を語るから、未来を望むから。ぶっ壊してやりたくなる」

　シーグフリードが呟いているが、ルークは応じる気力も湧わかなかった。

　己の垂れ下がった左腕を一いち瞥べつし、思う。

　──もう今まで通りに鍛か冶じはできない、か。

　傷は癒いえても何らかの障害が必ず残るだろう。今後左手で緻ち密みつな作業は行えまい。だが不思議と焦燥はなかった。自分には弟子のリサがいる。エインズワース家の技術は途絶えないし、リサはまだまだ腕を上げる余地がある。

　そして今、セシリーが巨竜に喰くわれた彼女を救ってくれているはずだ。

　自分はただ、この状況と向き合っていればいいのだ。

　──さあ、どうすべきか。

　逃げる、という選択はもちろんない。ここは空の上。元より退路なんてない。

　ならば進むのみ──

「シーグフリード様」

　と、そのときフランシスカがシーグフリードの横に立った。

「私も使っていただけないでしょうか」

　シーグフリードが片かた眉まゆを上げ、こちらを見据えたまま口を開く。

「珍しいな。お前がこの状況で首を突っ込んでくるなど」

「失礼を承知の上で申し上げております」

　フランシスカは己の胸に手を当て、

「私はいずれ、数多あまたの魔剣たちのように巨竜の制御に使用されます。そのことに躊ちゆう躇ちよはありません。ですがその前に──最後にシーグフリード様に私を使っていただきたく思います。せめてもの手た向むけとして」

　シーグフリードは一度も彼女のほうを振り返らなかったが。

「……来い」

　フランシスカは頬ほおを上気させ、口早に文言を唱える。

　それから起こった現象は、ルークが見てきたどの魔剣の変化と比べても異質だった。

「眠りを解ほどけ。地を奔はしれ。冠をその頭こうべに。────神を殺せ」

　フランシスカのすぐ足あし許もと──巨竜の体表が軋きしみ、内側から爆はぜたように鱗うろこが砕け散る。さらけ出された肉が黒い体液を噴きながら膨張し、上昇。真上にいた女戦士の肉体を瞬またたく間まに呑のみ込んで押し潰つぶした。

　シーグフリードは左手にパルチザンを持ち替え、右腕を肉塊に突き入れる。その手が塊から引き出したのは両刃の長剣──バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　彼はそれを右手にぶら下げ、パルチザンの帯電で今度は左半身を焦がし、二本の得え物ものの重量に引っ張られたように背を曲げ、顎あごを突き出すようにしてこちらに面を向ける。

　今なお雷光に打たれ、爛ただれ続ける顔面。

　瞼まぶたがどろどろと溶け出し、三白眼の眼球が零れ落ちそうだった。

「さあ続きだ。刀鍛冶ブラツクスミスよ」

　片隅ではオーガスタスが戦おののくように凍りついている。帝政列集国の人間であっても、やはりシーグフリードの姿は異常極まりないものだったらしい。

「……本物の悪魔よりもよほど悪魔らしいな」

　ルークは思わずにはいられない。あれに比べたら自分はまだまだ人間だ。

　──そんな奴を俺おれは倒さなきゃいけないわけか。

　気が遠くなりそうだったが、やるしかない。ルークは右半身を引いて左半身をシーグフリードに向けた。相手から死角になるよう、刀を半はん身みの陰に隠す。小手調べにもならないだろうが、この満まん身しん創そう痍いの身体からだで取れる構えと言えばこれくらいしかない。

「…………」

　ルークは相手の出方を窺うかがい、しばし構えたまま不動だったが。

「……オイ」

　シーグフリードが痺しびれを切らしたように口を開いた。

「お遊戯もほどほどにしろ。俺おれも暇じゃない」

　直後──

　全身により一層の雷の衣をまとい、地を蹴けった。雷光渦巻く力場は馬車がその車輪で轍わだちを造るように足あし許もとの鱗うろこを削りながら、こちらを轢ひき潰つぶす勢いで接近してくる。雷鳴に巨竜の咆ほう哮こうが混じり、その頭が若干揺れた。

　ルークは待たず、軽い足あし捌さばきで滑るように移動を開始。突進してくるシーグフリードからできるだけ距離を取るようにする。真っ先に思いついた手は時間稼ぎ。逃げ回っていれば、そのうち魔剣の力で勝手に自滅してくれるのでは──

「だからほどほどにしろ。遊ぶのは」

　雷が飛来する。かわしきれない。ルークはやむを得ず刀で薙なぎ払うが、その間にシーグフリードは距離を詰めてきていた。抉えぐるように突き込まれるパルチザン。これも刀で受ける。もしも得え物ものが普通の剣だったなら雷撃が刃やいばを伝ってこちらの手を焼いていただろう。

　しかしこの隙すきにシーグフリードは真横にまで回り込んでいる。長剣であるバスタード・ソードを片手で軽々と振り回し、こちらの背面に叩たたきつけてきた。

　不ふ揃ぞろいの刃たちが砕ける──斬撃は剣山を蹴け散ちらして背中を斬きり裂いた。

「ぐっ、ッ！」

　喉のど許もとまで込み上げた悲鳴を奥歯を噛かんでこらえる。ルークは猛烈に自覚した。安易に距離を取っては駄目だ。短期決戦のつもりで臨まねば──自分の身体がもたない！

　二本の足で確かに鱗の地面を踏み締め、下半身を固定。斬りつけるのではなく刀の刃をシーグフリードの左肩に当て、全体重を載せて下方に引く。猛烈に奔はしる火花と鼓膜を削るような摩擦音。ぎざぎざに欠けこぼれていた刃先はその小さな凹凸の摩擦によって黒くろ鎧よろいの胸当てを焼き切り、胸当ての下の皮膚をずたずたに引き裂いた。

　シーグフリードの動きが一瞬だけ硬直する。その顔面を、ルークは刀の柄つかを握ったままの拳こぶしで殴打した。刀の鍔つばがずれ落ちかけていた左眼球を破裂させる。

　先ほど自分がしたように、ルークは腹を蹴り飛ばされた。明らかに違ったのはその威力。冗談のように吹き飛ばされ、巨竜の頭の上を転がる。バスタード・ソードの斬撃で半壊していた剣山が転倒によってさらに折れ砕け、付け根に当たる背中の肉を抉った。

　明滅する視界。閉じかける意識。このまま眠ってしまいたいという欲求。

　けれど。

「が、ぁああああああ！」

　心が挫くじけるより前に吼ほえ、跳ね起きる。

　片目の潰つぶれたシーグフリードに刀の切っ先を突きつけ、血を吐きながら挑発した。

「次は右目だぶっ飛ばしてやるこの怪物がァッ!!」

「殺す殺す殺す鍛か冶じ屋や風情がァッ!!」

　同時に駆け出して衝突──そこからはもう完全な泥仕合である。

　とにかく互いに互いを壊すことに尽力した。同じく泥仕合の体ていを成した前回の決闘をそのままやり直すように、極至近距離まで詰め寄り合い、相手の肉を斬きり、削り、叩たたき、殴る。刀もパルチザンもバスタード・ソードも敵を殴り殺すための頑丈なだけの棒と化し、時には得え物ものではなく拳こぶしで、肘ひじで、膝ひざで、頭で相手を壊しにかかる。ルークもシーグフリードも自身の流血と互いの返り血で全身が濡ぬれそぼつのに、さほど時間はかからなかった。

　決闘はただの殺し合いに変わり、一種の拮きつ抗こう状態に至る。ともに一歩も退ひかないために決め手に欠け、もはやどちらが先に事切れるかを競う戦いになっていた。

　その拮抗もやがては崩れる。

　事態が動いたのは、ルークの振るった刀がシーグフリードの右手首を打ち据えたときだった。血ち糊のりに汚れ、刃の潰れた得物では皮膚を斬ることはできない。が、その衝撃でシーグフリードが右手のバスタード・ソードを取り落とした。

　残る力を振り絞るとしたらこの瞬間しかなかった。ルークは沈むほど足を踏み出し、横一直線の剣閃を放つ。シーグフリードはパルチザンの柄つかで受けようとするが、渾こん身しんの斬撃はその防御を彼方かなたへと弾はじき飛ばした。

　がら空きになる胴体。それを守ってくれるはずの胸当ては、少し前にルークの手により焼き切られ斜めに開いており、守るべき胸板を無防備にさらしている。

　言葉にならぬ叫び。ルークは半ば体当たりするように刺突を繰り出した。刀の先端は胸当ての切れ目にきれいに吸い込まれ、シーグフリードの左胸を突き──背中へと抜けた。

「…………」

　沈黙と静止。

　どれくらいの時間が経過したのか、意識がおぼろげだったルークにはわからない。ただ頭を預けるようにシーグフリードの胸に密着し、祈るようにそこに刀を押し込み続けた。

　不意にどろりとした液体が頭に降ってきたのを感じ、ルークはそっと面を上げる。

　シーグフリードが口から血を溢あふれさせていた。

　その右目は虚うつろに濁っている。

　──やった、のか？

　誰だれに問うでもなく胸中で確認したとき。

　ルークは真横から突き飛ばされた。

「え」

　限界を超えて脱力していた身体からだはいとも簡単に吹き飛ぶ。瞬間的に首を巡らせるとそこにはフランシスカの姿があった。彼女はすでに突き飛ばしたこちらを見ておらず、胸に刀が刺さったままのシーグフリードに駆け寄ろうとしているところで──

　その視界を最後に、ルークの身体は巨竜の頭の上から投げ出され、落ちた。





　セシリーとリサは真っ先にそれに気付いた。

　何故ならずっと巨竜の浮遊を見上げていたからだ。

「セシリーさん──」

　言われるまでもなくセシリーは駆け出していた。

　走りながら鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀を右の順手から左の逆手に持ち替え、相棒を呼ぶ。

「頼むぞアリアッ！」

　──私をあそこまで運んでくれ！

　聖剣『アリア』の刀身に渦巻くように可視の風が集まり、何層にも束ねられ、圧縮されていった。それは瞬またたく間まに一個の小さな竜巻にまで進化。セシリーは直刀の切っ先を地面に向け、集束した風を解き放つ。

　足あし許もとで起こった爆風は使い手の身体を望み通り上・空・へ・と・打・ち・上・げ・た・。

　顔面に向かい風が衝突し、全身を鉛のように重い負荷が圧迫する。セシリーはそれに耐えつつ、なおも聖剣の力を展開。自らの身体に風の塊をぶつけて上昇の角度を調節し、かつ逆手に持った直刀から再度竜巻の暴発を起こして加速した。

　風圧で水分が飛ばされ、瞳ひとみが急激に乾く。それでも片目だけは絶対に閉じない。

　目標を少しも見逃さないために。

「────ルークッ!!」

　セシリーはほとんどぶつかるようにしながら、巨竜から落下してきたルークを中空で抱き止めた。落下の勢いと彼の体重が抱き止めた二本の腕にまとめて圧のしかかってくる。尋常でない重さに滑り落としてしまいそうになる──ところを唸うなりながら辛抱した。

　合流したふたりの身体は火山の勾こう配ばいへと直下する。セシリーはリサとともに巨竜の腹から脱出したときの要領で、自分たちの真下に逆風を発生させて降下を減速し、地面が間近に迫ったところで落下地点に風の塊を放って緩衝材代わりにした。それでも勢いは相殺し切れず、セシリーたちは倒れ込むように勾配を転がった。

「ルーク！」

　即座に起き上がり、急いでルークの許もとに這はい寄る。

　彼の凄せい惨さんな有り様を見て心臓が凍りそうになった。血まみれの全身、削そぎ落ちた背中の剣山、ずたずたの左腕、閉ざされた瞼まぶた。瀕ひん死し、と表するのも生易しいくらいの状態だった。

「そんっ、そんな──ルークが、し、死ん──」

「…………で、ない」

　か細い声。泡を食って飛びつき、彼の上体を助け起こした。

「生きてる!?」

「セシリー、か」

　薄く瞼を開くルーク。虚うつろな目は意識が混濁している証拠だった。

「……リサは？」

「助けたぞ！　怪け我がはしているが大丈夫だ！」

「さすが、俺おれの嫁だ……」

　褒めてくれるのは嬉うれしいが、いささか言葉が呑のん気きに感じられた。嬉しいが。

「あなたこそ生きてるのが不思議なくらい、ひどい怪我だ……」

「ああ、たぶん……これも“〝ヴァルバニルの肉”〟の副作用だ……それ以外に思い当たる節がない……本当によく生きてるな俺……」

　ぼそぼそと独り言のように言い、ふとこちらに訊たずねてくる。

「……今、お前が助けてくれたんだよな？　……空中で、俺を受け止めて……」

「ああ、そうだ」

「じゃあ……お前はあの巨竜の上まで飛べるのか」

「えっ」

　思わず巨竜のほうを確認してから、ぶんぶんと首を横に振った。

「あ、あんな高さまでは無理だ！」

　そうか、と瞼を閉じて緩く息を吐く。そっと何かを諦あきらめるように。

　一体あの上がどうしたと言うのか。ルークがここまで満まん身しん創そう痍いになってしまったことにも関係しているのだろうか──いや、詳しい話は後回しだ。

「もう喋るな、ルーク。すぐに誰だれかに頼んで祈き祷とう契けい約やくで治療してもらおう」

「なあ……ちょっと顔を、近くにくれ」

「ん？　何だ──んむっ」

　言われた通りに顔を寄せると、いきなり唇を唇で塞ふさがれた。

　鉄の臭いが鼻の穴まで突き抜ける。驚いた拍子に口伝いに少し彼の血を飲んだ。

「あれだけ頑張ったんだ……これくらい許せ。……少し寝る。しばらく任せた」

　唇を離してから一方的に言い、ルークはあっという間に寝息を立て始める。

「…………あなたはいつも勝手なんだよ」

　しばし放心していたセシリーは唇を尖とがらせ、ひとり呟つぶやいた。

　勝手にいつ抱く抱かないの話を決めて、勝手に唇を奪って、勝手に傷ついて。

　──こっちは心臓がいくつあっても足りない。

　似た者同士だということには、もちろん気付いていない。





「シーグフリード様！」

　今の今まで目の前にあったはずの刀鍛冶ブラツクスミスの血みどろの顔面は、気が付けばフランシスカの泣きっ面にすり替わっていた。

　巨竜の頭の上を見回し、彼女に訊たずねる。

「……刀鍛冶は？」

「私が下に落としました。ああ、そんなことよりもひどい怪け我がを──」

　言われ、己の身体からだを見下ろす。左胸に刀の柄つかが生えていた。それで得心がいった。

　──なるほど。

　シーグフリードは当たり前のように断言した。

「これは死ぬな」

　フランシスカが息を呑のんで表情を凍らせる。

「そん、な」

「少なくとも長くはもつまい。予定が狂った」

　悪魔と人間の異種交配によって造られたシーグフリードは、それ故か成長の速度が人間の何倍も速く、その分だけ寿命も短い。元々限界が迫っているとは自覚していたが、あの刀鍛冶のせいでそれをぐんと縮められたらしい。

　己の肉体は遅からず崩壊を始める。どう足あ掻がいても避けられない事実だった。

　すまんな、とシーグフリードは彼に詫わびた。

「事情が変わった」

「事情……？」

　オーガスタス・アーサーである。その表情は引きつっているように見えた。

　ひょっとしたら勘付いていたのかもしれない。これから己の身の上に起こり得うることを。

「ああ。本当はすべて終わってから、この巨竜をあんたに引き渡すつもりだった」

「……貴様」

「お察しの通りだ。予定が狂って事情が変わった。赦ゆるせ、とは言わない」

　シーグフリードはパルチザンの先端をオーガスタスに向けた。

「世話になった。感謝してやる」





　ルークの身体からだを背負って一同の許もとに戻ったセシリーに──

「セシリー!!」

　ハンニバルが怒号のように叫んだ。

「あれも救ってやってくれ！　頼む！」

　へ、と彼が指し示す先を振り返り、巨竜からまた誰だれかが落下してくるのを目撃。

　慌ててルークの身柄を他人に預け、セシリーは再び駆け出した。叫ばずにはいられない。

「私たちは便利屋じゃないんだが！」

　まったくだ、と言いたげに風が頬ほおを撫なでた。
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　セシリーとアリアの助けによって墜落を免れたオーガスタスは、それから地べたに腰を下ろしたきり動こうとしなかった。全身が焦げついていたが立って歩けないほどにも見えない。どうやら己を取り囲む集団を目まの当あたりにして争う気力を失なくしたらしかった。

　ヒューゴーやアーヴィーが何を問い詰めようとも、彼は固く口を閉ざすばかりだった。胡坐をかいて腕を組み、瞼まぶたを閉じて誰の言葉にも耳を貸そうとしない。

　ただしその沈黙も長くは続かなかった。

「アーサー」

　オーガスタスは弾はじかれたように振り返る。

　人垣の向こうからハンニバルが現れるのを見て、茫ぼう然ぜんとした面持ちになった。

「生きて……いたのか」

「当然だ。ワシを誰だと思っている？」

「……“〝大陸最強”〟」

「おう。ゆめゆめ忘れるな」

　ハンニバルは白い歯を見せて笑い、なあアーサー、と語りかける。

「このままあの巨竜にしてやられるのは面白くないだろう？」

「…………」

　この再会と短いやり取りが、オーガスタスの心境に変化を与えたのかもしれない。

　彼は先ほど聞き流したヒューゴーやアーヴィーの質問にひとつひとつ答え始めた。此こ度たびの決戦における帝政列集国の目的。ヴァルバニルの支配とその方法。巨竜の上でルークとシーグフリードが血で血を洗う死闘を繰り広げたこと──

「ヴァルバニルを操作、か」

　ハンニバルは眉み間けんに皺しわを寄せ、巨竜を見上げる。

「また馬ば鹿かなことを考えたものだな」

「…………」

「どうしてそのような馬鹿げた存在を求めた？　帝国には豊かな国力があったはずだ。他国と争うにせよ、ヴァルバニルになど頼らずとも自国だけで戦えるだけの力が十二分にあったはずだ！　なのに何故お前ともあろう男が──」

「ハンニバルくん。詳しい追及は後にしましょう。今はヴァルバニルのほうです」

　鼻息を荒あらくするハンニバルを諌いさめ、ヒューゴーは勾こう配ばいの片隅を振り返る。そこには独立交易都市、軍国、帝政列集国の区別なく人々が集まり、何かの作業に没頭していた。

「ユーインくん！　そちらの首尾はどうですか？」

「もう少し時間をください！」

　人だかりの中からユーインが叫び返す。

　彼らが総出で取りかかっていたのは実に単純な内容だった。別の集団が火山の各所からありったけの弓矢と玉たま鋼はがねを運び込み、待機していた集団は玉鋼に簡単な細工を施し、それを矢や尻じりに括りつけるという、ただそれだけの作業。しかしその量が尋常ではない。玉鋼を取りつけられた弓矢は勾配の上に堆うずたかく積まれていく。

　アーヴィーが渋面で口にした。

「音声伝達の祈き祷とう契けい約やくを使うことができれば、もっと円滑に進められるのですが。はい」

　彼が言っているのはユーインが以前に発案した、離れた場所にまで音声を届けることのできる祈祷契約のことだ。そのための術式が火山地帯に張り巡らされ、決戦の最中まで機能していたが、巨竜が復活した際の余波で破壊されてしまっていた。

　この祈祷契約さえ使えれば、弓矢と玉鋼を回収に行く集団への指示や誘導がより効率よく行えたのだが……。止やむを得えません、とヒューゴーは首を横に振る。

「しかし人々は未いまだ諦あきらめずに協力してくれています。あのような巨竜を前にしているにもかかわらず、です。これだけでも申し分ないくらいだと私は感じますよ」

「もっともな御意見です。はい。……それでは私は先に作業に戻ります」

「ええ。自分もすぐに行きます」

　アーヴィーは作業を手伝うためにユーインたちのほうに小走りで駆けていく。

「……お前たちはあの巨竜を倒そうとしているのか？」

　信じられない、という顔でオーガスタスが呟つぶやいた。

「当然だ」

　答えたのはハンニバルだ。

「この作戦が成功すれば、ワシらは確実にヴァルバニルに勝てる。……まあ、もっともそのためには彼女たちの力が必要不可欠なのだがな」

「……彼女たち」

　具体的な名前を出されなくても、オーガスタスにはそれが誰だれのことを指しているのかわかったのだろう。何故なら“〝彼女たち”〟にはついさっき助けられたばかりなのだから。

　彼が自然と視線を移した先には、女騎士の後ろ姿があった。彼女はその手に一振りの直刀を持ち、作戦の準備に忙殺される人々からひとり離れて巨竜の挙動を見張っていた。

　女騎士の体格はオーガスタスよりもひと回りも小さく、腕や脚も細い。

　しかしその佇たたずまい──二本の足でしかと大地を踏みしめ、背筋を真まっ直すぐ縦に伸ばし、おとがいを反らして一心に巨竜を見上げる様には妙な雄々しさが窺うかがえる。

　そしてどうしてか。

　その背中は、旧帝国騎士団の総団長にさえ広く感じられた。





　その背中を、フランシスカは見つめ続けていた。

　──出会ってからずっとそうだった。

　現存する魔剣の多くは過去の大戦期に生まれ、戦後に大陸の各地へと散らばった。正体に気付かれず商人に売り飛ばされたモノ、収集家に拾われて見世物として土地を転々としたモノ、それの持つ力を危ぶまれたために国庫の奥に封印されたモノ。

　戦場の跡地に忘れ去られていたモノ。

　それがバスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　大戦が終結して以後、長い時間を剣の残ざん骸がいに埋もれて眠り続けていたように思う。その頃ころの意識は曖あい昧まいで記憶も定かではない。暗く、寒く、寂しいところだったということだけはぼんやりと覚えている。

　打ち棄てられていたフランシスカを見つけたのが、他ほかならぬシーグフリードだった。彼はエヴァドニの能力を用いて位置を割り出し、剣の残骸をかき分けてバスタード・ソードを掘り起こしてくれた。

　以来フランシスカはシーグフリードに仕え、彼の背中を追い続けてきた。

　その背中から今、血塗られた刃やいばが突き出している。失血を抑えるため、シーグフリードは己の左胸を貫く凶器を放置していた。苦しげに息をし、巨竜の頭に突き立てたフランベルジュの魔剣にもたれかかってなんとか立っているような状態。

　フランシスカはそんな彼を後ろから見守ることしかできなかった。

「フランシスカ」

　背中から呼ばれ、はい、と背筋を正す。

「お前は俺おれに懸想しているとのことだったな」

「はい」

「何故だ。俺に取り入れば、憎き神に一いつ矢し報いることができると考えたからか？」

　懸想の理由。恐らく決戦が始まる前までだったら、どう答えたらいいのかわからなかっただろう。でも今ならばはっきりと答えることができる。

「わかりません」

「……わからない？」

「はい。私が何故このような過ぎた感情を抱いているのか、自分にもわかりません」

「ならばそれは刷り込みという奴だろう。雛ひなが最初に見たものを親と思い込むように、お前を拾った俺おれに普通ではあり得ない精神を──」

「い・い・え・、違・い・ま・す・。これだけは断言できます。私は確かにあなた様をお慕い申し上げている、と」

　剣の山の中から掘り起こされ、永い眠りから覚めたとき──

　シーグフリードの前で初めて人の姿形を得、人の目で彼を見た瞬間から、この感情は始まった。フランシスカにとってはそれがすべてであり、疑う余地のない真実。死の淵に立った主あるじの背中を前にしてようやく、その真実に実感が伴った。

　今は不思議と、ヴァルバニル神への憎悪など吹き飛んでしまっている。

「自分のために死ね、自分とともに死ね。シーグフリード様はそう仰おつしやっていました」

　フランシスカは彼の意図を察していたから、先んじて伝える必要があった。

「だから私はシーグフリード様とともに死にます」

　──あなたが何を言おうとも。

　最期までそばを離れない。離れてやらない。

　シーグフリードの嘆息する音が聞こえた。

「お前は変な魔剣だ。俺の知る中でも特に図抜けて、な」

「それは……少し心外なような……」

　目の前の背中が震える。笑っているのだろう。フランシスカもはにかむようにそっと微笑ほほえむ。こんなにも胸が温かく心地好いのは生まれて初めてかもしれなかった。

「お邪魔」

「かしら」

　耳みみ許もとで囁ささやかれ、飛び上がりそうになる。

「イ、イライザ・イヴァ！　戻っていたのならそう言え！」

「えー。せっかくひと仕事終えて戻ってきたのに」

「労ねぎらいの言葉ひとつもないとは冷たいです」

　いつの間にか背後まで来ていたイライザ・イヴァが、腰に手を当てて抗議した。

　巨竜の背の様子を偵察に行っていた“〝彼女たち”〟は口・々・に・報告してくる。

「ヴェロニカもノアも見当たらなかったわ」

「ただし戦いの痕こん跡せきはありました。相手はあの刀鍛冶ブラツクスミスでしょう」

「残念だけど下に落とされたんじゃないかな」

「また、細羽から何本か魔剣が抜かれていたので戻しておきました」

　先ほど刀鍛冶ブラツクスミスが現れた時点で、ヴェロニカたちの末路はおおよそ予想されていた。下界に残ったホレーショーも今いま頃ごろは生きてはいまい。何せ彼はあの刀鍛冶を始末するために別行動を取ったはずなのだから。

　──結局生き残ったのは私たちだけか。

　その自分たちも無傷とは言えない。魔剣本体が負った傷は人の姿にも反映される。刀鍛冶との戦闘を経へて、自分もイライザ・イヴァも身形が汚れ、大小の怪け我がを負っていた。

　普段のイライザ・イヴァならば、真っ先にそのことを愚痴っていただろう。

　しかし“〝彼女たち”〟は別段気にした様子もなく、主あるじに向かって言う。

「シーグフリード様。私たちはフランシスカほどあなたに心酔していない」

「しかし乗りかかった船です。一緒に大陸の終わりを見物させていただきますよ」

「正直ヴァルバニルをどうこうするより」

「そちらのほうが、絶対に面白そうです」

　いささか不ふ遜そんな発言も交じっていたが、フランシスカは“〝彼女たち”〟を諌いさめなかった。

　ともに死ぬ。その意志は自分と同じだということがわかったから。

「……お前もおかしな魔剣だ」

「それはそれは」

「お褒めいただき光栄です」

　鼻を鳴らし、シーグフリードは宣言する。

「始めるぞ」

　終わりを。





　──たぶん、これが決戦の最後になる。

　セシリーだけでなくここにいる誰だれもが予期していたことだった。人間と大陸史上最悪の人外の、直接の対決。これの勝敗がすべての命運を、大陸が終わるか否かを決定する。

「…………」

　見上げるセシリーの視界には、赤々と燃える空が広がっている。霊体の暴走によって引き起こされた異常気象──赤い空は思い出したように雷鳴を轟とどろかせ、流星をいくつも降らせる。こうして見ている間にも小さな光が天に線を引いていた。

　そのような光景に浮遊するはヴァルバニルの巨大な影。

　そしてあの巨竜の上に、シーグフリードがいる。

　彼個人の目的は未いまだ明らかになっていない。巨竜を操作して具体的にどうするつもりなのか、協力者であったオーガスタスですら詳しくは知らないらしかった。

　わかっているのは、彼が破壊を望んでいるということ。

　──させてたまるか。

　肩越しに背後を見やった。そこには戦いの準備に奔走する人々の姿があり、セシリーはその中から親しい人物の顔を順にひとつずつ眺めていく。ヒューゴー、アーヴィー、ハンニバル、レジナルド、ゴードン、ドリス、ヒルダ、ヘイゼル、ユーイン──

　ルークはパティを始めとした非戦闘の都市公務員たちに囲まれ、祈き祷とう契けい約やくによる治療を受けているところだった。昏こん々こんと眠る彼を、傍かたわらでリサが心配そうに見守っている。

　──必ず守る。ひとり残らず、この手で。

　セシリーは決意を固める。……が。

　ただその一方で、ほんの少し心残りのようなものがあった。軽はずみに口にしてしまえば誰だれかに怒られてしまうかもしれない。だから内緒話をするみたいにこっそりと呟つぶやく。

「正直、ためらいもある。これが終われば君と離れ離れになってしまうから」

　風が前髪を揺らした。同意するように。

　セシリーはその心地良さに目を細め、相棒に告げる。

「でも、やろう。そのために私たちはここまで頑張ってきた」

　視線を上空に戻す。

　巨竜がこちらに頭を巡らせるのが、ちょうど見えた。

「……来るか」

　静かに聖剣『アリア』の能力を発現させる。最初は足あし許もとをくすぐる程度のつむじ風。けれどそれは少しずつ規模を増していき、セシリーの周囲で螺ら旋せんを描いた。力を溜ため込むようにぐるぐると循環する風は、ついには竜巻へと変わる。

「さあ、すべてを救おう。アリア」

　風の鎧よろいをまとったセシリーは、上空の巨竜と睨にらみ合う。かなりの遠距離でありながら人間と人外の視線が確かに交差した。少なくともセシリーはそう実感する。

　──勝負だ、ヴァルバニル。

　こちらの心の声に応じるように巨竜は開口し、セシリーは直刀で天を突く。

「貫けッ!!」

　地上に降り注ぐ、呼吸ブレスの白光。

　天空に舞い上がる、白と銀と緑の三色に輝く風。

　ふたつの衝突は中空に激烈な破壊を生んだ。光の洪水が視界を呑のみ込み、轟ごう音おんが音声という音声を粉砕する。地上にいた人々は真上から爆風に圧迫され、そのほとんどが地面に引き倒された。

　呼吸を相殺できたことを確認するや、セシリーは投げ出すように右腕を下ろす。

「っ、ぅう……！」

　腕に巻かれた包帯が赤くにじんでいた。先刻、巨竜の脚を上げさせるために無理をしたときの怪け我が──その傷口が開いたらしい。右腕そのものも心なしか全体が腫れているように見える。一時は痛みも治まりかけていたが、たった一撃にしてぶり返してしまった。

　苦痛に顔面を歪ゆがめつつも、しかしセシリーは強引に笑みを浮かべてやる。

　──流石さすがはルークとリサが鍛え上げた名刀だ。

　この腕の痛みは、彼らが造り上げし得え物ものが如い何かに優れ、如何に強大な力を有しているかの証明となる。ならば甘んじて引き受けよう。もちろん力の反動に屈して相棒を取り落とすような真ま似ねもしない。

　何度だって前を向く。セシリーは巨竜を振り仰ぎつつ叫んだ。

「団長ォ！」

「────おうッ」

　何ど処こからかハンニバルの応じる声。砂さ塵じんの中では他人の姿を見るのもままならない。

「用意ができた矢からどんどん放て！　セシリーとアリアに遅れるなッ!!」

　駄目です、と別の声が聞こえた。ユーインだろうか。

「あの高さでは巨竜に矢が届きません！」

「構わないッ──私・た・ち・が・運・ぶ・！」

　その一言でこちらの意図するところは伝わったらしい。一帯に充満する砂塵を突き抜け、無数の矢が一斉に放たれた。それは真まっ直すぐに上空の巨竜を目指す──が、明らかに勢いが足りない。目標に届かないだろうことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　だからその不足をセシリーとアリアが補う。

「頼むぞアリア！」

　相棒に委ね、セシリーは直刀を横よこ薙なぎに斬きり払った。展開済みだった風が斬撃に乗って直上──追い風となって矢をさらに上昇させる。数え切れない矢が巨竜の腹に着弾した。

　刹那、その腹の上で弾はじける炎。

　矢が接触する順に爆はぜ、その小爆発は見る間に連鎖して広がっていった。

　矢や尻じりに括りつけられていた玉たま鋼はがねが起こした、霊体の暴発現象である。ユーインの指示により、玉鋼には高濃度の霊体に当てられた状態で衝撃を与えると暴発するように細工が施されていた。そして霊体の発生源は何を隠そうヴァルバニル本体。両者を接触させれば今のような小爆発を引き起こすことができる──

　上空を覆い隠していた爆発の煙がやがて晴れる。

　巨竜は変わらずにそこに浮遊していた。霊体の暴発など物ともしないように。

「……だ・ろ・う・な・」

　元よりあの程度の爆発で何とかできる相手だとは思っていない。セシリーは注意深く目を凝らし、見つけた──巨竜の腹に点々と結晶のように刃やいばの小山ができているのを。

「成功だ！」

　歓声が一帯に木霊した。

　今しがたの爆発は巨竜を取り巻く霊体を消費し、隣接する“〝ヴァルバニルの肉”〟にあることを誤認させることに狙ねらいがあった。

　ユーインは決戦前に初代ハウスマンの研究資料を読み込み、悪魔契約で消費される霊体量や消費の方法に一定の法則があることを知ったらしい。彼はこれを利用し、一本の矢によって消費される霊体量を微調整。その爆発によって「す・ぐ・そ・ば・で・人・間・が・悪・魔・契・約・を・行・っ・た・」と“〝ヴァルバニルの肉”〟が誤認するよう、簡易的な仕組みを作ったのだ。

　件くだんの肉が剣山化する条件は“〝人間”〟と“〝ヴァルバニルの気配”〟──

　あくまでこれは理論上の話であり、果たして上う手まくいくかどうかは非常に際どいところだった。しかしハンニバルやヒューゴーたちはこれに賭かけた。爆発のすべてが誤認を引き起こす必要はない。せめてその一割でも成功することがあれば、活路が開けるのだ。

　そして──活路は確かに開かれた。

「ユーイン殿の名は大陸史に残るに違いないな」

　彼の名前に反応したように、小さな風が目の前で渦巻く。

　セシリーは微笑ほほえみ、しかし直後に表情を引き締めた。

　猛烈な悪寒。見上げれば案の定、巨竜が再びその口を大きく開いている。

　──第二波！

　周りの人々に警告する間もなかった。呼吸の発射に一拍遅れ、セシリーは虚こ空くうを刺突。

　霊体の小爆発など比較にならない爆発が一帯を揺るがす。こちらが刺突を繰り出すのが遅れた分、衝突は先ほどより地上に近い場所で起こり、身動きが取れなくなるほどの爆風を人々に浴びせた。

「────」

　セシリーは悲鳴を噛かみ殺す。じわじわと包帯を侵食する赤い染み。

「怯ひるむな、顔を上げろ！　ありったけの矢を射よ！」

　今度はゴードンの怒声だった。この場にいる誰だれよりも重傷のはずの彼は、けれどこの場にいる誰よりも張りのある声で人々を叱しつ咤たする。

「今このときに命を張らないでいつ張る!?」

　故にこそ彼の言葉は心を支え、背中を押す。

　矢の大群が再び放たれ、追い風がそれをより上空へと運んだ。巨竜はその長い胴を波打たせて空を渡るも、アリアの風によって軌道を調整された矢たちが後を追う。

　遥はるか上空が小爆発に包まれる中、セシリーは巨竜の挙動を見逃さなかった。自分も無意識のうちに刺突の予備動作に入っている。呼吸と輝く風による三度目の衝突──

　効果は次の矢群で表れた。巨竜の高度が目に見えて落ちたのだ。

　これで人々の士気が上がらないはずがない。玉たま鋼はがねを取りつけた矢は切れ目なく射られ、巨竜の長い胴に着実に剣山を作る。巨竜は増加する自重に耐え切れず徐々に徐々に地上へと引きずり下ろされていく。抵抗するように吐き出される呼吸。それを阻はばむは輝く風。

　四度目となる衝突を経へたとき、セシリーの右腕からは血が滴っていた。

　だがセシリーはいささかも衰えない眼光で巨竜の浮遊する高さを目測し、確信を得る。

　──今ならば届く！

「行くぞアリア!!」

　風が足あし許もとに集束した矢先、目の前の景色が吹き飛ぶ──ルークやオーガスタスを受け止めたときのようにアリアの風がセシリーの身体からだを打ち上げる。全身を余さず打ちつける圧力にセシリーは歯を食い縛って耐えた。

　先の場合と明確に違っていたのはその速度と鋭さ。白と銀と緑に輝く風は長い尾を引きながら地上から天空へと渡る。それはあたかも投とう擲てきされた槍やりのように人々の目に映った。

　風の槍は高度を下げていた巨竜を強襲。かすめるようにして胴を剣山ごと引き裂いて通過した。黒い体液が地上に降り注ぐのを尻しり目めに、巨竜の直上にまで至ったセシリーは。

「おおおおおおおおおおおおおッ!!」

　再度、己の身体を発射させた。

　下方に。

　上空で三角に折れた風の槍は巨竜の胴を抉えぐりつつ、地上へと真っ逆様に直下する。

　豪速で迫る火山の勾こう配ばい。身体はけれど、すくまない。すくむはずがないのだ。

　──今まで何度高所から落下したことか。

　時には『爪つめ痕あと』の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきより、時には都市の時計塔より、今日だってリサ、ルーク、オーガスタスの三人を抱えて落下した。それらの経験があるから、セシリーは抜かりなく着陸体勢を取ることができる。聖剣『アリア』によって何層もの風の膜を展開し、それを己の身体で突き破り続ける──落ちる速度を緩和させつつ地上に軟着陸を果たした。

　追うように、火山全体が震えた。セシリーは足を取られるも顧みる。

　火山の頂上付近。

　そこに沈む巨竜の姿があった。

　快かい哉さいを叫ぶ人々の声を背に、述べてやる。

「さあ、ヴァルバニル。これで仕舞いとしよう」

　巨竜がぶるぶると痙けい攣れんしながら頭を持ち上げ、真っ先にこちらを見やった。どうやら向こうも心得ているらしい──セシリーが弓を引き絞るように右半身を引いたとき、巨竜もまた大口を開いた。

「────貫けッ!!」

　火山の頂上から押し寄せる白光を目掛け、全身全霊を込めて直刀を刺突する。

　同時、右腕が血を噴いた。





　今度の衝突は互いを打ち消し合うのではなく押し合うものだった。

　呼吸の白光と輝く風は互角に鎬しのぎを削り、拮きつ抗こうする。

　人々は為なす術すべもなくそれが収束するのを待った。両者の放つ眩まばゆい光が視界を奪うだけでなく、拮抗の余波が矢を撥はね返してしまうためだ。衝突の轟ごう音おんに耳を塞ふさぎ、ただただひとりの女騎士と一振りの剣の行く末を祈ることしかできない。

　ただ唯一、悪魔であるリサはそのことに気付いてしまった。

「セシリーさんとアリアさんが……押・さ・れ・て・る・」

　リサの位置からは刺突を続けるセシリーの後ろ姿が見えている。その彼女を取り巻く風の流れが乱れていたのだ。霊体を養分とする悪魔だからこそ、それがわかる。よくよく見ればセシリーの足も少しずつ後退を始めているようだった。

　ど、どうしよう!?　と慌てたリサは、不意に激痛を覚えて胸むな許もとを押さえた。

「う、ぅうう……！」

　胸の傷が訴える痛みは全然治まる気配がない。熱した鉄を直接当てられているかのような激痛。それは時間を経へるごとにむしろ増しているようにも思える。

「もう、何なんですかこれ!?」

　やけっぱちに叫んだ瞬間、はたと閃ひらめいた。この痛みの正体に。

　──まさかこれって。

　そのときリサの横を誰だれかがすり抜けた。そちらを見やり、目を疑う。

「ル、ルーク!?　何ど処こに行くんですか!?」

「……何処に？　おい、寝ぼけてるのか」

　ゆらりとルークが振り向く。

「嫁をひとりで戦わせてたまるか」

　虚うつろな目で言い、ふらふらとした足取りでセシリーたちのほうへと行こうとする。

　リサは茫ぼう然ぜんと彼を見送りそうになって、そんな自分に対して首を横に振った。

　──私だって！

「ルーク！　どうやってセシリーさんたちを助けるつもりなんですか!?」

「行ってから考える」

　だったら、とリサは彼の許に駆け寄る。

「私の能力を──『魔剣精製』を使ってくださいッ！」

　振り返ったルークは目が覚めたような顔をしていた。

「『魔剣精製』？　だがあれは……」

　魔剣精製。術者の魂と悪魔の肉を用いて瞬時に剣を精製する能力。

　それはしかし、リサが自身の左眼球をルークに捧ささげたことで使用できなくなっていた。この能力はリサの体内にある簡易炉を用いて行われるが、その簡易炉の出入り口の役目を果たしていたのがその左眼球だったのだ。

　簡易炉を取り出せなくなったことで『魔剣精製』は自ずと封印された──はずだった。

　リサは胸むな許もとに巻かれていた包帯を引き千ち切ぎり、ルークに伝える。

「こ・の・傷・口・か・ら・直・接・、体・内・の・炉・に・触・れ・る・こ・と・が・で・き・ま・す・！」

　さらに材料ならばそこいらにいくらでも転がっている。リサは足あし許もとに落ちていた矢から玉たま鋼はがねをむしり取って傷口の横に添える。そしてもう片方の手で凍りついているルークの右手を取り、その掌を傷口の上に当てさせた。

　凄すさまじい激痛に気絶しかけるが、リサは涙目で叫んで我慢した。

「さあ！　いつでもどうぞ！」

「……前々から思っていたが」

　ルークは泣き笑いのような表情を浮かべて告白する。

「お前は最高の弟子だ」

「でしょう!?　だから早くしてください！」

「ああ──」

　頷うなずき、彼は宣言する。



「鍛・錬・を・開・始・す・る・」



　その言葉とともに、傷口がそれ自体を広げながら玉鋼を呑のみ込んだ。

「んんんんんんッ!!」

　瞼まぶたを閉じたリサは頬ほおを膨らませて絶叫を口内に留とどめる。

　呪じゆ文もんが聞こえた。

「水ミズ減ベしシ。小コ割ワリ。選セン別ベツ。積ツみミ重カサねネ。鍛タン錬レン。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。──心シン鉄カネ成セイ形ケイ。棟ムネ鉄カネ成セイ形ケイ。皮カワ鉄カネ成セイ形ケイ。刃ハ鉄カネ成セイ形ケイ。造ツクりリ込コみミ。素ス延ノべベ。鋒キツサキ造ヅクりリ。火ヒ造ヅクりリ。荒アラ仕シ上アげゲ。土ツチ置オきキ。赤アカめメ。焼ヤきキ入イれレ。鍛カ冶ジ押オしシ。下シタ地ジ研トぎギ──備ビン水スイ砥ド、改カイ正セイ砥ド、中チユウ名ナ倉グラ砥ド、細コマ名ナ倉グラ砥ド、内ウチ曇グモリ地ジ砥ド。仕シ上アゲ研トぎギ──砕クダきキ地ジ艶ヅヤ、拭ヌグいイ、刃ハ取トりリ、磨ミガきキ、帽ボウ子シなナるルめメ」

　この能力を用いて再現するは、無論、ルークとリサがともに鍛え上げた最高傑作。

　鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀──つまりはもう一振りの聖剣『アリア』。

　リサは痛みに耐える中、体内の簡易炉で刃やいばが鍛たん造ぞうされていくのを感じていた。『魔剣精製』は犠牲を要する。術者の魂と悪魔の肉。それらをどれほど消費するかによって、できる得え物ものの強度や有する力が決まる。此こ度たびの精製では──

　──え？

　気付き、瞼まぶたを開く。

「……ルーク？　え？　あれ？」

　ばれたか、とルークが白状した。

「どうせもう俺おれの左腕は使い物にならない。お前の肉を消費する代わりにこいつを持っていってもらう。俺の魂と一緒にな。悪魔のそれに比べたらずいぶん質は落ちるだろうが」

「そ、そんなことできるわけがありません！」

「できるさ。……いや“〝できた”〟と言ったほうが正しいか」

　リサは涙が止まらなかった。

　だって本当に──彼の左腕が肩から丸ごと消失していたから。

「────柄ツカ収オサめメ無ナしシ!!」

　結びの言葉とともにルークが傷口から青白く光る直刀を引きずり出す。胸からの抜刀はやっぱり滅めつ法ぽう痛かったけれど、そんなことがどうでもよくなるくらいに心が悲しくて辛くて苦しくて、リサは泣き喚わめいた。

「ルークのバカァ！」

　隻せき腕わんになった彼はそんな自分に背中を向けて──

　呼吸と輝く風の衝突地点に、『魔刀』の刺突を繰り出した。





　軋きしみ、真っ赤に染まる右腕。

　セシリーはその手首を左手で押さえ、輝く風の発現をぎりぎりのところで維持していた。

「絶対にッ……負けてたまるものか……！」

　もしもこれに押し負けるようなことがあれば、目の前の呼吸は自分の後ろにいる人々を巻き込む。そんなことは絶対に許すわけにはいかなかった。

　だが現実は無情に知らしめる。彼ひ我がの力差を。

　身体からだは後方に押され、右腕は血を噴き、視界は霞かすんでいく。

　──ルーク。

　セシリーは心の中で呼ぶ。

　──ルーク。ルーク。ルーク。ルーク。

　最愛の人の名前をおまじないのように呼び続ける。

　そうすることで己を鼓舞するために。

「ルーク!!」

　背中を押されたのは、そのとき。

　青い閃せん光こうが背後から奔はしり、セシリーの身体からだを貫く。

　何かが砕ける音を聞いたような気がした。

「ぁ」

　この瞬間、セシリーは様々なことを理解する。

　自分を貫いたモノが心臓に巻かれていた鎖まで砕いていき、『聖剣の鞘さや』の術式を崩壊させたこと。青い閃光の正体が『魔刀』によるものだということ。つまりこれを為なしてくれたのが他ほかならぬルークだということ。

　まるで彼に後ろから支えられているかのような感覚。前方から迫っていたはずの重圧が今、嘘うそのように感じられない。自分を貫通した閃光は、その行く先にあった輝く風をも後押ししてくれていた。途方もない全能感がセシリーの全身に満ちる。

　聖剣『アリア』が奮い立ったようにさらなる風を起こす。セシリーは吼ほえた。

「貫け──」

　風は白光を穿うがつ。





　──潮時か。

　白光の向こうで何かが膨れ上がるのを感じたとき、シーグフリードは静かに覚悟した。

　己の末路を受け入れるように瞼まぶたを閉じ、しかしすぐにそれを開く。

「……何のつもりだ？」

　フランベルジュの柄つかを握る手に、左右からそれぞれ別の手が重ねられていた。

　左のイライザ・イヴァがくつくつくすくすと笑う。

「最期は堂々と華々しく散る」

「私たちらしいと思いませんか？」

　知ったことかと吐き捨てるこちらに、右のフランシスカがくすりと笑った。

「不思議ですね。いつもシーグフリード様の手に取っていただいていた私たちが、今は反対にその手を取っているなんて。……どうかしましたか？」

　無言で彼女から目を逸そらす。図らずもその笑顔に見み惚ほれたなど、あってはならない。

　シーグフリードは正面に向き直り、言った。

「よく尽くしてくれた。お前たちは」

　それ以上は言葉にならず、また彼女たちがどのように反応したかもわからなかった。

　輝く風が白光を貫き、自分たちを押し潰つぶしたからだ。



　────気が付けばシーグフリードは真っ白な世界に立っていた。



　上も下も横もすべてが真っ白な空間。

　目の前にはエヴァドニがおり、彼女はいつもの無表情でこちらを見つめていた。

「……俺おれは」

　シーグフリードは自然と口にしていた。嘆息交じりに。

「俺は初代を殺していない。今となっては誰だれも信じやしないだろうが」

「信じます」

　エヴァドニはあっさりと述べ、続ける。

「あのような“〝親”〟でも、あなたは彼を愛していました。ヴァルバニルを手に入れようとしたのもそのためです。あなたは事故で死んだ彼に代わり、彼のしようとしていたことを引き継いだ。彼の血を引く者として」

　その目だ、とシーグフリードは苦々しく顔を歪ゆがめた。

「その見透かすような目が、俺は大嫌いだった」

「仕方ありません。あなたはエヴァドニの弟のようなものですから」

「…………姉？」

「はい。姉なので、弟の考えることはよくわかります」

　無性に腹の奥底がむかむかする答えだった。

「では今まで俺に協力していたのは何故だ？　あの男を愛していたからか？」

「いいえ。エヴァドニはあなたと違って彼に関心がありません」

　彼女はまた、シーグフリードが大嫌いで仕方がない目をする。

　こちらを見透かすような──恐らく慈愛とやらに満ちた瞳ひとみを。

「姉とは弟を甘やかすものです。知りませんでしたか？」

　シーグフリードは沈黙を挟んでから答えた。

　何ど処こか拗ねたように。

「知るわけがない」

　彼らはそして真っ白な世界に呑のみ込まれ、無に還かえる。
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　ノア・カートライトは朦もう朧ろうとした意識の中をたゆたっていた。

　──僕は死ぬのか。

　仰向けに横たわったまま身動きひとつ取れない。当然だ。何せあの巨竜の上から落下したのだ。普通ならばその時点で即死している。今辛うじて息があるのはヴェロニカの鎧よろいが落下の衝撃を吸収してくれたからで、それにしたって生きているのが不思議なくらいだ。

　そのヴェロニカは、見える範囲では何ど処こにも姿がなかった。もしかして衝撃を肩代わりした際に粉々に砕け散ってしまったのだろうか。だとしたら申し訳ないことをしたと思う。

　──結局僕は何かを成せたのかな。

　わからない。これも当然なのだろう。そもそも信念らしい信念もなく、ただ命じられるままに動いていた自分に手て応ごたえなんて得られるはずがないのだから。

「…………もう、いいや」

　信念がないのならば生きようが死のうが大した違いはない。

　だったらもう眠ってしまおう。どうせ自分が死んで悲しむ人間なんていない──

「貴様は本当に悪運の強い男だな。……いや、それは俺おれも同じか」

　誰だれかの声が聞こえたかと思うと、自分の身体からだが担ぎ上げられるのがわかった。

「ノア、いきてる？」

「息はある」

「わたしのおかげ」

「ああ。貴様が俺をここまで連れてこなかったら、こいつは野垂れ死にしていただろう」

「これから、どうするの」

「こうなっては帝政列集国に尽くす義理もない。何処かで馬を調達して旧群集列国にでも行くか。気ままに大陸を放浪するのも悪くないかもしれない」

「わたし、ノア、あなた、さんにんで？」

「嫌か？」

「ヤじゃない。すごくいい」

「いい返事だ」

　温かな背中に心地良い揺れ。ノアはいつしか眠りに就いていた。





　呼吸の白光と輝く風の衝突は今までで一番の異常気象を引き起こしたらしく、夕焼け空に凄すさまじい数の流星を降らせていた。どの方角を見渡しても流星は群れを成して天に線を引き、そして大陸の何処かに落ちていく。

　その幻想的な光景の下では号泣しながら抱き合う人々の姿があり──

「終わったな」

「……ああ」

　ハンニバルとオーガスタスはふたりきり、人々の輪から外れていた。

　く、とハンニバルが背伸びをする。

「これで長らく大陸が抱えていた問題も解決というわけだ。骨が折れたな」

「……」

「さて。それじゃあやるか」

「……やる？」

　オーガスタスは眉まゆをひそめて訊きき返す。

「何をだ」

「決まっている。ワシらの一騎打ちの続きだ」

　しれっとした面で答える彼に、オーガスタスは唖あ然ぜんとせざるを得なかった。

「正気か？」

「正気だとも。考えてもみろ、今やらなければ二度と機会はない。お前はこの決戦における戦犯だ。これからお前には多くの罰が待っている。だからワシらの因縁に決着をつけるのならば今しかないのだ」

　ハンニバルの言うことは至極もっともであり、そして今さらながらオーガスタスはひとつの答えを得る。自分でも曖あい昧まいなままにしていたことへの真実を。

『どうしてそのような馬ば鹿かげた存在を求めた？　帝国には豊かな国力があったはずだ。他国と争うにせよ、ヴァルバニルになど頼らずとも自国だけで戦えるだけの力が十二分にあったはずだ！　なのに何故お前ともあろう男が──』

　自分は是が非でもこの男に勝ちたかった。

　だからヴァルバニルの力に頼るような愚行に走った。

「……お前は骨の髄まで“〝大陸最強”〟なのだな」

「ん？　どうしたアーサー。まさかワシが“〝大陸最強”〟だと認めてしまうのか？」

「冗談をぬかすな。今から奪い取ってやるさ」

「そうこなくては。武器は──要いらんな。拳こぶしで十分だろう」

「ああ」

　オーガスタスの中ではすでに勝敗は決したようなものだった。だがそれでは目の前の男は納得してくれないだろう。だから受けて立ち、存分に拳を振るってやる。

　旧帝国騎士団総団長、オーガスタス・アーサーの最後の戦いを、そうして飾る。





　封印するのではなく、今ここでヴァルバニルを滅ぼすことは可能だろうか。

　肯定する、とアリアは答えた。

「しかし推奨はしない。あなたも巨竜の体内に満ちていた黒い液体を見たはずだ。ヴァルバニルを殺せばあの液体が漏れ出でて大地に染み込み、いずれは大陸を枯らしてしまう。それは人間の本意ではないだろう」

　ああ、とセシリーは頷うなずく。元より意外な答えは求めていなかった。

　たとえそうでなくても、これからやることに変わりはないのだ。ヴァルバニルを殺すということは霊体の発生源を断つということ、ひいては霊体を糧とするモノ──リサやアリアがこの大陸で生きられなくなるということにつながる。どのみち別れは避けられない。

　アリアは自分の前に集った人々に順番に話しかけていく。

　最初に彼女が向いたのはヘイゼルとヒルダのほうだった。

「夢の中で銘めい無なしに会った」

　息を呑のむふたりに続ける。

「そして大切な友人を守ってほしいと強く命じられた」

　途端、ヘイゼルが泣き崩れた。ヒルダが首の裏を掻かきながら訊たずねる。

「あいつは元気そうだったか？」

「肯定する」

「……そうか。なら、よかった」

　呟つぶやき、背中を向けた。何かを隠すように。

　アリアはユーインに向き直った。

「魔剣『アリア』にも会った」

「アリアさんに……」

「あなたへの伝言を預かっている」

　生なま唾つばを呑み込む彼に、アリアはそっと伝える。

「『大好き』」

　ユーインはしばらく動かなかった。

　告げられた言葉を噛かみ締めるように押し黙っていたが、やがて切り出す。

「……実は“〝ヴァルバニルの肉”〟の臭いを一時的に消すことのできる祈き祷とう契けい約やくを開発しました。体臭そのものを誤魔化してしまうもので、だから、その……お願いがあります」

「聞こう」

「臭いを消した後、一度だけ、あなたを抱き締めてもいいですか」

「否定する」

「あ……や、やっぱり駄目ですよね」

「否定する。祈祷契約は必要ない。そのままでいい」

　目を見開くユーインを、アリアは無表情で見つめ返す。

　ユーインはアリアの前に立ち、恐々と彼女の背に腕を回した。ひどくぎこちない動作。彼は彼女を強く抱き締めることはしなかった。浅く抱き寄せるに止とどめ、身体からだを離す。

「……ありがとうございました」

「これでいいのか」

「はい。おかげさまでアリアさん一筋で一生やっていけそうです」

　ユーインははにかみ、冗談めかして言う。

　少し首を傾かしげたが、アリアはルークとリサを振り返る。

「ありがとう。私を造ってくれて」

　リサは無言で首を横に振った。その拍子に涙がぽろぽろとこぼれる。

　ルークは彼女の頭を右手で撫なでながら、アリアに宣言した。

「俺おれたちが必ず、お前に代わる新たな聖剣を打つ。待っていろ」

「肯定する。しかしあなたは左腕を失ったようだが」

「何とかするさ」

「では信じて待つとしよう」

　そして──

　アリアはこちらを見る。

「…………」

「…………」

　別れにあたって何を言うべきか、セシリーはずっと考えていた。

　けれど思いついたのはたったひとつだけ。

「必ずまた会おう」

「肯定する。必ず」

　再会の約束を交わすこと。これ以外になかった。

　つとアリアの視線が動く。導かれるようにセシリーもそちらを見やった。

　火山の勾こう配ばいの一画に巨竜の頭があった。光彩を失った巨大な両眼。頭部から長々と続く胴体は頂上にまで及んでとぐろを巻き、その背にあった無数の細羽は、今やアリアの風と『魔刀』の青い閃せん光こうによって根こそぎ刈り取られていた。戦いが終わってから死んだように微動だにしないが、アリアによれば仮死状態に陥っているとのことだった。

　巨竜の頭の上にいたはずのシーグフリードたちは、しかしその痕こん跡せきがまったく見当たらない。彼らがどうなったかは細羽の惨状を見れば想像に難くなかった。

「さほど時間もない。巨竜が眠っている間に事を済ませてしまおう」

　言葉通り、それからは淡々と事が進められた。

　アリアが直刀に変化し、セシリーは彼女の風を使って巨竜の頭の上に飛び乗る。そこで先代の『聖剣』が遺したと思われる刀傷を見つけた。当然のように同じ場所にアリアを突き刺す。その突き刺した箇所から毒が広がるように巨竜は全体が鉄のように硬化していき、あっという間に完全に凍りついた。封印はそれで終わり、そして──セシリーは泣いた。

　ずっとずっと、戦友のそばで泣き明かした。










epilogue





　ヴァルバニル再封印の報は瞬またたく間まに大陸中に知れ渡った。

　これを受けて軍国の最高責任者『総席』またの名を『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターは旧帝国と旧群集列国それぞれに使者を送り、同盟を解消するよう通達。両国はあっさりと受け入れ、帝政列集国の名を棄てた。これは帝政列集国を実際的に支配していた要人たちが死亡または投獄されたことがあってのことだろう。

　旧帝国騎士団総団長のオーガスタス・アーサーはヴァルバニル戦の終結後に独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサーによって捕縛され、現在は軍国が身柄を預かっている。旧群集列国代表のランスロット・ダグラスは灰はい被かぶりの森の中で瀕ひん死しの状態で昏こん睡すいしているところを発見され、こちらも軍国に身柄が移送された。そして帝政列集国戦士団団長のシーグフリード・ハウスマンはヴァルバニル戦において死亡──

　こうして、大陸史上最悪の人外の復活という大陸全土を恐慌に陥れた事態は、一応の解決を見た。三国一都市は近日中に大陸法の見直し並びに大陸法委員会の再結成を誓い、そのために動き出している。

　時節はそして、夏の終わりを迎えようとしていた。





　この日、独立交易都市では、ある一組の婚姻の儀式が執り行われていた。

　レジナルド・ドラモンドとパティ・ボルドウィンの結婚式である。

　最近の都市は軍国に移住していた市民たちが続々と戻り、かつての活気を取り戻しつつあった。とは言っても市街地には決戦の爪つめ痕あとがまだ新しい。人々は当然の如ごとく復興に追われ、忙しい毎日を過ごしていた。

　そのようなときに結婚式という目め出で度たい報しらせだ。加えて新郎新婦の御両人はヴァルバニル戦でも大いに活躍したふたりだという。復興に明け暮れる日々に疲れていた市民がこれを見逃さない道理はなかった。

　独立交易都市四番街の小さな教会で静かに開始されたはずの式は、都市中から駆けつけた人々で、見る間に祭りさながらの騒ぎに様変わりした。彼らは自分たちで持ち寄った手料理や酒を互いに分け合い、勝手に宴うたげを始めてしまう。主役であるレジナルドとパティは苦笑しつつも人々を歓迎した。

　新郎の直属の上司であるハンニバル・クエイサーは祝い酒に誰だれよりも早く酔っ払い、周囲の人々に何事か叫んでいる。

「部下の祝いの席で悪いが、これはゴードン・ホーキンズへの弔い酒も兼ねている！　奴は先の大戦で立派に戦った男だ、ゴードンへの供養代わりに皆もどんどん飲んでくれ！」

「……おい、ハンニバル。勝手に人を殺すな」

「おお、ゴードンじゃないか！　生きてたのか！　不死身だな！」

「お前がそれを言うのか」

「がはははははは！　酒が美う味まいなぁオイ!!」

　この“〝大陸最強”〟の乱痴気騒ぎを──

　セシリーとルークは人垣の外から遠巻きに眺めていた。

「あのクソジジイ、自分が楽しみたいだけなんじゃないか？」

「いいじゃないか、目め出で度たい日なんだから。……しかし参ったな」

　セシリーは視界を埋める人込みに「うーん」と唸うなる。

「これではパティとレジナルドさんにろくろく挨あい拶さつもできない」

「落ち着いてからだな。この人の群れをかき分けていく気力は流石さすがに湧わかない」

「……本当に出歩いて大丈夫だったのか？」

「お前もしつこいぞ。この通り歩けてるだろ。普通に暮らす分には問題ない」

　ルークはそう言うが、しかし彼はつい最近まで寝たきりで日々を過ごしていたのだ。傷が癒いえてからも立つことさえ覚おぼ束つかなく、常に自分やリサの介護を必要とするような生活を送っていた。片腕を失ったことだって大きい。今まで当たり前に両腕で行っていたことができなくなるというのは、他人が想像するより遥はるかに不便で苦痛なことに違いない。

　それにルークは大変なウソツキだ。聞けば、彼は『魔眼』とやらのせいでまたしても魂を削る無茶をしていたらしい。しかも自分に内緒で、だ。寝たきりはそれに因よるところも大きかったに違いなく、下手をすれば今いま頃ごろは死んでいたかもしれないのだ。はっきり言って彼の言葉は信用ならない。

　セシリーはじっとルークの顔を見つめる。彼は嘆息して弁解した。

「力仕事だってできる。疑うんだったらリサに訊きいてみろ」

「……本当に？」

「ああ。誓ってな」

「……じゃあ、やっと私を抱いてくれるのか？」

「どうしてお前はいつも唐突なんだ！」

　ルークは慌ててこちらの口を塞ふさいでくる。

　セシリーはその手を退け、にっと笑った。

「抱くなら早いほうがいいぞ」

「だからお前はッ…………“〝早いほうがいい”〟？」

「そう、早いほうがいい。だって私は明日か明後日にも旅に出るから。すでに自衛騎士団にも長期休暇の許可はもらってある」

「お、おい、待てよ──どういうつもりだ!?」

「先の戦いで大陸にいくつも流星が降ったのは覚えているだろう？」

　彼は頷うなずき、直後にはっとした顔になる。察してくれたらしい。

「そう。今・な・ら・隕・鉄・が・山・ほ・ど・手・に・入・る・」

　新たな『聖剣』の材料となる隕鉄が。セシリーはルークに手を差し伸べる。

「できれば私はあなたとリサにも来てほしいと考えている」

「…………本当に、どうしてお前はいつも唐突なんだ」

「許せ。性分だ」

「ああ、とっくに知ってる」

　ルークはこちらの手を取る。

「地の果てまでついていってやるよ」

「その意気だ。私の旦だん那な様」

　セシリーとルークは微笑ほほえみ合い、そして──







　────────そして時は流れる。







『俺おれたちが必ず、お前に代わる新たな聖剣を打つ。待っていろ』

『必ずまた会おう』

　それはきっと叶かなわぬ願いなのだろう、とアリアは思っていた。

　だから目覚めたとき、目の前にルークとセシリーが立っているのを見て言葉を失った。

「…………」

「えっと、あなたがアリアさんですか？」

　ルークが訊たずねてくる。違和感が胸に広がったが、ひとまず答えた。

「肯定する」

「お会いできて光栄です」

　とこちらはセシリーが頬ほおを上気させながら言う。

　──否定する。

　アリアは己の目に異を唱えた。彼らは自分の知るルークやセシリーではない。

「長い時間お待たせしてしまったことをお赦ゆるしください」

「私たちはエインズワース家とキャンベル家の使命により参りました」

「“〝聖剣『アリア』を救え”〟──俺おれたちが小さい頃ころからずっと言われてきたことです」

「三・〇・〇・年・を・か・け・て・、ようやくその使命を果たすことができました」

　彼らはルークとセシリーの子孫なのだ。よくよく見ればふたりの容よう貌ぼうはセシリーたちよりも幼い。似てはいるが、やはり別人だ。丁寧な口調にも何ど処こか畏かしこまった雰囲気が感じられ、どうやら緊張しているらしかった。

「……三〇〇年、か」

　アリアは呟つぶやき、周囲に視線を巡らせる。そこは永い眠りに就く前と同じ、巨竜の頭の上だった。時間帯は日中辺りだろうか。上空には記憶通りの灰の雲が漂い、遠い下方に位置する火山の麓ふもとにはやはり変わらぬ姿の灰はい被かぶりの森を望むことができた。こうして見ただけでは、三〇〇年の月日が経過したという実感はとても得られない。

　はたと傍かたわらの刀けんに気付いた。

　自分に代わって巨竜の頭に突き立てられた一振りの直刀。形そのものは自分のそれとほとんど変わらないにもかかわらず、アリアはひと目見て確信した。

　──この『聖剣』は私よりもずっと強力な得え物ものだ。

「これは……これも魔剣を材料にしているのか」

　いいえ、とセシリーに似た少女が否定する。

「それは魔剣を材料に用いない、誰だれの犠牲も必要としない現代の『聖剣』です」

「昔はその魔剣の代用をどうするかってのが課題だったみたいです。でも当時、俺たちの御先祖様と親しかった学者さんが画期的なアイデアを出してくれて、それが今の『聖剣』の基本構造に反映されてるんだとか。その人、大陸史ではすごく有名な人で──」

「こら！　言葉遣い！」

「あ、やべ」

　少女に叱しかられ、ルークに似た少年が慌てて自分の口を押さえる。

　──学者。

「その人物の名前はわかるか」

「あ、はい。ユーイン・ベンジャミン氏です」

「彼は伴はん侶りよを得たのか」

「え？　えーと……確か生涯独身だったと大陸史の授業で習った気がします」

　脳裏を青年の言葉がよぎった。アリアにとっては真新しくもある記憶。

『はい。おかげさまでアリアさん一筋で一生やっていけそうです』

　──魔剣『アリア』よ。あなたは大変な果報者だ。

　自分もできることなら彼ともう少し話をしてみたかったかもしれない。

「頼みたいことがある。私をユーイン・ベンジャミンの墓に案内してほしい」

　少女と少年は顔を見合わせてから、こちらに視線を戻して頷うなずいた。

「もうひとつ訊ききたいのだが」

「はい。何でしょうか」

「何でも聞いてくれよ」

　少女が頬ほおを引きつらせながら少年の足を踏んだ。悲鳴をあげて飛び上がる少年。子どもじみたやり取りから、ふたりの関係性が見えてきたようにアリアは思う。

　──そう、子どもなのだ。

「あなたたちは私の知る刀鍛冶ブラツクスミスよりも若く、そして幼く見える。そこの少年が先ほど述べていた『聖剣』の知識にも伝聞が混じっていた。この『聖剣』を鍛たん錬れんしたのは本当にあなたたちなのか？」

「……やっぱりバレましたか」

　えへへ、と少女がはにかみ、告白する。

「お察しの通り、私たちはまだ修行の身です」

「そこの『聖剣』を鍛錬したのは俺おれたちの師匠せんせいだよ」

「……せんせい？」

「そ。……師匠！　もう、何やってんですか！　早く来てくださいよ！」

「ご、ごめんなさい。高いところに登るのって得意じゃないんです」

　少年が振り返って叫ぶと巨竜の頭の下から声が返ってきた。

　聞き覚えのあるそれに、アリアの心臓が跳ねる。

「……まさか」

「そのまさかですよ。アリアさんもよく御存じのはずの人です」

　少女は悪戯いたずらっぽく笑い、得意気にそれを教えてきた。

「私たちの家系をずっと見守り続けてくれた師匠にして最高峰の『聖剣の刀鍛冶』──」

　アリアの見ている前で、巨竜の頭をよじ登ってきた彼女がひょっこりと頭を覗のぞかせた。

　そこにあったのは三〇〇年前と少しも変わらぬ笑顔。





「────リサ師匠です」



















あとがき



　こんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #15.Sacred Knight』ということでこれにて本編完結なシリーズ第15巻です。……内容については多くを語らずにおこうと思います。

　この物語が至った場所を見届けてもらえたら、嬉うれしいです。



　今巻もいつものように担当さんと表紙の衣装について話し合いました。

三「どうしましょうか。まさか決戦の最中に着替えるわけにもいきませんし」

担「ルークが後ろからセシリーを抱きかかえている、というのはどうですか」

三「あ、なんかラストっぽいですね。でもやっぱり今までの流れは崩すことに──」

担「いえ。イメージ的には“〝ルークを着る”〟という感じです」

三「…………え？」

　そのような発想がこの世に存在したなんて。



　そんなこんなで五年以上続いた本編もこれで終わりです。

　せっかくだから登場人物について語ろうかとも思っていたのですが、やはり蛇足になってしまうのでやめておきます。……でもひとつだけ。セシリー、ルーク、リサ、アリア。この四人の誰だれが欠けてもこの物語は成立しませんでした。絶対に。

　何度もボロボロにして悪かった。よく頑張ってくれた。お疲れ様。



　今回も、というか今回こそ本当にあり得ないくらいに原稿がぎりぎりで、最後の最後まで担当さんと屡る那なさんにはご迷惑をおかけしてしまいました。おふたりのおかげで僕はなんとかかんとかこうして立っています。

　また今回の執筆中は身近な人々にすごく助けてもらいました。仕事場にこもりきりになる僕に、家族だったり知人だったり作家の友人だったりが毎週のように差し入れをしてくれて、そのことに何より精神面で救われました。感謝してもしきれません。

　そしてここまで付き合ってくれた読者の方々、この物語に係わったすべての方々。

　みんなみんな、本当に本当に、ありがとうございました。



　それではこの辺で。機会に恵まれたら、どうかまた会ってください。

　…………番外編で。

平成二十五年二月　三浦勇いさ雄お
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